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プロローグ








　婚約して、十年。片想いの期間もきっと同じ。

　そして今日が、長い恋の終わりを迎える日になる──。




　ラルフレイス公爵家では今季はじめての夜会が開かれていた。

　大ホールの高い天井は精緻な絵画で彩られ、大きなシャンデリアが吊り下げられている。

　その下では着飾った大勢の貴族たちが会話を交わしており、隅で演奏する楽団が場を華やかに演出していた。

　豪華なごちそうの乗ったテーブルのあいだを、使用人たちが忙しそうに歩き回り、客にワインをサーブしている。

　楽しげな雰囲気の中シエラは一人、壁際に佇んでいた。

　軽くウェーブした艶やかな長い黒髪をハーフアップに結い上げ、オリーブ色の大きな瞳はじっと爪先を見つめている。

　憂いを帯びた表情は薄幸そうな印象だが、よく見るととびきりの美人だ。

　しかし俯いているせいで、シエラの美貌に気づくものはおらず、すっかり壁の花と化している。

　着ているものがくすんだ青色のドレスというのも、その一因だった。

　会場にいる客たちは今日のために誂えた流行最先端のドレスを身につけており、みな華やかだ。シエラのドレスは何年も前に買ったもので、デザインもシンプルながら褪せた色がまた地味さを加速させていた。

　シエラが望むのはただ一つ。どうか妹のヒルダに見つかりませんように……。

　しかし祈りは届かなかった。

「あら、お姉さま。こんなところにいましたの？」

　甲高い笑い混じりの声はそのヒルダのもので、シエラはびくっと肩を跳ねさせた。

「ね、エドワードさま。お姉さまってばこんな隅にいるのよ。おかしいったらないわ！」

　エドワードという名に反射的に顔を上げ、シエラはすぐに後悔した。

　胸を強調するデザインのドレスを身に纏ったヒルダが、エドワードと腕を組んでいる。

（エドワードさま……）

　久方ぶりに目にした彼の姿に、胸が切なく締めつけられる。

　いくら焦がれても、もう意味なんてないのに──。

　エドワードはこのラルフレイス家の当主である。

　そして正真正銘、シエラの婚約者だ。

　けれど主催した夜会の場でエスコートするのはシエラの妹であるヒルダ。理由は単純で、シエラは嫌われており、代わりに妹がエドワードから愛されているから。

　この婚約だって、エドワードが積極的に望んだものではないのだ。

　対してヒルダのほうは二年前ほどからエドワードと文通をはじめた。返事なんてくるのだろうかと最初は懐疑的だったシエラだが、返事どころかそのうちヒルダへのプレゼントまで届くようになった。

　婚約者である自分は贈り物なんてもらったことがなかったのに。そのころにはもうエドワードと没交渉になっていたシエラは、彼が愛情のこもった行動をするのが信じられなかった。

　自分が彼から嫌われているのは明白だ。

　だからこそ、こんな場にいたくないのに。

　本当なら今日の夜会は欠席したかったが、ヒルダはそれを許してくれなかった。

　近くにいた数人の令嬢がこちらを見て、ひそひそと囁き合っている。

「ヒルダさん、公爵さまと両想いって言ってたのは本当だったのね」

「お姉さまの婚約者なのでしょう？　禁断の恋だわ」

「婚約は幼いとき、家の事情で結んだものらしいわ。本当に想い合っているのはヒルダさんのほうなのに、お姉さまが邪魔していたのよ」

　彼女たちはヒルダの友人なのだろう。本人から聞いた話と今の状況を照らし合わせているようだ。

　邪魔なんてしていないのに。一体自分はどんな悪い人間だと言いふらされているのだろう。それでも、悪評への怒りより、目の前の光景への悲しさが上回る。

　ヒルダが頑なに今日の夜会へ出席するよう言った理由が身にしみてわかった。

（この姿をわたしに見せつけないと意味がないものね……）

　二人はシエラから見てもお似合いだ。

　すらりと背の高いエドワードは、絹糸のようにさらさら流れる銀の髪に、凜と透き通った青色の瞳を有している。

　いつ会ってもとても整った相貌で、氷を司る神がいるならきっとこんな姿なのだろう、なんて幼いときには本気で思ったりした。感情の起伏があまり表情に表れないところも、その印象を強めている。

　今だって彼がなにを考えているのか、硬い表情からは読み取れない。

　婚約者であるシエラの前で、その妹と腕を組むのはどんな気持ちなのだろう。

「お姉さま、今日は楽しいパーティーなのよ？　そんな辛気くさい顔をしていたら、主催のエドワードさまに失礼だわ」

　ヒルダが豊満な胸をエドワードの二の腕にぎゅっと押しつける。だが、彼はそれを振り払う様子もない。他の令嬢に同じことをされたならすぐに距離を取るのに。そんな場面をシエラは遠くから何度も見てきた。そのせいで、エドワードは冷たいだとか非道だとか噂されているのだ。

　口元をおかしそうに歪めるヒルダは艶やかな金髪をコテで巻き、アイシャドウは瞳と同じ鮮やかなグリーンを乗せている。我の強さがにじみ出た迫力のある美人だ。

　華やかな二人が並ぶ姿は絵になっていた。

「もしかして、わたくしがエドワードさまにエスコートされているのが羨ましくて、そんな恨めしげな顔をしているのかしら？」

「恨めしいだなんて……」

「お姉さまが勘違いしないようにしっかり教えてあげるわね。今日でお姉さまは、エドワードさまとの婚約を解消するの。そして、エドワードさまは改めてわたくしと婚約するのよ！」

　高らかな声に、まわりの招待客の視線も集中する。

（これを宣言したかったのよね……わたしが一番みじめに見える状況で……）

　祝福は最も派手な舞台で。そうでないとヒルダが機嫌を損ねることはわかっていた。

　シエラには一人でひっそり失恋の傷を癒やす時間も与えられない。

　覚悟はしてきたつもりだったけれど、いざエドワードを前にすると泣き出したい気持ちになる。じわりと視界が滲んで、シエラは慌ててきゅっと唇を噛んだ。

「ほら、お姉さま。祝福の言葉はないの？　謝罪は？　お姉さまがいたからわたくしはずっとエドワードさまと婚約できなかったのよ」

「っ……」

　おめでとうとごめんなさいを言えばいいのだろうか。

　そうすればこの場から解放される？

　だったら、さっさと言ってしまおう。

　そう思うのに、喉の奥から熱いものがこみ上げてきてうまく言葉にできない。彼の前でみっともなく泣きたくなんてないのに。

「ねえ、エドワードさま。エドワードさまからもなにか言って差し上げて？　お姉さまってば、直接言われないとわからないみたい」

　やめて──！

　心の中で必死に叫ぶ。

　彼から直接お別れの言葉なんて聞きたくなかった。

　黙り込んでいたエドワードはシエラとヒルダを交互に見て、わずかに目を眇める。

「言う？　なにをだ」

「ふふっ、エドワードさま、お喜びになって！　今日で辛気くさいお姉さまとの婚約は解消していいんですのよ！　これからはわたくしを婚約者にして？」

「シエラと婚約破棄して、代わりにヒルダを……？」

　首を傾けて甘えるような上目遣いのヒルダ。それを見下ろすエドワードの目はどこまでも冷たい。

「あり得ない──私は、シエラを愛している」

　静かで、しかし凜と響く声に、ホールが静まり返る。

　絶対零度の視線がシエラを射貫いて、その奥底に宿る熱に身体がぞくりと粟立った。







第一章 嫌われている、はずでした








　──公爵家での夜会を一ヶ月後に控えたある日のこと。

　静謐な書斎に、シエラがペンを走らせる音だけが響いていた。

　シエラはこの音が好きだ。

　ペン先がわずかに紙にひっかかる感触も、インクの独特な香りも、気持ちを浮き立たせてくれる。

　そして形作られてゆく、美しい文字の羅列。

　幼少のころからガヴァネスに何度も褒められたこともあり、自分の書く字については密かに自信を持っていた。

「──うん、できた」

　ピリオドを打ってペンを置く。

　シエラは書き上げた手紙を読み返してみた。

　──季節の変わり目なのでどうかお身体にお気をつけて。

　最後にそっと書き添えた何気ない一文は、シエラにとっては恋文ほどの意味を持つ。

　そのとき、バンッと乱暴に部屋の扉が開けられた。

「お姉さま、手紙は書けまして!?」

　どすどすと荒い足音で部屋に入ってきたのはシエラの妹、ヒルダだ。

　華奢な身体だというのに動作の音は大きく、部屋の静寂はたちまち失われる。

「い、今ちょうど書けたところよ」

「今？　本当にとろいわね！」

　甲高い声でわめきながら、鋭い視線をシエラの使っているライティングデスクに向ける。デスクには他にも数通の手紙が置いてあった。

　シエラが書いていたのは、本来ヒルダが書くはずだった手紙だ。シエラはヒルダに代筆を任されている。押しつけられている、といったほうが正確だろうか。

　この手紙を検分されたらどうしよう。

　シエラは内心ひやひやしていた。

　今書き上がった手紙の宛先はエドワード・ラルフレイス公爵。

　シエラの婚約者への手紙である。

　しかしシエラ自身はエドワードと文通なんてしていない。それどころか数年前からほとんど交流がなくなってしまった。時折、社交期に会うことがあっても、彼は冷たい表情を崩すことはなく、一言二言話しただけで離れていってしまう。

　きっと嫌われたのだ。

　はじめから、恋を経ての婚約ではなかった。乗り気でない相手との婚約に、嫌気が差したのかもしれない。

　そんなシエラの立場をちょうどいいと思ったのか、ヒルダはエドワードと文通をはじめた。

　社交界では令嬢に冷たいと評される彼だが、ヒルダからの手紙にはすべて返事を寄越したし、欲しい物があると書けばその品を送ってくる。

　そのことは手紙を代筆するシエラがよく知っている。

　彼からヒルダ宛ての手紙やプレゼントが届くたびに、胸が痛み気持ちがずんと沈んだ。

　動揺してしまうのは、シエラがずっとエドワードのことを好きだから。

　婚約したときから、自分は彼に惹かれていた。

　この気持ちを捨てられたら、どんなに楽になれるだろう。

　けれどいくら嫌われているとわかっていても、彼への気持ちを断ち切ることができなくて。

　代筆する手紙の最後に、頼まれていない一文を忍ばせることがシエラの精一杯だ。

　嫌われている自分が直接彼と話すことはできない。けれど多忙な彼の身を案じたい。

　書き記すのは何気ない文章だが、ヒルダの命令を破るのだから、シエラにとっては決死の一文といえた。

　ヒルダは自分の思い通りにならないことを嫌う。今書いていた手紙は新しい首飾りをねだる内容だが、最後の文以外はヒルダの機嫌を損ねないよう、指示通り一言一句間違えずに書いた。

「貸して」

　内心びくびくしていたがヒルダはエドワードへの手紙ではなく、インクを乾かしていた別の手紙を手に取った。

　それはヒルダが父に頼まれていた、事業を共同運営している商会への手紙だ。自分に言いつけられた仕事も、ヒルダはシエラに押しつけている。

「ふん、ちゃんと書いてるわね。これでいいわ」

「あ……」

　ヒルダはあっさり頷くと、便箋を雑に折って封筒に押し込む。

「なに。なにか文句があるわけ」

　ぎろりと睨まれて、シエラは迷った。

　どうしよう。言うべきだろうか。

　以前からこの商会への代筆を任されることはあったが、いつも季節の挨拶を間違っているのだ。新緑の時期に雪が綺麗だと書いたり、晴れの日が続いているのに長雨ばかりでじめじめして大変だと書いたり。

　ヒルダはガヴァネスから与えられた課題もほとんどシエラにやらせていたから、そういった知識に疎いのかもしれない。季節の挨拶は時候に沿ったものを書くと知らず、適当な例文を本から拾ってきてシエラに書かせているのではないだろうか。

　今回も例によって挨拶文がちぐはぐだったため、一応は言われるがまま書いたシエラだが、いい加減指摘するべきか一瞬迷ったのだ。

（教えたら不機嫌になるのは目に見えているし、でもあとから誤りに気づいたら、それも恥をかかせたって怒られそうだし……）

　逡巡していると、がちゃりと部屋の扉が開く。

「ふんふんふーん……あっ」

　二人揃ってそちらに視線をやると、入ってきたのは鼻歌交じりのメイドだった。

　最近屋敷で働くようになった、田舎から出てきたばかりの年若い娘である。手にはバケツとモップを持っていた。

　メイドは部屋に半歩入ってそのまま固まり、たちまち顔を真っ赤にさせる。

「も、申し訳ありません……間違えました……」

「間違えたですって！」

「ひっ」

　金切り声で叫び、ヒルダは鬼の形相になる。

　照れくさそうに顔を赤らめていたメイドは、今度は顔面蒼白になって引きつった声を上げた。

「汚らしいものを持ってわたくしの前に現れないで！　この役立たず！」

「ご、ごめ、なさ……」

　メイドは泣き出しそうな顔で謝ってくる。その声は小さく震えていた。

（まずいわ……）

　どうやら、掃除道具を持った使用人が自分の前に現れて苛立っているらしい。

　シエラにとっては咎める理由のない些細な失敗でも、ヒルダにとっては違うのだ。

　このままだと、怒りにまかせてメイドをクビにすると言い出しかねない。

　そしてヒルダが言えば、きっと雇い主である父も同意するだろう。

　シエラとヒルダは、このリワゼル子爵家の娘である。

　今年二十二歳になるシエラは、艶やかでふんわりとした黒髪に、いつも伏し目がちな瞳はオリーブ色。顔立ち自体は美しいのに、どこか影を帯びた儚げな印象がある。

　それは隣にヒルダが並ぶと余計に強調された。

　シエラの二歳下の妹であるヒルダは、長い金髪を華やかにカールさせている。きゅっと目尻のつり上がった瞳はシエラと同じ緑色だが、ヒルダのほうがより彩度が強く、彼女にアプローチをかける男たちはエメラルドのようだと評する。

　とびきりの美人でどこにいってもまわりの目を惹き、話し上手で社交の場での立ち回りにも慣れている。いつも人の輪の中心にいるような人物だ。

　それだけなら自慢の妹なのだが、シエラを悩ませるのはヒルダの危うげな精神状態だった。

　今のように、自分が少しでも気に入らなければ癇癪を起こす。

　意のままにならないことが大嫌いで、気が済むまでまわりに怒りをぶつけるのだ。

　それは両親であるリワゼル子爵夫妻もよく知っている。その上で、彼らはヒルダの言うとおりにすると決めていた。

　ヒルダは黙っていれば明るく甘え上手だ。彼女を機嫌良くさせておくのが家族の幸せなのだと結論を出したらしい。

　おかげでシエラはその煽りを受けて、我慢を強いられる毎日だ。

　そう扱われることはもう仕方がないのだと半ば受け入れ、けれどこうして訪れるヒルダの癇癪にはいつまで経っても慣れないと内心ため息をつく。

「──ねえ、ヒルダ。その指輪はどうしたの？　とても素敵ね」

　わざと声の調子を上げて、できるだけ羨ましそうな素振りを装って言う。

　なにかヒルダの気を逸らさないと。さっと彼女の全身を眺めて、右手の薬指に、大きな紫色の宝石があしらわれた指輪がはまっていると気づいた。

　はじめて見るデザインだから、最近手に入れたものなのだろう。きっと見せびらかしたいに違いない。

　案の定、ヒルダはけろっとしてこちらに手の甲を向けてくる。

「あらお姉さま、気づいたの？　羨ましい？」

　ヒルダがにやにやと口元を歪めているあいだに、シエラはメイドに目で合図する。メイドは泣きそうな顔のまま、ぺこっとお辞儀をすると足早に部屋を出ていった。

（良かった。とりあえずこれであの子のクビはなくなったかしら）

「この大きなアメジスト、エドワードさまがくれたのよ」

「え……」

　突然出てきた名に心臓が鋭い痛みを持った。

（まさかエドワードさまからのプレゼントだったなんて……）

「お手紙に書いたら贈ってくれたの。うふふっ、エドワードさまってば、わたくしの欲しいものはなんでもプレゼントしてくれるのよ」

「そう……良かったわね……」

　明るく取り繕おうとしてももう無理で、声はたちまち暗くなってしまう。

　そういえば先月、そんな内容の手紙を書いたとシエラはようやく思い出した。

　ヒルダがエドワードと手紙のやりとりをはじめてもう二年にもなる。

　十六で無事に社交界デビューしたヒルダは、しばらくは素敵な相手を見つけると張り切っていたが、それにも飽きて、エドワードに目を付けたのだ。

　きっと出会う男性の中に、エドワード以上の人を見つけられなかったのだろうとシエラは踏んでいた。彼の整った容姿や公爵という肩書きを、ヒルダはいつも気にしていたから。

　気になる異性への手紙くらいは自分で書くのかと思いきや、ヒルダはそれもシエラに押しつけてくる。

　自分がいかに優れた女性であるかや、そんな女性には高価な宝石やドレスが相応しいという内容を、シエラは渋々書き連ねた。

　ただでさえ令嬢たちには素っ気ないエドワードがこんな手紙に返事を寄越すはずがないだろう。シエラははじめそう思っていた。

　返事がないせいで機嫌が悪くなったヒルダをどうなだめるかまで思案していたくらいだ。

　しかし返事はきた。ヒルダのおねだり通りの贈り物まで。

　エドワードがヒルダを気に入ったのは明らかだった。

　間に合わせで婚約した自分より、華やかで自信に満ちあふれたヒルダが良かったのだろう。高価な贈り物の要求も、おねだり上手でかわいいと思われたのかもしれない。

　エドワードに気に入られたヒルダが、本当は心から羨ましい。自分のなにかが違っていれば、彼に愛される婚約者になっていたのだろうか。

　今さら考えたところできっと意味はないけれど。




　シエラとエドワードが婚約したのは今から十年前。シエラが十二歳のときのこと。

　当時公爵は妻を事故で亡くし、残された次期当主であるエドワードの将来をひどく案じた。

　愛する妻を失って傷心の公爵は、自分もいつ儚くなるかわからない、だからエドワードの相手を見つけておきたいと躍起になっていたらしい。

　何十人もの令嬢が彼の婚約者候補となり、シエラもその中の一人だった。

　はじめて会ったエドワードは本当に美しい人で、同時にどこか冷たい印象も受けた。けれどシエラを軽んじる態度をとることは決してなく、それだけでも家族と一緒にいるより心地良くて。

　表情や言葉で多くを語らないから冷淡に見えるだけで、内に秘めたものは優しさなのだと気づくのに時間はかからなかった。

　なにがお眼鏡にかなったのかはわからないが、ラルフレイス家はシエラを婚約者にすると決めた。

　あんな王子様みたいな人と自分が……。そのときばかりはシエラも浮き足立ったものだ。

　エドワードはシエラの三歳年上。お互いまだ子供同士で、エドワードは全寮制のパブリックスクールに通う身でもある。交流は王都に滞在する社交期にたまに会う程度で、互いを知るのは大人になってからでいいだろうというのが両家の考えだった。

　大人になってから──つまり、デビュタントを迎えたら。

　シエラは十六歳になって社交界にデビューするのを密かに心待ちにしていた。

　けれど。

『お姉さまばっかりずるい！　綺麗なドレスを着て、素敵な舞踏会に行くんでしょう!!』

　社交シーズンのはじまる一週間前。

　舞踏会で着るドレスの手入れをしていると、それを見つけたヒルダが絶叫する。

『ず、ずるいって言っても、この国の令嬢ならみんなそうするのよ？　あなたも二年後にはもっと素敵なドレスを誂えてもらえるわ』

『いや！　お姉さまだけ行くのが気にくわないの！』

　珍しく反論したシエラに刺激されて、ヒルダは泣き叫ぶ。

　そんなことを言われても、舞踏会に行くのはずっと前から決まっていたのに。

　ほとほと困り果てていると、騒ぎを聞きつけた両親が部屋へやってくる。

『ヒルダを泣かせたのか？』

『だめよ、シエラはお姉ちゃんなんだから』

　理由も聞かずに注意をされて、ちくりと胸が痛んだ。

　ヒルダを落ち着かせるより、シエラに我慢をさせるほうがずっと楽なのだ。シエラは口答えをしない。言われるがまま従うのだから、どちらを優先するかは決まっている。

　そんな扱いにも慣れたと思ったのに、このときばかりはもやもやとしたものが胸に渦巻いた。

『ヒルダが、わたしがデビュタントを迎えるのがずるいって……』

　普段はヒルダへの不満など微塵も口に出したことはなかったが、さすがにこれはわがままの度が過ぎている。両親も同調してくれるのではと思って、おずおずと口を開いた。

　両親は黙って顔を見合わせている。

　以前から準備してきたことなのだから、今回ばかりはヒルダを窘めてくれるのだろう。

　ほっと安心していると、ビリッといやな音が部屋に響いた。

『……え？』

　信じられない気持ちでそちらを向けば、しゃくり上げたヒルダが真っ白なドレスをペーパーナイフで引き裂いているところだった。

『な、にをしているの……』

『だってずるいもの！　わたくしが持ってないものをお姉さまが持たないで！』

　なめらかなシルクが、ずたずたに切り裂かれていく。目の前の光景を信じたくなかった。

『ど、どうしましょう……あと一週間で直さないと……』

　シエラがぼろきれ同然になったドレスを手に泣き出しそうになっていると、父親がきっぱりと首を横に振った。

『いや、シエラ。直すのは無理だ』

『じゃ、じゃあ、新しいドレスを？』

『いいや、今回は諦めなさい』

『は……』

　神妙な表情で告げる父親の言葉に耳を疑う。

『ドレスがないのなら舞踏会には行かせられない』

『そうね、今回は残念だけれど。ああ、ヒルダがデビュタントのとき、一緒にデビューすればいいんだわ。そのときまたドレスを用意すればいいのよ！』

　これは決定なのだ、というように厳かに続ける父。どこか安堵して明るい声を出す母。

　ヒルダは機嫌を直して、一緒になって『そうよ！　そうしましょう！』と笑っている。

『お姉さまが抜け駆けするのがずるいんだわ。わたくしの付き添いで社交界デビューできるならそれでいいじゃない』

　朗らかに笑う三人の声が遠くに聞こえる。

　シエラは呆然と立ち尽くすしかなかった。

　ほどなくして社交シーズンが開幕し、シエラは家族と共に、王都のタウンハウスへ滞在することになった。

　毎年の恒例行事だけれど、もちろんヒルダみたいに王都観光をする気にはなれず、食事もまともに喉を通らない日を過ごしていた。

　それでも、何度も自分に言い聞かせた。

　ヒルダのわがままに付き合うのは今にはじまったことじゃない。社交界デビューそのものがなくならなくてむしろ良かったじゃないか。

　なんとか気持ちを奮い立たせていたけれど、自分がデビュタントを迎えるはずだった舞踏会の日だけはどうしてもだめで。

　夜が更けてからタウンハウスをこっそり抜け出して、王城を遠くから眺めた。

　城から明かりと音楽が漏れて、中の華やかな様子を想像させる。

　本当なら自分はそこでエドワードと踊るはずだった──。

　びゅうっと風が吹けば、途端に現実に引き戻されて、ぶるりと身体を震わせた。

『ばかみたい……』

　余計にみじめになる行動を取るなんて。

　とぼとぼ歩きながら、けれど家族のもとへ帰る気にはなれなくて、気づけばいつかエドワードと二人で出かけた湖まで来ていた。

　水面を覗けば、どんよりと暗い顔の女がこちらを恨めしそうに見ている。

『舞踏会、行きたかったな……』

　ぽつりと漏れた本音を押し殺すためにしゃがみこんで膝に顔を埋めた。

　望めばそれだけ、叶わなかったときに辛くなる──。

　しばらくそうしていると、近くの草むらががさがさと音を立てた。

『え……？』

『シエラ？　そこにいるのか？』

『エドワード、さま……』

　目の前にその人がいることが信じられなくて、シエラは呆然とつぶやく。

　少し焦った声のエドワードがこちらを見て安堵したように肩の力を抜いた。

『ああ良かった。勘が当たった』

『ど、どうして……』

『舞踏会にいなかったから探しにきた』

　エドワードは珍しく少しだけ微笑んでいた。

　月明かりに照らされて立つ白いジュストコールの盛装姿は神々しいほどに美しい。

『どうした？　なにがあったんだ』

　そっと隣に腰掛け優しい声音で問われれば、こらえていたものが溢れて、シエラは子供のようにしゃくり上げながら顛末を話した。

　ヒルダがわがままを言ったこと。ドレスを台無しにされたこと。両親にデビュタントを我慢させられたこと──。

　今まで、余計なことで心を煩わせまいと話してこなかったあれこれが、話し始めると止まらなかった。

『ひどいな、それは』

　黙って聞いていたエドワードは眉間に皺を寄せる。

　シエラのほうは、気持ちを吐露したことで昂ぶっていた感情が少しだけ落ち着いてきた。なにより、エドワードが自分を探しに来てくれた。それだけでもう充分だという気がしてくる。

『もういいんです……それより探してくれてありがとうございました。でも、わたしが舞踏会に出るはずってどうしてわかったんですか？』

　彼には今年がデビューの年だと、改めては告げていなかったはずだ。不思議に思って小首を傾げる。

『どうしてって、きみはもう十六だろう。普通は社交界にデビューするはずだ』

『歳を覚えていてくれたんですね』

『そんなの当たり前だ。今日は絶対に一番に声を掛けようと思っていたからな。見つからないから誰か別の男と踊っているのかと思ったぞ』

『そんな……わたしに声を掛ける人なんていませんよ』

　珍しい彼の冗談だと思ってくすりと笑えば、エドワードは渋い顔をする。

『私は本気で言っている。──シエラ、私と踊ってくれないか？』

『え？』

『デビュタントの最初のダンスが私ではだめか？』

　切実さを帯びた真剣な眼差しが真っ直ぐにこちらを射貫く。

『そ、そんな、とんでもないです……でも、わたしデビュタントじゃないので……』

『十六なんだ。実質的にはそうだろう』

　すっと手を差し出される。

（夢みたい……）

　舞踏会でエドワードと踊ることができたら……。ずっとそう憧れてきた。

　シエラがおずおずと手を重ねればふわりと立たされる。

　そのまま腰に手を添えられ、くるりとターン。まるで自分に羽が生えたかのようなスマートなエスコートだった。

　──今、思い出しても夢だったのではないかと思う。それほどに幸せな時間だった。

　月光の湖畔で彼と踊った思い出は、シエラのかけがえのない宝物だ。

　けれど。

　なぜかその後、エドワードはどこかよそよそしい態度を取るようになった。

　以前から深い交流があったわけではないが、それに輪を掛けて冷たくなってしまったのだ。

　結局、それから二年後にデビュタントを迎えても、二人きりで会う機会はなかった。

　他の令嬢からひっきりなしにアプローチをされているエドワードは、誰に対しても取り付く島がなくて冷酷だと噂されているが、シエラに対してもほとんど同じ態度で接する。

　少し話しかけても素っ気なくされて、ああ自分は嫌われたのだと察した。

　あの月夜の日、めそめそ泣いていたのが幼稚すぎてがっかりされたのかもしれない。




「ねえお姉さま、いい加減エドワードさまをわたくしに譲ってよ」

「……え？」

　過去を思い返していたシエラは、ヒルダの唐突な言葉に、現実に引き戻された。

　ヒルダはまだ宝石に視線をやったままだ。彼女の言葉を反芻して、シエラの顔が強張る。

「な、なに言って──」

「だってエドワードさまが好きなのはわたくしなのよ？　家の決めた婚約に縛られてかわいそうだわ。いい加減、あの方を解放してあげないとだめよ」

「だ、って、そんな……」

「口答えするつもり？」

　うっとりとした眼差しが一変して、鋭い視線がこちらに突き刺さる。

　全身から血の気が引いてゆき、脈動がどくどくとうるさく耳の奥で響く。

　今まで全部、ヒルダに譲ってきた。

　両親の愛情も、自分の欲求も。シエラの気持ちはなにも優先されなかったのに。

（エドワードさままで、あげないといけないの……？）

　淡い初恋だけが、シエラの持つ唯一の大事なもの。

　彼の婚約者でいることが自分のたった一つの拠り所だったのに。それまで取り上げられるのだろうか。

「ほら、さっき書いた手紙に付け加えてよ。今度の夜会で、わたくしをエスコートしてって。ＯＫしてくれたらわたくしを選ぶってことよね」

　命令されれば、震える手でそれを書き付けるしかない。

　もちろんそんなお願いは書きたくないのに、長年染みついた気質がそれを許してくれなかった。

「楽しみだわ。エドワードさまもきっと喜んでくれるはずよ」

　どうか断って。

　実際断りの返事がきたとしたら、ヒルダの機嫌は取り返しがつかないほど悪くなるとわかっていたけれど、そう願わずにはいられない。

　──しかし。

　数日後、届いた手紙の返事には、ヒルダをエスコートすると書いてあったと聞いた。

　飛び上がって喜ぶヒルダを、どこか遠くの景色のように眺める。

　胸を占めるのは痛いくらいの喪失感だ。

（これで全部失ってしまった……）

　身体がぐらりと倒れそうになるが、すんでの所でシエラはぐっと足を踏ん張った。

　失った、なんて幻想だ。

　元々持っていなかったのだから。

　だって、エドワードとヒルダが想い合っているのは手紙を代筆している自分がよく知っている。

　だから大丈夫。今までとなにも変わらない。

　自分にはエドワードの婚約者なんて不釣り合いだった。ふさわしい場所に戻っただけだ。

　つらい気持ちはいつも通り我慢すればいい。

　そうすればいつの間にかなかったことになるのだから。

　わずかに灯っていた心の火がふっと途絶える。きっと今、自分の胸の内を覗いたら真っ暗闇なのだろう。





　　　　　◇






　そして問題の夜会の日。

　騒然となった舞踏会を半ば強制的に抜けさせられて、シエラはエドワードの自室に通されていた。

　彼のプライベートな空間に入るのははじめてだった。

　古い本が詰まった書棚の前には、それらを読むための揺り椅子と丸いサイドテーブル。どれも何代も受け継がれてきたらしい、使い込まれた木の風合いが重厚な印象の調度品だ。

　その反対側の壁際には大きな寝台があり、深い紫色の天蓋の中は同じ色合いのリネンで整えられていた。

　二人きりで話がしたい、という彼の言葉には有無を言わせない迫力があった。

　あのヒルダですら言葉に詰まっていたくらいだ。

　そうして、シエラはエドワードと二人きりで対峙している。

「ヒルダが、きみとの婚約を解消し代わりに自分と婚約しろだとか言っていたが、あれはどういう意味なんだ。きみの口から説明してくれ」

　淡々とした口調だが、怒りを押し殺しているのが伝わってくる。

　思わずひるみそうになるのをぐっとこらえて、シエラはおずおずと口を開いた。

「突然で申し訳ありません……お話の通り、わたしとの婚約は破棄していただいて構いません。どうぞヒルダと結ばれてください」

　本当なら笑顔で祝福するべきだろうか。それとも、長年にわたり彼を縛り付けていた件を謝るべき？

　言葉を紡ぐごとに心が張り裂けそうになって、とてもそんな気の利いたことを言う余裕はシエラにはなかった。

　けれど、今日まで何度も自分に言い聞かせてきたから、なんとか取り乱さずに事実を伝えられた。

（またエドワードさまの前でみっともなく泣きたくなんてないもの）

　エドワードの眉間の皺がぐっと深くなる。

「きみは本当にそれでいいのか!?」

　その顔は好きな女性と結ばれる晴れやかなものには見えなかった。むしろ、さらに苛立ちが増している気さえする。

「は、はい……エドワードさまがそれを望むのなら……」

　迫力にたじろぎ、反射的に返答した言葉の語尾が小さくなっていく。

　シエラ自身がどうしたいかなんて家では久しく聞かれなかったな、と頭の片隅でぼんやり思った。

「私が望む、だと？」

「エドワードさまはヒルダと想い合っているようでしたので……」

「なにを……」

　エドワードはわずかに目を見開いて絶句している。

（もしかして、わたしと婚約した状態でヒルダを好きになったから、まずいと思っているのかしら）

　だとしたら本当に、自分は彼を縛り付けるだけのお荷物だ。

　そのことを目の当たりにして、エドワードとの婚約破棄がはじめて少しだけ受け入れられた。

　エドワードを失うより、彼の重荷になるほうがよほど辛いから。

「エドワードさまが責任を感じる必要はありません。今まで、ありがとうございました。素敵な思い出をたくさんもらいましたから、わたしはそれで充分です」

　笑顔はちゃんと作れているだろうか。

　強がりなんかじゃなく、心からの言葉だと伝わっている？

　目の奥が熱くなって声が震えた。

　せっかく笑顔になれたのに、これでは泣き笑いだ。

「っ、シエラ……」

　切なげに目を細めたエドワードがつかつかと歩み寄ってくる。

　そして──。

「え……」

　強い力で引き寄せられ、ぬくもりに包まれる。

　彼の胸に顔を寄せる形になり、ようやく抱きしめられているのだと頭が理解する。

「だ、大丈夫ですから、もう……」

　慰めのハグなんて欲しくない。だってこの温かさを手放したとき、余計に悲しくなるとわかっているから。

　身をよじって逃れようとすると、さらに強い力で抱きすくめられる。

「婚約破棄などするつもりはない」

「え？　ど、どうして……」

「言ったはずだ。きみを愛していると」

　引き絞った声が耳元で響いて、うなじがぞくりと粟立った。

「うそ……」

「嘘なはずがない。くそ……っ、こんなことならきみから離れるんじゃなかった」

　心底悔いたような声。

　シエラは信じられない気持ちだった。

　言葉の意味は理解できるけれど、頭がそれを受け入れようとしない。

「あの、も、もうやめてください。これ以上優しくしていただかなくて大丈夫なので……」

「なんだって？」

「わたしの両親はきっとヒルダとの婚約になっても納得しますから、心配なさらないでください」

　エドワードはシエラの肩に手を添えると、視線を合わせる。その瞳は真っ直ぐで、しかしどこか寂しげな色を帯びていた。

「きみは、私が同情で愛しているだなんて口にしていると……そう言いたいのか？」

「それは……」

　問い詰められてたじろぎ、シエラは視線をさまよわせた。

　本気で言っているはずがない。彼の言葉をそう否定してしまうのは、長年痛めつけられてきたシエラの防衛本能だ。

　期待するから、裏切られたときに傷が痛む。だったら最初からなにも望まなければいい。

　こんな夢みたいな言葉、同情に違いない。そうだと言って欲しい。あとからわかるくらいなら、今現実を突きつけられたほうがいいに決まっている。

「……私の気持ちを、嘘だと決めつけるのだな」

「ごめ、──んむっ」

　怒りを押し殺した声に、反射的に謝ろうとすれば突然柔らかなものが口を塞いだ。

　──キスされている。

　理解が追いついて、驚愕のあまりシエラは無意識に逃げようとする。

「んっ、んぅっ」

　エドワードの胸を押し返せば、その手は反対に搦め捕られる。きつく指を絡められて、距離を取ることが許されない。

　エドワードのキスはまるで噛みつくほどの勢いだった。

　息をつく暇も与えないくらいに隙間なく合わせられて、シエラは空気を取り込もうと身をよじった。エドワードは逃がすまいと頭をがっしりと固定してくる。

　唇を食みながら何度か角度を変えたのち、ぬるりとしたものが下唇をなぞった。

「んんっ！」

　何歩か後退すると固いものにぶつかってぐらりと体勢が崩れる。

　そのまま後ろに倒れ込むと、身体は柔らかなマットの上で跳ねた。いつの間にか寝台まで後ずさりしていたらしい。

　指を絡ませたままの手は敷布に縫い止められる。

　自分を見下ろすエドワードはひどく切なげな表情で、心臓がどくんと大きく鳴った。

「私がどれほど、きみに焦がれていたかわからないだろう」

「エドワードさま──」

「シエラの姿や声、香りを遠い記憶から思い起こして、もどかしく思った日々をきみは知らないんだな」

　泣き出しそうに細められた氷の瞳。そこにあるのは冷たさなんかじゃない。青い炎のような熱さだ。

「きみにどれほど触れたいと思ったか──わからないなら、身体に覚え込ませるまでだ」

「え──んっ！」

　口を開いた瞬間、そこへぬるりとしたものがねじ込まれる。シエラは思わず身体を硬直させた。

「ん、ふ……っ！」

　エドワードの舌はシエラの口内を隅々までじっとりと確かめていく。

　歯列をなぞり、上顎をくすぐられ。まるで別の生き物のようにうねり口内を蹂躙していった。

　そのたびにぞわぞわとした不思議な感覚が芽生えて、たまらずシエラは身体をくねらせた。

「む、ぅ……っ」

　さらに奥を探ろうとする彼の舌にわずかに歯が当たる。のしかかるエドワードが身じろぎをし、ふっと短い息がかかる気配がした。

　彼が近くにいるのだと改めて意識してしまう。

　恐る恐る、硬くつぶっていた目を開ければ、至近距離にエドワードの美しい顔が大写しになっている。

　戸惑いや緊張なんて一瞬忘れてしまった。自分を見つめる瞳があんまり綺麗で。

（エドワードさま……）

　思わず、絡まる指にぎゅっと力をいれた。

　ほっそりとした美しい指なのに、こうすると節のしっかりした男性の指だと実感する。

「シエラ……！」

　エドワードの舌がシエラのそれを根元からじっとりとなぞりあげていく。

「ふぅ、っ」

　首の後ろがざわめいて落ち着かない。身体の熱がじわじわと上がっていく。

　口の端からは飲み込みきれなかった唾液が溢れ、頬を伝っていった。

「シエラ、かわいいよ」

　エドワードは親指で、シエラの濡れた唇をそっと拭った。

　瞳がわずかに細められ、慈しむような愛おしげな視線が落とされる。

「か、わいい……？」

　自分にはあまりに不釣り合いな言葉に、シエラはぼんやりと問い返す。

「ああ、すごくかわいい。今みたいに真っ赤になって蕩けた顔なんてたまらない」

　するりと頬を撫でられて、エドワードの指先の熱に気づく。

「か、かわいくなんか……だって、わたしは地味だし、ヒルダと比べて美しいところなんてなにも──」

　言葉をつぐんだのは、エドワードがひどく悲しそうな顔をしていたからだ。

「私の愛する人をそんなふうに貶めるのはやめてくれ。妹と比べる必要がどこにある？」

「で、ですが……」

「きみはとてもかわいらしい女性だ。少なくとも私にとって、かわいいと思う人はきみだけだ、シエラ」

「っ──！」

　キスでぼんやりとした頭が、甘い言葉でさらにくらくらしてくる。

　刹那、その気持ちを押し込めるように、自分を否定する言葉が思い浮かぶ。

　だって、かわいいなんて言われたことがなかった。家族の中でシエラはいつも虐げられてきた。美しくて優先されるのはヒルダ。自分は取るに足らない存在。

「だめだ」

「んぅっ！」

　再び噛みつく勢いの深いキス。シエラのすべてを食べ尽くすかのごとく、はじめから舌をねじ込まれ、シエラのそれを搦め捕っていく。

　ちゅくちゅくという水音に頭がぼうっとしてくる。

「また否定的なことを言おうとしたな。そんな言葉は全部キスで塞ぐ」

「は、ぁ……っ」

　強引なキスに反して、慈しむような柔らかな声音で告げられた。

　防衛本能が形作るくだらない卑下の言葉は、たちまち霧散する。

　ぼんやりしていると首筋に温かなものが触れた。

「ひぁっ」

　深いキスでしっとりと濡れた唇が、何度もそこへ柔らかな口づけを落とす。

　軽やかなリップ音のたびにくすぐったさに似た不思議な感覚があって、腰が小さく跳ねた。

「んっ、ふ……っ」

「くすぐったがりなのか、シエラは？」

「わ、からな……、ふぁっ！」

　触れられるたびに肌が敏感になっていくようだ。そこを突然きつく吸われて甘い声が漏れる。

　自分のものと思えない甲高い声に、慌てて唇をぎゅっと噛んだ。

「唇が傷ついてしまう。声は我慢しなくていいから」

「で、ですが……」

「じゃあ、我慢できなくするまでだ」

　エドワードは首筋の薄い皮膚を舌先でじっとりとなぞり上げていく。

　熱くぬるりとしたものが這う感覚は、先ほどまでのくすぐったさとはまったく違う。

「っ、ん……、は、ぁっ」

　身体の奥からざわざわとしたなにかが湧き上がってくるはじめての感覚。思わず熱い吐息が漏れてしまう。

「ここには誰もいない。声だって、外には聞こえないはずだ」

　他の誰でもない、エドワードにだから聞かれるのが恥ずかしいのだ。

　あの月夜のような失態はもう見せたくない。羞恥で一杯になりながら、泣きじゃくって失望された日のことがちらりと脳裏を掠める。

「──んぁっ！」

「なにを考えている？」

　ぬる、と耳の縁を舌でなぞられ、油断していたシエラは思わず声を上げた。

「シエラはこちらのほうが好きか？」

　キスを落とされて、ちぅと軽いリップ音が響く。

　耳元で鳴った音は直接頭の中に響くようでくらくらした。

「また顔がとろんとした。いい子だ。そうして私のことだけ考えてくれ」

　吐息を含んだしっとりした声で囁かれる。

（これ、だめ……エドワードさまの声が頭の中に響いて、わたし……）

　体内のざわめきがますます激しくなる。

　きゅっと目を閉じて耐えていると、耳孔に舌を差し入れられた。

「ふあぁっ！」

　聞こえるのは、じゅぶじゅぶと湿った水音だけ。

「やっ、んぁっ、ぁあっ！」

　自分の声に気を回す余裕なんてなくて、切なげな甘い嬌声が漏れる。

「やっとかわいい声を聞かせてくれたな」

「え──やっ！」

　いつの間にか胸が外気に触れている。

　そう気づいて視線を落とせば、エドワードのほっそりとした指がそこをふにふにと揉んでいた。

　耳を刺激されているあいだにコルセットごとドレスを引き下ろされていたらしい。

「や、な、なにを……！」

「すごく綺麗だ」

「そんなはずないです……っ」

　グラマーなヒルダと比べて、シエラはすらりとした身体つきをしている。

　よく「貧相だ」と彼女に嘲笑されていたから、シエラは自分のスタイルにまったく自信がなかった。

　それをエドワードに見られるだなんて。

「お、お願いです、見ないで……」

「なぜ？」

「お見苦しいものですから……」

　羞恥に震えていると、エドワードはわずかに眉根を寄せた。

「こんなに綺麗なのに、見てはいけないなんて酷なことを言う」

「でも……」

「真っ白で私の手に吸い付くような肌だ。ここもかわいらしい色をしている」

「っ……！」

　中心の尖りにそっと唇を寄せ、ちゅっとキスを落とされる。

「これだけで芯を持ち始めた。……かわいい」

　胸の先端がわずかに色を濃くし、シエラの頬はますます上気する。

「私に反応してくれると思ったら、愛おしくてどうにかなりそうになるな」

　エドワードは舌先で白い丘と紅く色づいたところの境をじっとりとなぞっていく。

「っ、ぁあっ……！」

「こっちも？」

　反対側の突起は根元からきゅっと摘ままれ、そのまま糸を撚るようにくりくりと刺激される。

　柔らかかったそこはたちまちピンと主張をはじめた。

　硬くなった尖りをエドワードが指先で軽く弾く。

「ふぁあっ！」

「いい声だ」

「え……っ、待っ」

　唾液で濡れる飾りをエドワードはぱくりと咥え込む。

　そして唇で根元を食みながら、舌先で先端をちろちろと舐めた。

「ひっ、ぁ、っ、ああぁっ！」

　受けた刺激が身体の深いところにまで響く。

　お腹の奥が疼き、たまらない渇きが湧き上がってくる。

「我慢なんて必要ない。私の前でだけは、シエラの『本当』を見せて欲しい」

　その言葉に、頑なだったシエラの気持ちがぐらりと揺らぐ。

（わたしの本音をエドワードさまに言っていいの？　でもわたしの『本当』って、なに……？）

　ぼんやりしていると　胸の先端をじゅうっと吸い上げられた。

　同時に、もう一方の根元をきゅっと摘ままれる。

「っ、エドワードさま……ぁ、あ、んぅっ！」

「声が一段と甘くなったな」

「やぁっ、それ、だ、だめ……」

　ぴりぴりとした微細な刺激が身体を駆け巡る。

　拒絶の言葉を口にしても、エドワードは胸の先を刺激する手を止めない。

　シエラ自身も気づいていた。だめ、なんて言っているけれど、甘い吐息が混じったそれはちっとも本気ではないと。

　ふるふると微かに震える腿をきわどいところまでするりと撫でられ、そのままスカートがめくり上げられた。

「濡れている」

「な……！」

　エドワードが下着の上から秘めた部分をなぞる。

　くちゅ、と湿った水音が鳴り、下着がそこにぬるりと張りついた。

「ま、待ってください……！」

　はしたなく開いた足を閉じようとしても、あいだに入ったエドワードの身体がそれを許してくれない。

　もどかしげに下肢を動かすあいだに、彼はドロワーズをするりと抜き取った。

「いや……」

　身体の中心がエドワードの眼前に晒される。

　視線がそこに注がれているのが恥ずかしくて、シエラは手で顔を覆い隠した。

　エドワードがごくりと唾を飲み込む気配がする。

「綺麗だ」

「お願い……見ないでくださ……」

「不快か？」

「そんな場所、あ、あなたに見せるものじゃ……」

　エドワードが身体をずらし、布の擦れる音がする。退いてくれるのかと思って安堵したのも束の間、濡れた秘裂に微かに息が掛かった。

「え……」

　恐る恐る指の隙間から覗けば、エドワードがそこへ舌を伸ばしているではないか。

「だめ……っ」

　泣き出しそうに引きつった訴えも虚しく、ぴたりと閉じた秘裂をじっとりと舐め上げられる。

「やぁ……っ！　お、おやめくださ……っ、そんな、汚いところ……！」

「シエラの身体に汚いところなんてない。きみのすべてが、私を昂ぶらせて止まないんだ」

「んっ、ふ、ぅっ……！」

「そのかわいい声も、私の行為に応じて反応してくれる身体も、愛おしくてしかたない」

　何度もなぞるように刺激されると、秘裂は少しだけ彼の舌先を受け入れる。

　お腹の奥の渇きはさらに増していた。一番深いところがずくずくと疼き、とろりと蜜が溢れていく。

「ほら、また濡れてきた。気持ちいいと言ってくれているみたいだ」

「ちが……」

「シエラ、きみの健気なところが好きだ。控えめな性格は美徳だと思っている。だからこそ、私の前でくらいはどうか心のままでいて欲しい」

　真摯な言葉に胸がじんと熱くなる。

　彼の気持ちを受け入れていいのだろうか。自分にそんな幸せが許されるなんて、想像もできない。

　エドワードはシエラの足をぐっと大きく左右に割り広げる。

「や……っ、そんな……」

　あられもない格好に、彼を押し戻そうとするが、それより早くエドワードは秘めた紅玉に舌を這わせた。

「ふあぁっ!?」

　今までとは比べものにならない快楽の波が押し寄せる。

　思わずエドワードの美しい髪をくしゃりと掴み、背中をのけぞらせた。

「これが気持ちいいのか？」

「だめっ、だめです……っ、へ、へんになっちゃ……」

「構わない。もっと乱れたシエラが見たい」

　舌先を尖らせ何度もつつかれたかと思えば、唾液を絡めてぬるぬると全体を刺激される。

　紅玉は神経を張り詰めさせ、頼りなげにふるふると震えていた。

「あ、あぁっ、いや……ぁ、だ、め……っ」

　はじめて与えられた刺激はただひたすらに気持ちが良くて、快楽に飲まれたシエラの脳内は真っ白になっていく。

　蓄積した快楽が溢れたら自分はどうなってしまうんだろう──そう思ったらまたずくっとお腹の奥が疼いた。

「はぁ……っ、だめ、も、……きもち、い」

　荒い息に本音が混じる。

　エドワードがふっと笑った吐息がシエラの薄らとした翳りを揺らした。

「素直なシエラも、本当にかわいいな」

「え……、ああぁっ！」

　ぐりっ、と再び秘玉を舌で捏ねられる。

　つんと主張する芽をなぞってはくるくると円を描き、時折押しつぶすような刺激を与えられ。

　自然と腰が浮いて、下肢ががくがくと震え出す。

「ぁ、や、も、もう……っ」

「達するといい」

　がっしりと腰を掴まれ、張り詰めた紅玉をじうぅっと吸われる。

「っ、ぁぁああぁ────っ!!」

　一瞬息が止まるかと思うほどの激しい快感が訪れる。頭の中が真っ白になって、ひたすらその快感の渦に耐えた。

　抑えが効かず、思わずエドワードの頭をかき抱く。

　身体の中で弾けた快楽はまるで電流のような激しい刺激を帯びていて。

　シエラは背中を弓なりに反らしたまま、全身をびくびくと痙攣させた。

「──っ、はっ、はぁっ、は……」

　痙攣が収まるとシエラはぐったりと敷布に沈み込む。

　散り散りになっていた思考が少しずつまとまりはじめ、自分がひどい痴態を晒したことに気づく。

　けれど、エドワードは幻滅するどころか、目の端を紅く染めてわずかに潤んだ瞳でシエラを見下ろしている。

「かわいかった」

　うっとりと紡がれた言葉に嘘なんて感じられなくて。

　未だ快楽の残滓がまとわりつく身体が、きゅんと甘いさざめきで波立った。

　エドワードは汗で額に張りつく前髪をうっとうしそうにかき上げる。

　ともすれば中性的にも見える、たおやかに整った容姿のエドワードだが、そんな仕草は野性味に溢れて、彼が男性である事実を今さら実感して心臓がどきどきと落ち着かない。

　エドワードは着ていたジュストコールとシャツを性急な動きで床に脱ぎ捨てた。

　細身だと思っていたが、その上半身は均整のとれた筋肉がついていて、いけないと思うのに目が離せなくなる。

「熱心に見るんだな」

「も、申し訳ありませ……」

「いいや、怒っていない。ただ、私の姿がきみの興味を惹いたなら嬉しいと思っていただけだ」

「っ、はい、あの……美しいと思った、から……」

　自分に対しては卑屈な言葉しか出てこないが、彼へなら素直な賞賛を送れる。

　エドワードはふっと目を細めた。

「私もシエラを同じように思っている」

　自分なんかが同じなはずない。それは理解しているが、否定する気持ちに先んじて、胸がほわりと温かくなる。

　エドワードはトラウザーズのベルトを緩めると、下着と一緒に腿のあたりまで引き下ろした。

「は……」

　そこからぶるりと天を仰ぐ雄杭が現れ、シエラは再び目が離せなくなる。

　それは美しいエドワードの身体の一部とは思えないほど、禍々しい形をしていた。

　彼の白い肌よりわずかに翳りを帯び、浮き上がった血管はどくどくと脈動している。丸い先端は傘のように張り出す形になっていた。

　戸惑いの滲むシエラの視線に、エドワードは眉を下げて困った顔を見せる。

「怖いか？」

「え？　いえ……」

　エドワードの美しい部分しか見ていなかったから、そのギャップに驚きはした。けれど恐怖を感じていたわけではない。

「きみに触れれば、それだけでこんなふうになってしまう。私を昂ぶらせるのはきみだけだ、シエラ」

「わたしが……」

　いつも冷静なエドワードが自分に激しい劣情を抱いている。

　シエラの中に熱い歓びがじわじわと広がっていった。

「シエラ……きみが欲しい。欲しくて欲しくてたまらない。もう離れるなんて考えられないくらい、きみに私を刻みつけたい」

　エドワードの瞳に青い欲の炎がめらめらと燃えている。声はわずかに掠れ、これが彼の切望していることなのだと痛いほどに伝わってくる。

　するりと腰を撫でられて、ぞくっとうなじが粟立った。

　鈍くなっていた快楽の炎がまたぱちぱちと爆ぜる予感。お腹の奥が微かな渇きを訴える。

　──求められている。

　嘘のないエドワードの言葉は、身体に与えられる快楽以上に甘美だ。その衝撃をまだシエラはすべて受け入れられるほど、心の傷は癒えていないけれど。

「エドワードさま……」

「シエラ、絶対にきみを離さない」

　エドワードは雄杭に手を添え、先端を、シエラのぐずぐずにふやけた秘裂にぴたりと沿わせる。

　蜜路がなにかを期待するように疼く。

　この先に進めば、エドワードと一つになれる──。

　その事実に、初めての行為に対する不安よりも、喜びのほうが上回った。

　物わかりのいい振りをしていても、彼への気持ちは少しも断ち切れてはいないのだ。

　シエラの様子を窺い、エドワードはそこから無理に先へは進まない。それを察して、シエラはそろそろと彼の広い背に腕を回した。

　ほんのりと潤んだ瞳で彼をじっと見つめれば、エドワードの真剣な眼差しとぶつかる。

「痛かったらすぐ言うんだ」

　エドワードはとろりと溢れる蜜を切っ先になじませるように何度か上下させると、ぐっと奥へと押し進める。

「っ……！」

　はじめて受け入れるものの大きさに思わず顔をしかめた。

　快楽に蕩けた最奥はずくずくと疼いてその先を求めている。なのに、隘路は圧倒的な質量をうまく迎え入れることができない。

　それでも、じわじわと押し広げられて、彼の一部が隘路を少しずつ進んでいく。

「すまない、平気か？」

　気遣わしげな声に、シエラはこくこくと何度も頷いた。

　たしかに、まったく痛みがないわけではない。けれどそれ以上に、彼の熱を受け入れたことへ胸が詰まりそうなほどの熱い感情がこみ上げてくる。

「シエラ」

「んっ……」

　深いキスに、今度は無意識に応じていた。

　優しく差し入れられた舌に、寄り添うように自分のそれをすり合わせる。

　たちまち搦め捕られ、激しさを増すと湿った水音が大きくなる。

　舌先を吸われ、混ざり合った互いの唾液が口の端からこぼれた。

　キスですっかり力が抜けると、エドワードの猛りはさらにその先へと進む。

「シエラ……っ」

「は──ふぁっ！」

　なにも受け入れたことのない路が最奥までエドワード自身を迎える。

　最後はいささか性急に押し込まれ、先端がぐりっとシエラの深いところを穿つ。

「は……っ、ぁ……」

　内臓が押し上げられるような不思議な感覚だった。みちみちと目一杯広がった隘路は、圧迫感で苦しいくらいだ。

　けれど不快ではない。

　むしろ、ずっと前からこの熱を望んでいた気さえしてくる。

「シエラ、すまない。大丈夫か？」

　心配そうなエドワードが指先でそっとシエラのまなじりを拭う。

　そこではじめて、涙が一筋流れていることに気づいた。

「違うんです、痛いとかじゃなくて、これは……」

　これは、なんなのか。

　うまく言葉にできない。

　なんだか胸がいっぱいで、これ以上話したらもっと泣いてしまいそうだった。

「大丈夫だ、シエラ」

「あ……」

　きつく抱きしめられ、肌と肌が触れ合う。

　彼のぬくもりを感じて胸に灯る温かな火が大きくなった。

　思い出していたのは、デビュタントを迎えるはずだった月夜の日。

　湖畔で彼にリードされてダンスをした。あの瞬間だけは、シエラは世界で一番幸せな女の子だった。

　腰に回された優しくて力強い手。石で躓いて彼の胸に飛び込めば、危なげなく抱き留め愛おしげに見つめられて──。

　ずっと押し込めていたのは、あのぬくもりを求める心だった。

「エドワードさま……っ」

　彼の腕の中で、今、シエラは十六歳の少女だった。

　好きな人の前で臆面もなく泣きじゃくり、自分の感情を吐露することができていた在りし日のシエラだ。

　彼の背へ回した手にさらに力を込める。

　互いの胸が密着して、その硬さに心臓が高鳴った。

「シエラ、愛している」

　エドワードは猛りが抜けるぎりぎりまで腰を引くとゆっくりと突き戻す。

　雄杭の質量はいつの間にかなじんでおり、抽送に痛みはなかった。

「ん……ぅっ」

　緩慢な動きが、余計に雄杭の存在を示すようだ。

　熱く硬い塊が、シエラの秘めた部分をじっくりと柔らかくしていく。

「私の形をちゃんと覚えるんだ。ここを拓いているのは誰か、ひとときも忘れないように」

「は、ぁ……っ」

　張り出した傘が、蜜路の襞をじっとりと擦り上げていく。

　もどかしい快楽の芽生えに腰がぶるりと震える。

「欲しいならねだるといい。そうすれば私は喜んでそれを差し出す」

「ふぁ……っ」

「ほら、またきゅっと締まった。せっかく柔らかくなったのに、そんなに締めつけられたらさっきと同じだ」

　微かに笑い混じりの声は、上ずって掠れていた。

　エドワードはほんの少しだけ律動を早くする。

「ぁんっ」

　熱杭の先端で奥をこつんと突かれれば、無意識に腰をくねらせていた。

「今のがきみのイイところなんだな」

「や、わ、わからな……っ」

「私にはしっかりわかったから問題ない。きみの身体はちゃんと私を求めているよ」

　エドワードは律動を、奥壁だけを刺激する浅いものに切り替える。

　甘い衝撃がシエラの身体を貫いた。

「あっ、ふぁっ、ん、んぁぁっ」

「っ、はぁ、かわいいよ、シエラ。私の与える刺激にいじらしく反応して」

「やぁっ、そ、んな……っ」

「奥が一番好きなんだな。ここを突いてやるとナカがきゅうきゅう絡みついてくる」

「はぁっ、ぁあっ」

　腰を引く動きが大きくなる。突き戻される衝撃も伴って激しいものへと変わる。

　最奥を抉られるたびに身体が弛緩し、どこまでも蕩ける衝撃が走って、振り落とされないようにシエラは必死だった。

「く……っ」

　エドワードの猛りが一層張り詰める。

　激しくかき抱かれ、息苦しさすら覚えるほどだ。

　けれどそれが不思議と心地いい。

　シエラも負けじと彼の背にしがみついたとき、最奥をがつんと突き上げられた。

「ふぁああぁっ!!」

　シエラは全身を強張らせ、足の指でぎゅっとシーツを握る。

　一度目に達したときとは違う、どこまでも深く沈みこんでいくような感覚。

　律動のたびに快感が呼び起こされて、深い所から戻ってこられない。

「やぁ……っ、も、だめぇ……っ」

　何度も訪れる絶頂の波にシエラの嬌声は泣き声めいたものになる。

（こんなの、気持ち良すぎて、おかしくなっちゃう……っ）

　しかし身体はエドワードの熱杭を締めつけて離さない。

「っ、はぁ、そんなに締めつけては、もう……」

「エドワードさま……！」

「シエラ……っ、永遠にきみを私のものに……！」

　眉根をよせ、引き絞るような声。同時に、お腹の奥がどろりと熱いもので満たされる。

　隘路は形がわかるほどにエドワードの雄杭を締めつけ、それがびくびくと痙攣していることを悟った。







第二章 はじめて知る、深い愛








　夜会から三日後、よく晴れた昼下がりのこと。

　エドワードからの要請に従いラルフレイス家のタウンハウスを訪れたシエラは、応接室のソファに緊張した面持ちで腰掛けていた。

　日頃から地味なドレスばかりを身につけているシエラだが、今日は立ち襟で紺色のデイドレスといういつも以上に目立たない服装だった。それというのも、隣にはヒルダが座っているから。彼女はシエラが目立つのを面白く思っていないのだ。

　ヒルダはまだ昼間だというのに、デコルテの大きく開いた桃色のドレスを身に纏っており、身体を悠々と背もたれに預け足を組んでいる。

　招かれたのはシエラだけだったが、それはなにかの間違いに決まっていると、半ば無理矢理ヒルダもついてきた。萎縮したシエラとふんぞり返ったヒルダでは、どちらが本来の客かわからないくらいだ。

「お姉さま、勘違いしないでよね。エドワードさまがお姉さまなんかを気に入るはずないんだから。正式な婚約破棄がまだだから、わたくしへの気持ちを打ち明けられなかったに決まっているわ」

　ヒルダの言葉には迷いがない。反論すると機嫌を損ねるので、シエラはひたすら押し黙るしかなかった。

　それに強く言われると、あれは夢だったのではないかと思えてくる。それほどまでに彼からの告白は現実味がなくて。

　しばらくすると、静かに扉が開いてエドワードが入ってくる。

　エドワードは青いフロックコートに揃いのトラウザーズという出で立ちだった。上衣の中には白いウエストコートを着ており、どちらも金糸で刺繍が入っている。冴え冴えとした青色は彼によく似合っていた。

「シエラ、すまない。待たせたな」

　エドワードはシエラの隣にヒルダがいることに気づいて一瞬顔を曇らせる。

　しかしすぐに、ふわりと柔らかな微笑みを浮かべてシエラに向き直った。

「っ……！」

　慈しみをたたえた微笑みにたちまちシエラの鼓動は早くなる。

「あ、あの、お招きいただきましてありがとうございます……」

　美しい容貌には未だに慣れない。どぎまぎしてしまって、シエラは俯きがちにお礼を述べた。

「いや、急に呼び立ててしまってすまない。迎えに行ければ良かったんだが、きみがくる前に執務を片付けてしまおうと思ったら身動きが取れなくてね」

　エドワードは申し訳なさそうに眉を下げる。

「そんな、気になさらないでください。エドワードさまがお忙しいのはもっともです。それで、今日はどんなご用事で？」

「ああ、今日からきみにはこの屋敷に住んでもらおうと思ってね」

「えっ！」

　あっさりと言いのけられた言葉が信じられなくて、思わず顔をがばりと上げた。

「必要な荷物は言ってくれればあとからきみの家に使いをやって取りに行かせよう。良ければ、すべて新しいもので揃えさせて欲しいが」

「え、えっと……？」

　エドワードはいつも通りの涼しげな表情で、なんでもないことのように続ける。思いもよらない話に戸惑っていると、口を開いたのはヒルダだった。

「ちょっとお待ちくださいな」

　笑顔を作っているが、その口元はひくひくと引きつっている。

　ここまで自分の存在を無視して話が進んでいったのが面白くないのだろう。

「なぜお姉さまがエドワードさまのタウンハウスに住むのです？　下働きが必要でしたら、我が家の新入りメイドを寄越しますわ」

「下働きだと？　馬鹿げたことを。シエラは私の婚約者だ。こちらの家に慣れてもらうためにも、招待するのは当然だと思うが」

　不快そうに眉間に皺を寄せたエドワードの声が一気に、冷たく突き放すようなものに変わる。

「な……っ！　い、意味がわかりませんわ！　だって、お姉さまとの婚約は形式的なもので──」

「私はシエラを愛している。そう言ったはずだが」

　にごりのないまっすぐな瞳で射すくめられ、ヒルダが口ごもる。

「な、なに、なんなのよ……っ、だってわたくしにたくさん贈り物をくれたじゃない！　夜会のエスコートだってＯＫしてくれたのに！」

「きみがひどく困窮しているような手紙を寄越すから、婚約者の妹に対して施しを与えていただけだ。夜会は、きみの行動が目に余る件について、いい加減二人の時間を作って言い含めたほうがいいと思ったまでだ。それ以外の理由はない」

　夜会のエスコートをおねだりする手紙の返事には「話がある」と書かれていたらしい。きっと愛の告白だとヒルダが有頂天になっているのを見て、シエラの絶望は深くなった。その話が告白ではなく、注意だったとは。

「きみは文字が読めないのか？　手紙には、当日まで自分の行動を省みるようにとも書いたはずだ。贈り物だって、きみへのプレゼントより上等なものをシエラに贈った。それでどうしてそんな勘違いができるのか、理解に苦しむ」

「な、な……」

　ヒルダは怒りで顔を真っ赤にし、ぶるぶると震えている。

「あ、あんな地味な贈り物が高級ですって？　わ、わたくしにくれたもののほうが何倍も大きな宝石がついていたのに」

　シエラの頭は疑問符でいっぱいだった。自分はエドワードからプレゼントなんてもらっていないのに。

　エドワードは不快そうに顔をしかめてため息をつく。

「あの価値がわからないとは……やはり、きみのような子供には金メッキとガラス玉で充分だったようだな」

「が、ガラス!?　この前くれたアメジストは──」

「色ガラスと紫水晶の違いもわからないのか」

　今度こそヒルダは絶句している。

　先日彼女が得意げに見せびらかしていた大きなアメジストの指輪は、安価なガラス玉とメッキの指輪だったらしい。

「シエラへのプレゼントを地味と言ったが、あれがダイヤだというのも知らなかったのだろう」

「だ、ダイヤですって!?　し、知ってたら、ゴミになんて出さなかったのに……！」

　顔を真っ青にしてヒルダは続けて叫ぶ。

「最低……！　わたくしを馬鹿にして！　お姉さまなんかを選んだこと、いつか後悔するわ!!」

「その心配はないから安心するといい。私がきみに気がないことだけしっかりと理解してくれるよう願うよ」

「っ……覚えてなさい!!」

　捨て台詞を吐くとヒルダは自分のハンドバッグをひっつかみ、どすどすと荒い足音で玄関に向かう。最後にはシエラに睨みをきかせるのも忘れずに。

（大丈夫なのかしら……）

　あれほど怒らせたら、数日は癇癪が収まらないはずだ。今までの経験でそれをわかっているからそわそわと不安感が押し寄せる。

「……帰ったようだな。きみをアレから引き離せて良かった。近くにいると落ち着かないだろう」

「あ……」

　エドワードが自分をいきなり呼び寄せたのは、ヒルダから引き離すためだったのだ。

　それなら突然、一緒に住むと言われたことも納得だ。

　彼の優しい心遣いに胸が熱くなった。

「安心するといい。屋敷にはちゃんと警備がいて、侵入者は絶対に通さない。もっとも、アレが自力で危害を加えようとすることはないと思うが」

「はい……」

　たしかにヒルダは癇癪でまわりに欲求を飲ませるが、自ら働きかけてなにかをなすことはしない。苛立ったからといって復讐のために自力で加害するとは思えなかった。

　ここにいれば安全なのに、染みついた「ヒルダを怒らせてはいけない」という思い込みで、過剰に彼女を恐れていたと気づいた。

　複雑な表情のシエラに、エドワードは「やはり呼び寄せて良かった」と小さくつぶやいている。

「それにしても、まさかきみへのプレゼントを捨てていたとは」

　呆れたようなため息にはっとしてシエラはがばりと頭を下げた。

「も、申し訳ありません!!　高価なものを贈っていただいたのに、台無しにして……」

「頭を上げてくれ。きみは悪くない」

　エドワードは特段怒った様子はなかった。けれどシエラの胸中は申し訳なさで一杯になる。

（贈り物はヒルダへの品と同時にくださっていたみたいだわ。だとしたら、一体いくつの贈り物をしていただいたのか……）

　ヒルダのおねだりの手紙は相当な頻度だったが、エドワードはそれに逐一応じてくれていた。捨てられた品は両手でも足りないはずだ。

　知らなかったとはいえあまりに失礼な振る舞いに頭が痛くなってくる。

「シエラ、一応客間を準備したから確認してくれないか？　足りないものがあればすぐに用意する」

「えっ、そんな……お部屋を与えていただいただけで充分です」

「なにを言う。しばらくこの屋敷で過ごすんだから環境は整えたほうがいい。ナイトドレスはシルクのシンプルなものにしたが、もっとかわいらしいほうが良かったか？　湯上がりの手入れに使う香油は花の香りがいいのか、それとも柑橘のような爽やかな香りのほうが好きか？」

「え、えっと……？」

「起き抜けはいつもなにを飲んでいる？　紅茶なら銘柄と、ミルクや砂糖の有無もメイドに伝えなくては」

　決めるべきことがそんなにあるのか。シエラは驚いてしまう。同時に、実家での自分は本当に最低限の生活をしていたのだと知った。

　寝衣はほつれたところを自分で繕い何年も着ていたし、香油はヒルダが飽きたお下がりをそのまま使っていた。

　朝もメイドたちはバタバタしていて、目覚めのお茶なんて何年も口にしていない。

　ヒルダは特に朝が弱く、身だしなみや口にするものへの要望がころころ変わるから、手の空いたメイドはすべてヒルダにつきっきりだったのだ。

　だから突然自分ですべて決めていいと言われても、希望自体がないから戸惑ってしまう。

　口ごもるシエラを見て、エドワードは困ったように微笑む。

「すまない、焦らせるつもりはなかった。ただ、少しでもきみの心が落ち着けばと思って、気が急いてしまった」

「あの、ありがとうございます。お気持ちだけで充分ですから」

「ああ。今日はなにも考えずゆっくり休むといい。不足は都度、言ってくれればいいから」

　エドワードはメイドを呼び寄せ、シエラを客間に案内させる。

　あてがわれた部屋は白を基調とした調度品で揃えられ、寝台のミントグリーンのリネンが差し色になっている。清潔感がありつつもかわいらしく、シエラは一目見てこの部屋を気に入った。

　ライティングデスクの上にはユリのブーケが飾られていて、部屋全体が芳醇な香りで満ちている。

　いつヒルダの金切り声で起こされるかわからない家から離れ、シエラはその夜、久しぶりにぐっすりと眠ることができた。




　翌日。

　自室で朝食を終えたシエラは、エドワードに「そこで待っていてくれ」と言われ、リビングのソファに腰掛けていた。

　着ているのは若葉色のデイドレスだ。前身頃には白いフリルが何段にも渡ってあしらわれており、可憐な印象である。

　クローゼットの中にあるものから選んで欲しいとメイドに言われ、淡い色のこのドレスを選んだ。どうしてこんなにドレスがあるのだろうと疑問に思っていると、すべてエドワードが自分のために用意したというではないか。

　それを聞いて申し訳なさに萎縮してしまい、ソファの端っこに落ち着かない気持ちで座っていたのだった。

　しばらくするとエドワードがリビングに入ってくる。

「待たせたね。ああ、そのドレス、よく似合っている」

「あ、あの、申し訳ありませんでした。こんな素敵なドレスをいただいてしまって」

「きみが気に入ったのならそれでいいんだ。もしデザインが好みでなければ別のを買いに行こう」

　それをきいてシエラはぶんぶんと首を横に振る。

「け、結構です！　もう充分ですから……！」

「遠慮深いな、シエラは」

　エドワードは肩をすくめる。彼はシンプルな濃紺のフロックコート姿で、その上にはすでに外套を羽織っていた。

「お出かけですか？」

「ああ。少し出ないか？」

「え……わたしと、ですか」

「もちろん」

　ふわ、とほんの少しだけ口元を緩められる。

　彼の微笑みを目の当たりにするたびに、頭の中に桃色の靄がかかって、思考が鈍った。

「わ、わたしで良ければ……」

　かろうじてそれだけ伝えると、メイドがケープを持ってきて羽織らせてくれた。

　社交期の王都は賑やかだ。

　ラルフレイス家のタウンハウスは閑静な地域に位置していたが、通りをいくつか抜けるとたちまち店が並び人々の往来が激しい地区に行きつく。

　馬車は使わず、二人は石畳の道を隣り合って歩いた。

　編み上げのブーツを履いているシエラに、エドワードは疲れていないかと何度も気遣ってくれる。

「歩くのが大変だったらすぐに言ってくれ」

「このくらいは平気です──っ、きゃ」

　人通りが多くなり、すれ違った人と肩がぶつかる。

　油断していてぐらりと傾いた身体をエドワードがさっと支えた。

「大丈夫か!?」

「す、すみません……」

「良ければ、私の腕に掴まるといい」

　肘を差し出されて、シエラはおずおずとそこに自分の手を添えた。

「……」

「……」

　指先だけでエドワードの肘を掴むおかしな格好だった。

　その滑稽さに、二人は思わず押し黙る。

「……欲を言えば、腕を組んで欲しいんだが」

「えっ、あ、はい」

　シエラは慌てて自分の腕を彼のそれに絡める。

　見た目よりがっしりとした男性の腕だ。そこに自分の身体が沿う。エドワードのぬくもりが伝わってきて、心臓がばくばくと高鳴った。

「無理を言ったなら、すまないな」

　エドワードが苦笑し、そのまま歩き始める。

　彼の体温に思考を搦め捕られていたシエラだが、やっと言葉の意味を咀嚼する。

（無理だなんて思ってない。むしろ──）

　エドワードと身体を密着させて歩いている。そのせいで自分はずいぶん舞い上がっているらしい。

　つまり、嬉しいのだ。

　ぼんやりとしてしまうのも、気持ちが高揚するからで。

　彼と再会してから頭の回転が鈍っている気がする。ヒルダを怒らせないためになら、いくらでも頭が回るのに。




　通りをしばらく歩いていくと、噴水のある広場に出る。

　広場には簡易的な骨組みに幌をかけた小さな店が建ち並んでいた。どうやら蚤の市が開かれているらしい。それを目当てに多くの人々が足を運んでいた。

（王都の人出はすごいのね。みんな楽しそうだわ）

　毎年王都ではこのような催しが行われていたのだろうか。町に出てもヒルダの荷物持ちをさせられることばかりで、ゆっくりと見て歩く経験がシエラにはなかった。

　店を眺めていてその一角にひときわ大勢の人だかりを見つけた。そこでは流しの大道芸人がパフォーマンスをして観客を沸かせている。

　大道芸人は玉の上に片足で立つ曲芸をしていた。

　歓声に気を取られていると、エドワードがすっとそちらへ方向を変える。

「少し見ていくか」

「え、あ……」

　彼は人だかりのほうへ方向を変える。

（そういえば、エドワードさまの用事ってなんなのかしら……）

　こんなところで時間を使って大丈夫だろうかと思いつつ、珍しいパフォーマンスにシエラは釘付けになってしまう。

　大道芸人は最後にトランクが急に重くなるパントマイムを披露して観客を笑わせると退場していった。

「シエラ、あっちも少し見てみようか」

「は、はい」

　エドワードは蚤の市のほうへ進んでいく。

　異国の雑貨を扱う店や、手芸店の古いボタンやレースの陳列には思わず目を奪われた。

　シエラがのんびりと町歩きをするのを、エドワードは急かす素振りもなく同じ速さで隣を歩いてくれる。

　いつの間にか、腕を組むのが当たり前になっていて、エドワードのぬくもりに触れているのが心地いい。

　外をしばらく歩いた二人は、広場のほど近くにあるカフェに入った。

　エドワードは遠慮するシエラを無視して紅茶とレモンパイを注文した。

　正直なところ久しぶりにたくさん歩いて少し疲れていたから、甘いものがありがたかった。

　それに、レモンパイはシエラの好物だ。

（昔、話したことがあった気がする。まさか覚えていて……？）

　たまたまよ、と自嘲しつつレモンパイの甘酸っぱさが胸にしみる。

　ひとしきり食べ進めたところでシエラははっと気づいた。

「そういえば、エドワードさまのご用事がまだ済んでいませんね。申し訳ありません、こんなにのんびりしてしまって……」

「用事？　……もしかして、デートだと知らないでついてきたのか？」

「デート？」

「逆に今までなんだと思っていたんだ」

「どこかへ向かう道中なのかと……」

　エドワードはむぅと拗ねたような顔をする。

　そうすると大人っぽい彼がほんの少しあどけなく見えて胸が高鳴った。

「デートだと知っていたら、ついて来なかったか？」

「えっ!?　いえ、そんなことは……」

「ではもう少し付き合ってもらおうか」

　エドワードはいたずらっぽくにやりと口角を上げた。

　カフェを出て、また賑わっている通りを歩く。エドワードは迷わず一件のブティックに入った。

「ラルフレイス公爵さま、ようこそおいでくださいました！」

　満面の笑みを浮かべた店主の口振りから察するに、どうやらエドワードはここの常連らしい。

　薄暗い店内の壁際はすべて陳列棚になっており、帽子や手袋、扇などの小物が置かれている。

　お洒落に疎いシエラでもそれが最新のデザインで上等な品だということはわかった。

　エドワードは奥のカウンターで店主となにやら話している。

「あれを受け取りにきた」

「ええ。今お持ちします」

（なにか買うのかしら）

「シエラもこっちにくるといい」

　手招きされて素直に従う。

「お待たせいたしました」

　店の奥に引っ込んでいた店主が戻ってくる。

　エドワードはカウンターに置かれた小箱の蓋を開け、そっと中身を取り出す。

「わあ……綺麗……」

　シエラは思わず嘆息する。箱の中身はマーガレットを模した髪飾りだった。

　白金で形作られた花の台座に、繊細な輝きのダイヤがびっしりと爪留めされている。

「気に入ってもらえたか？」

「え……まさかこれ、わたしに？」

「シエラに似合いそうだと思って取り置いてもらった。デザインが気に入ったなら受け取って欲しい」

　シエラはぶんぶんと首を横に振る。

「そんなっ、いただけません、こんな高価なもの」

「なぜ」

「だっていただく理由がありませんし……」

「婚約者にプレゼントをするのに理由が必要だったとは初耳だな。では、今日のデートのお礼。これではどうだ？」

　お礼なんて、そんなのシエラのほうがしたいくらいだ。

　表情を硬くしていると、エドワードがふっと寂しそうな顔になる。

「……ヒルダへの贈り物にはうんざりしていたが、きみの分を選ぶのが楽しいからなんとか続けられた。私が選んだものをきみが身につけてくれていると想像するのは楽しかった。それがまさか一つもきみの手元に届いていなかったとは」

「も、申し訳……」

「謝って欲しいわけじゃないんだ。ただ、私にその楽しみを与えてはくれないか？」

　そんなふうに言われたら断るほうが申し訳なくなってしまう。

　シエラは深々と頭を下げた。

「ありがたく頂戴いたします」

「ふふ、硬いな」

　頭上で小さく笑う声。顔を上げると、はにかんだエドワードがおかしそうに肩を揺らしている。

　また、シエラの知らない、彼の生き生きとした表情だ。

「では、行こうか」

「あ……」

　綺麗にラッピングされた贈り物を持って、エドワードが出口へ向かう。

　一歩遅れて追いかけながら、シエラはやっと自分が喜んでいることに気づく。

　彼に強いられて贈り物をされる形になったが、本当はすごく嬉しかった。贈り物だけじゃない。今日の出来事すべてが、シエラの人生を塗り替えるほどの幸福で満ちていて。

　なのに、つまらなそうな反応ばかりを返してしまった。

　自分はなんて連れ歩きがいのない女だったろう。

（だめね。嬉しいとか、楽しいとか、その場ではどうしてすぐに気づかないのかしら）

　長年の抑圧された環境がシエラの心を麻痺させている。

　幻滅されたのではないか。そっとエドワードの横顔を盗み見れば、彼は満足げに微笑んでいた。




「たくさん歩いて疲れたろう。帰りはのんびりしてくれ」

　エドワードは裏通りに停めてあった馬車へ案内してくれる。ラルフレイス家の家紋が入った、お抱えの馬車だ。

　隣り合って座ると馬車はラルフレイス家のタウンハウスに向けて出発する。

　行きに馬車を使わなかったのは町歩きを楽しむためだったらしい。

　たくさん歩いた疲れはあるが、それがむしろ心地良かった。

　こんなに楽しいことだらけの日は一体いつぶりだろう。

　そのとき、立ち並ぶ店の中に一つの看板を見つけた。

（あ──……）

　馬車は一瞬でその前を通り過ぎたが、シエラの脳裏に今の光景が焼き付く。

　おそらく文具店の看板だろう。羽根ペンとインクがデザインされていた。そこで今日、ヒルダに代筆の仕事を頼まれていたことを思い出したのだ。

　さっきまで浮き立っていた心が重く沈んでいく。

「シエラ、また今日のように町を歩こう。今の時期は花も綺麗だし、広場ではほとんど毎日催しが開かれる」

「はい……」

「あまり気が進まないか？　無理にとは言わない。もっと静かなところが良ければ──」

「あ、あの、このままリワゼル家のタウンハウスへ寄っていただけませんか」

　そう切り出した声は自分でも驚くほど力なかった。

「……なぜ？」

　エドワードの雰囲気がすっと冷たいものになる。

「今日は、ヒルダの手伝いをする日なんです。そうしないとわたし──」

　また、あの金切り声が屋敷中に響き渡る。

　床に投げつけられた骨董品が割れ、メイドたちがおたおたと慌てふためき、遅れてやってきた両親からなじられる。

　──お前が悪い。お前がヒルダを怒らせたからだ！

　幾度とない経験がリアルにその光景を思い起こさせて、シエラはじっとりと嫌な汗を滲ませる。

　心拍が早くなって落ち着かない。先ほどまではびゅんびゅんと流れていた景色が、今はひどく遅く感じられる。もっと急がないと──。

「それは、きみがやりたいことなのか」

「はい、…………あ」

　反射的に返事をしてしまってから、彼の質問の意味を反芻する。

　ヒルダのわがままを「聞かないといけない」。そうしないと面倒が起きるから。

（やらなきゃいけないのとやりたいのは、違う……）

　そんな当たり前のことすら区別できていなかったなんて。

「きみの願いは叶えてやりたいが、しかし行かせたくはないな」

　エドワードは難しい顔で腕組みをしている。

（わたしの浅はかな考えなんて全部見透かされていそう……）

　よく考えもせずに返事をした。自分が本当に求めているものを理解せずに。

「私には、きみが不幸への片道切符を握りしめているようにしか見えない」

「わ、たし……」

「まあ、それでもきみの意志だと言うなら尊重しよう。──私を拒めたなら、行き先をすぐにシエラの実家へ変えるさ」

「そ──、んんっ！」

　エドワードはどこか芝居がかった口調で言うと、シエラの腕をぐいっと腕をひいた。同時に、馬車が小石を踏んで大きく揺れる。

　身体のバランスを失い、倒れると思った次の瞬間にはエドワードに抱きしめられ、唇は彼のそれで塞がれていた。

　いきなりエドワードの舌がねじ込まれ、口内をぐちゅぐちゅと掻き回される。

「は……っ、んむっ」

　上顎を丹念になぞられると身体から力が抜けていく。

　舌先はさらに奥へと伸ばされ、誘うようにシエラの舌の根をじっとりと撫でた。

「舌を出して」

　エドワードの言葉は魔法のようで抗うことができない。

　言われた通りにすると、たちまち伸ばした舌先をちうっと吸われた。

　そのまま裏側をぬるぬると這っていく。

「ふぅ……っ」

　身体がじんわりと痺れる鈍い快感に支配された。

　キスの合間に必死で酸素を取り込み、エドワードのシャツをくしゃりと握る。

「っ、はぁ……っ、は……」

　うっすらと汗の滲む背を彼がするりと撫でた。

　エドワードが少しだけ距離を取ると、二人の舌先から伸びていた透明な糸がふつりと途切れる。

「さて、行き先はどこだったか」

「え……」

「答えられないなら身体に聞くしかあるまい」

　エドワードは景色の流れる窓にカーテンを引くと、まわりから見えないようにする。

　そして、シエラを抱き上げ自分の膝に座らせた。

「あの……？」

　彼の胸に自分の背を預ける形になっている。

　いくらスカートで足が隠れているとはいえ、エドワードの腿を跨ぐ姿がはしたなくて落ち着かない。

「さあ、答えは？」

「あっ」

　エドワードがするりとスカートをまくりあげる。

　制止する間もないうちに、下着のあいだから彼の指が入ってくる。

　指先はそっと秘裂をなぞった。

　──くちゅ。

「っ……！」

　わずかな水音にシエラの頬がかっと熱を持つ。

「キスだけで少し濡れたようだ。答えは、期待している……そう取って構わないな？」

「や……そ、れは……」

　ほんの少し、軽く触れられただけなのに、秘裂はひくひくと震えていた。

　自分の身体がこんなにも淫らだなんて。エドワードにそれを知られたのがひどく恥ずかしかった。

「シエラ、こっちを見るんだ」

「あっ、だめです」

　顎に手を添えられて、強引に視線を合わせられる。

　エドワードの青い瞳に映る自分は、頬を上気させ、物欲しげに蕩けた目をしていた。

「かわいいよ」

「っ……！　そ、そんなこと……こんないやらしい顔をして……」

「わかってないな。好きな女性の乱れた姿が嫌いな男なんていないのに」

「でも──んっ」

　再びうねる舌が口の中をかき混ぜる。

　そうされると脳内を直接乱されている気がして、思考は散り散りになった。

「無駄だ。余計なことは全部キスで搦め捕ってしまうから」

「ふぁっ、は……っ」

　ねっとりと舌の根からなぞり上げられ、隘路がひくんと震える。

　下着に蜜が染み込む気配がして、思わず下肢を強張らせた。

「シエラ、また濡らしているのか？　足がもぞもぞと落ち着かないな」

「っ、申し訳──ふぅっ」

　下唇を甘噛みされ、上顎を舌先でくすぐられる。

（どうしよう、エドワードさまのお召し物を濡らしたら──）

　自分から溢れたもので彼の服を汚したりしたら、恥ずかしくて立ち直れない。

　しかしエドワードはキスで責め立てるのをやめてはくれなかった。

　わざと主張するように空気を含ませて、互いの唾液と混ぜる。ぐちゅぐちゅと派手な水音が車内に響いた。

「謝るな。そんな言葉を聞きたいわけじゃない」

「っ、ですが……、きゃあっ！」

　突然、胸元が外気に触れる気配がした。

　ちらりと下に視線をやれば、いつの間にかドレスのボタンは外されており、コルセットのリボンも緩められている。

　エドワードは緩んだコルセットごとドレスを一気に引き下ろす。

　すると柔らかな膨らみが勢いよくまろび出た。

「やっ、だめですっ、こんなところで」

「大丈夫。誰からも見えない」

「そ、そうじゃなくて……」

　カーテンで遮断されているとはいえ、外には大勢の人が歩いている。こんな場所であられもない姿になっている事実に、じわじわと身体の熱が上がっていく。

　なにより、エドワードに見られている。

　薄暗い車内で、彼の視線が背後から自分の胸へと注がれているのを感じた。

「中心が少し立ち上がってきたな。寒いのか？」

「あ、あの……」

「それとも、私に見られているから、か？」

「っ……！」

「こんな健気な反応をされて、かわいいと思わないほうが無理だ」

　エドワードは片方の胸の先端をぴんっと指先で弾いた。

「ぁあ……っ」

　緩く芯を持っていた突起には大きすぎた刺激で、ぶるりと腰が震える。

「ほら、少し触れただけでもっと主張をはじめた」

「やっ、んぁっ」

　一定の間隔で何度もそこを弾かれる。そのたびに腰が跳ね、鈍い快感がお腹の奥に響いて疼いた。

「シエラの切なげな声は私を狂わせる……聞いていたら理性なんて飛びそうになるよ」

　すっかり立ち上がった突起を、今度は指先でくりくりと根元から弄られた。

「ふ、ぅ……っ」

　痺れるような快楽に身体の最奥が反応してまた蜜が溢れた。

　あられもない声が漏れ出ているのに気づいて、シエラは必死で口を押さえる。

「もっと聞かせてくれ」

　その手はあっさりと後ろ手にまとめられてしまう。

　すると胸をぐっと突き出す形になり、尖った先端が余計主張しているように見えた。

「ふ……触って欲しいとねだられているようだ」

「あぁんっ！」

　硬くしこった胸の飾りを強いくらいの力できゅうっと引っ張られる。

　突然の大きな快楽に、全身からぶわりと汗が噴き出し、シエラは悩ましげにかぶりを振った。

　彼の膝に跨がり、手も自由に使えない不安定な格好で、刺激をうまく逃がすことができない。切ない快感が身体の奥に溜まっていく。

「あ、ぁあぁっ！」

「その声……痛くはなさそうだな」

「やぁっ、んぁあ……っ」

「それとも痛いほうが好みなのか？　ふふ、悪戯心を刺激されてしまうな」

　赤く尖った胸の飾りを根元から摘ままれ、先端は指の腹ですりすりと撫でられる。

　隘路はひくひくと収縮し、もどかしげに腰をくねらせた。

　自分のものと思えないほどの甘い声。

　抑えたいのに、エドワードはそれを許してくれなくて、絶えず尖りを刺激される。

「やぁっ、それ、っ、だめぇっ」

「こちらも、という意味か？」

　エドワードはシエラのドロワーズをするりと引き下ろした。

　透明な蜜が長い糸を引いている。

「や……っあ、だ、だめですっ！」

　ぐちゃぐちゃに濡れた下着を目の当たりにして羞恥で卒倒しそうになるが、それよりも秘部に触れるざらついた感触に意識が向いた。

　エドワードのトラウザーズに、直に座っている……！

　上等な彼の衣服は、きっと自分の下着のようにしとどに濡れてしまったに違いない。

「どうしよう……っ、ご、ごめんなさ──っ！」

「謝罪は受け取らないと言ったはずだ」

　エドワードは腰を浮かそうとするシエラをきつく抱きしめて拘束すると、また深い口づけを与える。

　胸の先を弄るのもやめてはくれなくて、違う種類の快楽に頭が茹だっていく。

「んぅ、んっむ……」

　羞恥ではなく、今度は快楽で下肢が落ち着かない。

　ずくずくと鈍い疼きが湧き上がってきて、身体を動かして快感を逃がさないと耐えられそうになかった。

「もどかしいか？」

　エドワードはわざと秘部へ触れるように自分の足を動かす。

　ざらざらとした布に敏感なところを擦り上げられて、びくんっと腰が浮いた。

「ひぁんっ」

「これが気持ちいい？」

「や、あ、あぁっ」

　指や舌ではないもので触れられているのに、こんなに気持ちいいなんて。けれど、決定的なところには届かなくてむず痒い。

　これ以上気持ち良くなったらさらに蜜が溢れてしまう。やめて欲しいのに、やめて欲しくない。

　シエラは相反する二つの感情に翻弄される。

「もっと深いところに刺激が欲しいのか？」

　その声はもう答えを知っているかのような、確信に満ちていた。

「ぅ、え？」

「自分から擦り付けているから」

　快感を逃がすために動かしていたはずの腰は、いつの間にかざらついた快楽を求める物欲しげな動きに変わっていた。

「っ、ちが……っ」

「ここをもっと弄って欲しかったんだな」

　エドワードがそっと淡い翳りをかき分けると、刺激を待ちわびていた秘玉がぷっくりと顔を覗かせる。

「待たせすぎたか？　赤く膨れているのは、怒っているからかもしれないな」

　腰を持って軽く揺すられると、蜜に濡れた花芽が直接刺激される。

「ひあぁっ！」

　先ほどまでとはまるで違う激しい快感がそこからびりびりと広がって、シエラは思わず顎をのけぞらせた。

「やぁっ、だめです……っ、それ、やぁっ」

「シエラのだめ、はそうと聞こえない。私には『もっと』と言っている気がするのだが」

　腰をがっしりと固定され、身体を前後に揺さぶられる。

　シエラの吐き出した透明な蜜ですっかり濡れたトラウザーズが、無遠慮に秘玉をずりずりと擦っていった。

「ひっ、ぁ、ぁあっ、やあぁっ」

　容赦なく敏感なところを攻め立てられ、シエラは嬌声を上げることしかできない。

「布の刺激でそんなに感じるのだな、シエラは。きみの身体は快楽に従順らしい」

　エドワードの声は愉しげに上ずって掠れている。シエラが快楽によがる様を求めるように、秘芽への刺激を決して止めようとはしない。

「ふぁっ、だ、って……ぇ」

「それでいい。素直な反応は好きだ」

　張り詰めた秘玉が快感を拾い上げる。すぐに頂点が見えてきて、腰が小さく震えはじめた。

　そのとき、エドワードの動きが、ぴたっと止まった。

「さあ、シエラ。どうして欲しい？」

「え……？」

「きみはどこかに行って欲しいんじゃなかったか？　それなら行き先を告げてくれ。悪戯をするのはやめてすぐに向かおう」

「あ……」

　絶頂をおあずけされて、蜜路が物欲しげにひくひくと蠢いている。

（どう、したいんだろう。わたしは……）

　本能ではもっと気持ち良くなりたいと叫んでいる。

　それで本当にいいのだろうか。ちらりと顔を覗かせた理性は臆病で。

　望んだなにかが与えられる日なんてなかった。

　期待したものはすべて裏切られてきた。

　それでも、エドワードの前でなら、素直に願いを伝えていいの──？

（どうして……？）

　エドワードはなぜ、自分の願いを聞き入れてくれるのだろう。

　婚約者だなんて、家が決めたものだったはず。シエラに優しくしてくれるのは、それが彼の性格だったからで。

（違うの？　わたし、だから……？）

　じっと彼を見つめると、エドワードが切なげに目を細める。

「シエラ、好きだ」

　彼を疑うつもりなんてなかった。けれどどこかその言葉を信じ切れなかったのも事実だ。

（だって、どうしてわたしなんか……）

　なんか、などと言ったらまたキスで唇を塞がれるだろう。

　シエラが自身を蔑む言葉を、エドワードは認めない。

　自分自身よりよほど、エドワードのほうがシエラを愛しているではないか。

　これから先、どうしたいか。──なにを望むことが許されるのか、シエラにはまだわからない。

　けれど今欲しいものなら、わかる。

　快楽を覚え込まされた身体はエドワードを求めていた。

　シエラは潤んだ目で、じっと彼を見つめる。

「エドワードさま……」

「シエラ──」

　お尻に、なにか硬いものが当たる。

　エドワードはいつの間にか下衣を緩めており、屹立した雄杭が存在を主張していた。

　熱い芯を擦り付けられて、蜜路がきゅぅっと誘い込むようにうねる。

「シエラ、時間切れだ。まあ、欲しいものはきみを見ればわかるけれど」

「え──っあ！」

　腰をぐっと持ち上げられ、ぐずぐずに濡れた秘裂へ熱杭の先端が押し当てられる。

　そのまま下へ押さえ込まれ、切っ先が蜜路を割り開いていく。

「ああぁ────……っ！」

　あとはシエラの自重で熱いものがずぶずぶと飲み込まれていく。

　深くまで穿たれ、気怠い疼きが全身に広がっていった。

　シエラは浅い息を吐きながら、隘路にみっちりと埋め込まれたエドワードの熱芯を感じる。

　うなじにかかる彼の吐息が熱くて、背筋がぞくぞくした。

　息苦しいほど大きな肉杭に身体の内部を押し上げられ、逃れようと腰を浮かせば、腕をがっしりと巻き付けられる。

「逃げるな」

「ちが、その」

「一番深くで私を感じるんだ」

「え──ぁうっ！」

　ぴたりと密着したままずんっと最奥を突き上げられる。

　一番奥の、さらに深いところを穿つ刺激に視界がちかちかと白く瞬いた。

「っは……すごい締めつけだ……」

「やぁあっ、そ、っだめ、へんになる……っ」

「ああ、なっていい。余計なことなんて忘れて、私で一杯になれ」

「ひぁあぁぁっ！」

　座席のクッションの反動だけを利用した浅い律動が、規則的な間隔で絶え間なく続けられる。

　そのたび繋がったところから蜜が飛び散った。

「ほら、言うんだ。きみはどうしたいんだった？　実家に帰ってつまらない仕事をしたいんだったか？」

「やっ、んんっ、っ、ぅあっ！」

「ちゃんと自分の口で言わないと、連れていってやらないぞ」

　突き上げられるたび、さらに身体の奥を抉られる。それほどに、密着した彼から与えられる快楽は深いもので。

「シエラ、子を宿すところが下りてきている。わかるか？」

「え──んっ、あ！」

　エドワードは浅い律動をやめ、一度シエラの腰を持ち上げる。そのまま勢いよく下ろすと、奥壁に切っ先がごちゅんっとぶつかった。

「ふぁ──っ!!」

　全身が粟立ち、同時にぶわっと汗が噴き出してくる。

「はじめより深くまで突かれている気がしたのではないか？　きみ自身がナカを狭くして、私自身を迎えようとしているからだ」

「やっ、あぁあっ！　ふ、ぅっ！」

　ごちゅ、ごちゅと、押し上げられるたび、たまらない快楽が全身に広がる。

　がっしりと腰を掴まれたシエラは、その快感を逃がせなくて、ただ悩ましげにかぶりを振って甘い声を上げ続けた。

　下肢ががくがくと痙攣しはじめる。蜜路がさらに蠕動し、果てが近いと告げていた。

　達したい。一番気持ちいいところへ上り詰めたい──。

（ずっと、こうしていたい……）

　シエラ自身の気持ちがわずかに顔を覗かせる。

　エドワードに貫かれて一つになったまま、彼の与える熱に翻弄されていたい。

　そうすれば、彼のことだけを考えていられる。

　自分の望みを霞ませる、余計な世俗のことなんか忘れて──。

「エドワード、さまぁ……っ、離さない、で、ずっと……、ぁあぁっ！」

　腰を押さえる手の力がさらに強くなる。

「離すはずがない……っ、二度ときみを一人になんてするものか……！」

　激しい律動が、彼がそばにいることを身体に刻みつける。

　自分に快感を与えているのはエドワードなのだという事実を改めて実感して、胸が熱いもので満たされていく。

　同時に、蓄積された快感の限界が近いのか、隘路はさらに蠕動する。

　エドワードの雄芯も一層、質量を増した。

「っ、はぁ……っ、シエラ、一緒に──！」

「ふぁっ、エドワード、さま……ぁっ」

　揺さぶられるがままになっていると、腰が大きく持ち上げられる。

　そして、ぎりぎりまで雄杭を引き抜かれると、一気にそれを突き戻された。

「っ────!!」

　今日一番の激しい快楽が最奥を貫き、全身が粟立つ。

　息ができないほどの衝撃に一瞬視界が真っ白になった。

　はくはくと動く口が言葉にならない言葉を紡ぐ。

　喘ぎながら空気を取り込んでいるさなかも、下肢がぶるぶると小刻みに震え、絶頂はなかなか収まらない。

　シエラは爪先までぴんと突っ張って大きな絶頂の波に耐える。

　きつく締めつけた蜜路の中で、エドワードの肉芯がびくびくと脈打った。

　熱い漣が深いところで放たれ、お腹の奥に気怠い重さを感じる。

「シエラ、っ……」

　快楽の残滓を身体にまとわりつかせたまま、ぐったりとエドワードの胸に寄りかかれば、後ろからぎゅっと抱きしめられた。

「すまない……ずるい駆け引きをした」

　シエラは緩慢に首を横に振る。

（ずるいのは、わたしのほう……）

　エドワードがどうしてリワゼル邸に向かわなかったか、なんて決まっている。

　実家に戻ってもシエラが辛い思いをするに違いないからだ。

　彼の屋敷で一緒に暮らすと決めてくれたのもそのためで。

（エドワードさまは、一番にわたしを──わたしの幸せを考えてくれる。なのに、わたしは返事もきちんとできないで……）

　熱いもので貫かれて、このまま離さないで欲しいと思った。

　それを言葉にできないのは、きっと自分のずるさだ。

　今までは命令に従うだけで良かった。そこにシエラの意志は関係なくて。

（でもわたし、ちゃんと考えたい。エドワードさまのこと……自分の、幸せのこと）

　火照る頭でぼんやりと思考しながら、シエラは自分をきつく抱きしめる腕をそっと抱きしめ返した。
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　十五歳のとき、母が亡くなった。父の事業の視察に同行し、事故に巻き込まれたのだ。

　もちろん悲しかったが、事故現場を見ていた父の憔悴は自分の比ではなく、葬儀では倒れそうなほどやつれた身体を、エドワードが必死で支えた。

　だからしばらくして父が持ちかけてきた話には心底驚いた。

『お前の婚約者を決めようと思う』

　父の言い分は、今回の事故で自分もいつこの世を去るかわからないと痛感し、ラルフレイス公爵家を背負って立つエドワードを支えてくれる女性を見つけたいというもので。

　それまではまわりから見ても、夫人の跡を追うのではと心配になるほど思い詰めていた父だが、久方ぶりに精気の戻った顔をしていた。

　当面の目標ができたおかげでかろうじて現世に留め置かれている、といった様子の父に反対なんてできなかった。

　言われるがまま婚約者探しに付き合ってはいたが、エドワードは実際のところそんな気にはなれなかった。

　母が亡くなった実感すらまだないというのに、自分の結婚相手だなんて。

　恋愛はもちろん、未来についてを真剣に考える余裕なんてない。

　それでも父まで倒れたら大変だ、と次々と紹介される歳の近い令嬢と会う日が続いた。

　令嬢たちは自分を売り込もうと必死で、ごてごてと着飾り媚びた表情を浮かべ、いかに自分が優れているのかを語り出す。

　はじめは礼儀として愛想良くしていたエドワードも、段々とうんざりしてくる。自分の笑顔には相手を過剰に期待させる効果があるようだと悟って、そのうち能面のような顔で彼女たちと接しようと決めた。

　シエラは、たくさんいる婚約者候補のうちの一人だった。

『シエラ・リワゼルと申します』

　ぺこりと頭を下げた自分より三歳下の令嬢は、美しい顔立ちだがどこか陰を帯びていた。ほかの令嬢が過剰に自分を飾り付けてくるなか、シエラは着古した群青色のデイドレスを着て、宝石なども身につけていない。それが少し変わっていると思ったが、印象はそれだけで、特段記憶には残らないだろうと思った。

『エドワード・ラルフレイスだ。遠いところようこそ』

　死んだ目で言うと、シエラはいぶかしげに少しだけ眉をひそめた。

　応接室に紅茶が運ばれてくると、メイドが退席する。

　それを確認してからシエラが口を開いた。

『もしかしてお疲れなのですか？』

　こちらの体調について聞かれたのははじめてだった。令嬢たちは皆、自分の話しかしないから。

『……どうしてそう思う』

『わたしなんかにまでお話がくるのですから、これまでにたくさんのご令嬢とお会いになりましたよね？　婚約者をお探しなのは公爵さまだと聞いていますし、エドワードさまにとって興味がない人と会うのは疲れるかなと』

『すごいな』

　妙に自己評価が低いのは気になったが、シエラの推察は概ね当たっていた。

　思わず素直な感想が漏れる。

『では、わたしはこれで失礼いたしますね。この時間はどうかお休みに充ててくださいませ』

『いや、ちょっと待ってくれ』

　今にも立ち上がりそうなシエラを引き止める。

『……予定は変更なく進めたい。婚約者探しは順調だと証明したいんだ』

　不手際で父を煩わせたくない。そんな気持ちから、勝手な発言が飛び出す。

　怒らせただろうか。しかしシエラは納得したように頷く。

『たしかに、それもそうですね。予定外の行動は周囲の不安を煽ります。目立たないに越したことはないですね』

『あ、ああ……』

『では、こういうのはどうでしょう。約束の時間まで、エドワードさまの行きたいところに行くんです。わたしはそのあいだ、おとなしくしていますから』

『私の行きたいところ……？』

　自分の趣味は女性の興味を惹かないと重々承知している。これまでもたまに令嬢たちに聞かれて答えれば、つまらなそうな顔をされるだけだった。

『……屋敷の裏に川がある。そこで釣りをしたい』

『それはいいですね。では参りましょう』

　シエラはあっさり頷くと、今度こそすっくと立ち上がった。

　その日は抜けるような青空で、エドワードは慣れた手つきで釣り竿を岩のあいだに固定する。小川の流れに合わせて赤い浮きがぷかぷかと揺れていた。

『こうすると手を離しても釣り竿が流れていかない』

『なるほど』

『言っておくが、この川じゃ釣れるほうがまれだ』

『わかりました』

　これから先の時間は相当退屈だと、先に忠告したつもりだった。

　シエラはちょこんと小川の縁に横座りし、じっと川面を眺めている。

　はしゃいだりする様子はないが、ひどく退屈という雰囲気でもないので、エドワードはどこか安堵した。

　そうして自分も川縁にごろんと寝転がる。

　釣れないのに釣りをするのはなぜかと問われれば、結局こういう時間のためだという答えに行き当たる。

　釣りという行為は建前で、本当はただじっと考えを巡らせる時間が欲しいだけなのかもしれない。

（こんなのは久しぶりだ）

　母が亡くなって、父が婚約者探しに躍起になって、穏やかな時間なんてどこにもなかった。

　青い空に白い鳥が一羽飛んでいる。しばらくぐるぐると旋回していた鳥は、そのままさらに遠く、高く飛んでいってしまう。

　シエラとのあいだに会話はないが、不思議とそれが気詰まりでなかった。

　背筋を伸ばして川を眺めるシエラの姿は、周囲に咲く野花のように強い美しさを持っている。

（今まで会ったことがないタイプの子だ……）

　シエラへの印象が、はじめに抱いたものから早くも変わり始めている。

　おとなしくて自分を卑下するのに、妙に達観した印象も受ける不思議な女性。

　あるいは彼女も深い悲しみを知っているのかもしれない。

『母が、死んだんだ』

　不意にぽつりとつぶやいていた。

『伺っております。……おつらかったですね』

　過剰に哀れむのではなく、そっと側に寄りそうような声。シエラの声を聞いているとひどく落ち着くのだと気づいた。

『ああ……』

　まなじりから涙が一筋流れる。

　母が死んでから一度も泣いていなかった。今ようやく向き合えたのだと、そんな気がした。

　あとはなにも話さないまま約束の時間になって、シエラはきたときと同じようにぺこっと頭を下げると帰っていった。

　それから数日経って、数人の令嬢たちと会ったが、思い出すのはシエラの姿ばかりだった。

　あのときどうして彼女の好きなものや得意なことを聞かなかったのだろう。愛想良くしなかったのだろう。シエラの笑顔だって見たかったのに。

　あの穏やかな声で色々なことを話して欲しかった。笑い声はどれほどかわいらしいのだろう。

　毎日寝入るまで悶々と考え続け、ついに父に打ち明けた。

『父さん、婚約者にしたい人が見つかった』

　父は満面の笑みで喜んでくれた。

　幸いにもリワゼル家もこの申し出を呑んでくれた。

　自分の印象はいいものではないだろうからシエラは不本意かもしれないが。

　内心ドキドキしながら再会したが、シエラは少し戸惑った様子を見せただけでこちらへ嫌悪感がある素振りはなかった。

　シエラの話し声はやはりいつまでも聞いていたくなるほど心が落ち着く。そして笑顔は、想像の何百倍もかわいらしかった。

　彼女が将来の伴侶なのだという事実を反芻しては胸が躍って、この気持ちが恋だと理解するのにそう時間はかからなかった。
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「変……じゃないかしら」

　柔らかな陽が射し込む昼下がり。

　客間のドレッサーに背を向けたシエラは、後ろを振り返りながらつぶやいた。

　侍女が結い上げてくれた髪には、先日贈ってもらったダイヤの髪飾りを挿している。

　こんな高価なもの、自分には不釣り合いだ。そう思いつつ、エドワードからの贈り物を髪に飾ってみたいという気持ちが抑えきれなくなった。

　侍女に頼むのはなんだか気恥ずかしく、一人でこっそりとつけてみたのだ。

「本当に素敵……夢みたい……」

　日差しを受けてちらちらと瞬くダイヤがとても綺麗だ。

　品物をもらったのはシエラなのに、エドワードはまるで自分がなにかを与えられたかのように満足げな顔をしていたと思い出す。

　シエラの贈り物を選ぶのが楽しみなのだと言ってくれたことも。

（大切な人にはなにかをあげたくなるものなのね……）

　自分もエドワードになにかあげたい。

　この髪飾りもだが、安息の暮らしを与えてくれたことにもお礼がしたいと思った。

　けれど今のシエラがあげられるものなんてなにもない。迷ったあげく、シエラは彼の執務室を訪ねると決めた。

「エドワードさま、少しよろしいでしょうか」

「シエラ？　もちろんだ。入ってくれ」

　ノックすると、内側から扉が開いて、中へ迎え入れてくれた。

「すみません、お仕事中に」

「いいや、構わない。一人にさせてこっちこそ悪かった。退屈していたろう──それ」

　髪飾りに気づいたエドワードが口元をほころばせて、弾んだ声を上げる。

「つけてくれたのか。よく似合ってる」

「あの……ありがとうございました。わたし、本当に嬉しくて……」

　もらったときには満足にお礼も言えなかった。

　嬉しい。その気持ちを伝えたかったのだ。少しだけ胸のつかえが下りた気がした。

「気に入ってくれたか？」

「もちろんです。こんな素晴らしいもの、わたしにはもったいないくらいで」

「なにを言う。ダイヤの繊細でけれど力強い輝きはシエラにこそ似合うんだ」

　そんなことないです、と言いそうになってぐっとこらえた。

　目を細めて愛おしげな微笑みを浮かべるエドワードがとても幸せそうで。

　彼を見ていたら、自分を蔑む言葉がひどく失礼なものに思えてくる。

　──私の愛する人をそんなふうに貶めるのはやめてくれ。

　エドワードの言葉が胸にしみた。

「──ダイヤも美しいですし、繊細なデザインもとても好みです。本当に、嬉しい」

「うん」

　エドワードがそっと額に口づけを落とす。

「っ……！」

「きみのような素敵な女性に贈り物ができるなんて、婚約者冥利に尽きるな。まだまだプレゼントの目星はつけてあるから楽しみにしていてくれ」

「えっ、そ、そんな……高価なものをたくさんいただくのはさすがに……」

「これまでなにもあげられていなくて鬱憤が溜まっているんだ。そのくらい許せ」

　エドワードが楽しげに肩を揺らす。

　この髪飾りのように高級な品を贈られるのは申し訳ないと思いつつ、彼が自分に似合うと選んでくれたのはどんなものなのか密かにわくわくしてしまった。

「そうだ、用事があったんじゃないのか？」

「用事というか……わたしにもなにかお仕事を手伝わせてもらえないかと思ったんです」

「手伝い？　きみにそんなことさせるわけには……」

「でもなにかお礼がしたくて」

「きみをゆっくりさせるために招待したんだ。わざわざ疲れる仕事をさせたくはないな」

　エドワードは顎に手をあてて難しい顔をしている。

「でもっ、手伝いをすればその時間は一緒にいられます……っ」

　断られそうなのを察して慌てて言葉を重ねると、エドワードはきょとんとしたあと、ほのかに頬を上気させる。

「それは、つまり、私と一緒にいたいと思ってくれたのか？」

「え……あ！」

　どこかにそんな気持ちがないと言えば嘘になる。

　エドワードは日中、執務室にこもっている時間が長くて、残念だと密かに思っていたのだ。

　彼のために、なんて殊勝に考えていたはずが、結局は自分の欲求ではないか。

「も、申し訳ありません……」

「なにを謝る？　そんなかわいいことを言われたら、手伝いを頼まずにはいられないな。すごく嬉しいよ、シエラ」

　今度はこめかみに優しいキスが落とされる。

「……このままきみともっと深いキスをして過ごす手もあるな」

「え──」

　エドワードの美しい顔が迫ってきて思わず視線をさまよわせると、机上の書類が目に入る。

　執行期限は今日だった。

「い、いけません。先に執務を片付けませんと」

「……理性の人だな、きみは」

　少し口を尖らせると、エドワードは執務用の椅子に腰掛ける。

「実際、きみが来てくれて助かったよ。重要書類も多くてこの部屋にはあまり人を入れたくないんだ。そこに散らかっている書類があるだろう？　悪いんだが、日付順で並べてもらえないか」

「もちろんです。でもわたしが見てしまっていいんですか？」

「構わない。きみは未来の公爵夫人なんだから」

　軽口と思えない真面目な口調に、ほのかに頬が熱を持つ。

「……あら？　これ」

　手際良く書類を並べ替えていると、見覚えのある単語が目に入って思わず手が止まった。

　それは、リワゼル家が主導となって運営している炭鉱事業についての書面だった。

　出資者を募り、集めた資金で運営する共同事業の形態を取っており、主導権はリワゼル家のほかにバーク商会という会社が握っている。

　出資者には毎月出資額によって配当金が分配されるのだが、事業が軌道に乗ってまとまった利益が出た場合には、炭鉱のある貧しい街にそのお金で学校を建てることになっていた。

　貴族の中には福祉に関心がある家も多く、この内容は魅力的だったようで、出資者はそれなりの数がいたはずだ。

　書類は毎月の配当金に関する明細だった。

　配当金は微々たるもので、これでは学校設立の資金に回すお金はないだろう。

　シエラがなぜ、この事業の運営について詳しいかといえば、ヒルダから手紙の代筆をさせられていたからだ。

　あの中には、バーク商会宛の手紙もあった。

（本当はお父さまがヒルダに言いつけた手紙だったのよね）

　エドワード宛の手紙のようなヒルダが個人的に出すもの以外に、父がヒルダへ依頼した仕事の手紙もいくつかあった。

　小遣いと引き換えに仕事を回していたようだが、結局代筆はすべてシエラが担っていた。

　父もさすがにそれは知らないのだろう。ヒルダが季節の挨拶をいつも間違っていたことだって。

「ラルフレイス家はたしか三年前から出資をされていますよね」

「ああ。私が当主を継いだから、そこは好きにさせてもらった」

「この事業に以前から興味がおありだったんですか？」

「内容も魅力的だと思っていたが……私がいくらか出資すれば、きみの立場も良くなるのでは、と少し期待していた」

「え？」

　思いも寄らない言葉にシエラは目をしばたたかせた。

「娘の婚約者が多額の出資をしているとなれば、もっときみを大事にするだろうと考えたんだ。徒労だったようだけれどね」

　エドワードは軽く肩をすくめてみせる。

「わたしのために……」

「気に病まないでくれ。事業に興味があったのも本当なんだ」

　深い優しさに胸を打たれた。

　会う機会はほとんどなかったけれど、それでも自分は愛されていたのだ。

　その事実が胸のひび割れを暖かく癒やしていく。

「……あ、エドワードさま。それは招待状のお返事でしょうか」

　領地運営についての書類を片付けたエドワードが、引き出しから便箋を取り出す。

　公爵ともなれば、夜会や晩餐会などへの招待が絶えない。その返事を出すのも仕事の一つだ。

「良ければ、手紙はわたしに書かせていただけませんか？　字には少しだけ……自信があるんです」

　自分からなにかを誇ることなんてなかったから、少しだけ声が震える。

　けれどはっきりと伝えられた。

　特技が彼の役に立つならそれは至上の喜びだ。

　ヒルダの代筆とはまるで違って、自らやりたいと願っている。

「ああ、知っている。きみは本当に美しい字を書く」

「え……どうしてわたしの字のこと……」

「どうしてって、幼いころには手紙のやりとりをしていただろう」

　たしかに、疎遠になる前は、たまに近況報告をしていた。

「覚えていてくれていたのですか？」

「もちろんだ。最近も、毎月のように手紙をくれていたしね」

　意味ありげに目配せされて、シエラは唖然としてしまう。

「まさか……気づいていらっしゃったのですか？　わたしの代筆……」

「当たり前だ。あの文章は書かされていたものだろうが……けれど、最後に添えられた一文は、きみ自身の言葉だろう？」

「どうして……わたし、そんなの一言も……」

「人格というのは文章からもにじみ出るものだ。ひたすらに贈り物をねだる長文が続いたかと思えば、私をそっと気遣ってくれる一文が添えられる。あの二つはどう見ても別人が考えた文章だったぞ」

「でも書いたのがわたしだとは……」

　エドワードは遠くを見つめるように目元を柔らかくする。

「私が好きになったシエラ・リワゼルという女性ならきっとああいうふうに書く。証拠はないが、確信ならあった」

「っ……」

　熱いものがこみ上げてきて胸がつかえた。

　言葉なんてなくたって、この人は自分を理解してくれる。

　はじめて明かされた深い愛は、シエラの心を打った。

　シエラは深々と頭を下げる。

「エドワードさま……本当に申し訳ありませんでした」

「シエラ？　どうした」

　エドワードは慌てて駆け寄ってくると、そっと身体を支えて顔を上げるよう促した。

「なにを謝る必要がある」

「わたし……あなたをひどく失望させてしまいました。それをずっと謝りたくて……っ」

「失望？　なんの話だ」

「わたしが社交界デビューするはずだった年のことです。わざわざ探しに来てくれたエドワードさまの前で、わたしは大泣きして」

「ああ、覚えている。ヒルダの癇癪に付き合わされて、きみは傷ついていた。それがどうして謝るなんて話になる？」

　エドワードは心から覚えがないようで眉をひそめている。

「あのとき、わたしが子供のように泣いたから、エドワードさまはわたしにがっかりされたのでは……」

「まさか！　きみの置かれた境遇には怒りすら覚えたが、きみ自身に失望だなんて、そんなことあるはずがない……！」

「そう……なんですか？　わたしはてっきり、それでエドワードさまと疎遠になったのかと」

「は……」

　エドワードはあんぐりと口を開いたまま絶句している。

「え、あの、わたしなにか失礼なことを……？」

「もしかして、きみは覚えていないのか？」

「え？」

「ダンスを踊っているときにきみは『家族といい関係を築けるよう、一人で頑張りたい』と言ったろう」

　予想しなかった言葉にシエラは瞠目する。

「そんな、ことを……？」

　あの夜を脳裏で反芻してみる。

　絶望した自分を助けに来てくれた王子様のようなエドワード。彼と踊り、心が浮き立った。

　そこで、自分は──。

　──わたしが強く言えないのも悪いんです。

　──きっと、関係は改善できるものだから。

　──もう少しだけ、自分一人の力で頑張ってみます。

「あ……」

　なぜ、今まで忘れていたんだろう。

　エドワードにこれまでの辛い境遇を聞いてもらい、心が軽くなった。勇気をもらって、なんとか家族の問題を良い方向に解決したいと言ったのだ。

　それは嘘じゃない。あのときは、本気でできると思っていた。

　けれど翌日からの日常はやはり辛い出来事ばかりで、ちらりと顔を覗かせた勇気は日を追うごとにしゅるしゅるとしぼんでいった。──自分の宣言すら忘れて。

　エドワードは苦しげに眉根を寄せた。

「本当は心配だったが、きみの気持ちを優先したいと思った。私といることでヒルダの機嫌も悪くなると聞いて、なんとか刺激しないように努めてきたつもりだった」

「わ、たし……」

　謝る理由はもっと別にあったのだ。

　エドワードはシエラの言ったとおりにしてくれただけ。約束を違えたのはこちらのほうではないか。

　さあっと血の気が引いていくシエラを、エドワードはきつく抱きしめる。

「ずっと、ずっと、こうして触れたかった。きみと他愛ない話をして、夜会で踊って、距離を縮めたかった。──互いに大人になってなお、自由に会えないのが苦しくて、いつもきみを想った……っ」

　切実な声に胸が締めつけられる。

「エドワードさま……エドワードさま、ごめんなさい……」

「謝罪なんていらない。ただ、もう二度ときみを離さない。それだけは譲れないからな」

「っ、はい……！」

　涙混じりの声で、シエラもエドワードの背中にぎゅっと抱きつく。

　挫けてしまった自分へのふがいなさと同時に、彼がたゆまぬ愛を抱いてくれていた事実に熱いものがこみ上げてくる。

　嫌われたわけではなかったのだ。

　ヒルダとの文通や贈り物も、シエラの立場を悪くしないためにしてくれたことで。

「私も悪かったんだ。きみの気持ちを尊重したいと思うあまり、本当は助けを求めていたと気づけなかった。もっと早くに攫っても良かったのに」

　悔いるように言われて、シエラはぶんぶんと首を横に振った。

「いいえ……っ、エドワードさまは悪くありません……。わたしがもっと、しっかりしていたら……自分の言葉に責任を持っていたら……」

「自分を責めるな。シエラはよくやった」

　そっと頬に手を添えられ、熱い視線が交わる。

「シエラ、愛している。これからずっと、私の気持ちは変わらない」

「エドワードさま……！」

　彼の顔が近づいてきて、自然と瞼を閉じた。

　唇が重なり、エドワードの温度を感じる。

「好き」も「愛している」も嬉しいけれどどこか現実味がなかった。

　それが今はじめて、心の深いところに染み込んでいく気がした。







第三章 わがままを言っても、いいですか？








　午後のお茶を終えたシエラは、屋敷の正面に広がる庭にいた。

　庭師が手入れしたカンパニュラは美しく、小さな鐘が連なったような姿は今にも音楽を奏でそうだ。シエラは思わず鼻歌を歌っていた。

　エドワードの真意を知ってから一週間ほどが経った。

　シエラは、これまで胸の深いところに埋まっていた鉛が取り除かれたような、晴れやかな気分で日々を過ごしていた。

　彼に愛されていると実感できてから、世界がきらきらと輝いて見える。

　同時に、今まで自分がもどかしい思いをさせてきたぶん、エドワードへたくさん恩返しをしなくてはと気持ちを新たにした。

　今は、エドワードの執務室に飾る花を選んでいるところだ。部屋に籠もることも多い彼だから、これで少しでも癒やされてくれればいいのだが。

「ご機嫌よう、美しいお嬢さん。エドワードは在宅かな」

　陽気な男性の声に、シエラは花を一輪持ったままぎくりと身体を強張らせる。

　集中していて誰かが近づいてくることに気づかなかった。鼻歌を聞かれてしまっただろうかと頬が熱を持つ。

「し、失礼ですが、どちらさまでしょうか」

　自然と声が固くなる。

　エドワードを呼び捨てにしているが、相手が本当に彼の知り合いなのか、シエラには判別がつかなかった。

　男は長めの赤茶けた髪をうなじのあたりで一つにまとめている。鳶色のジャケットにチェック柄のスラックスを合わせており、洒落ているが軽薄な印象も受けた。

　シエラより二、三歳ほど年上に見えるが、好奇心の強そうな猫目は少年のようでもある。

　にこにことして声音が柔らかい。一見すると悪い人ではなさそうだが。

（あんまり身元について聞くのは失礼かしら。でも……）

　迷って口を閉ざしていると、男がぷっと吹き出す。

「いやあ、失敬失敬。俺は怪しいものじゃない……なんて、いかにも怪しい人間のセリフだよねえ。俺はフィリップ。エドワードの古い友人さ」

「ご友人……？」

「そうだよ。あ、まだ信じてないって顔してるね。それじゃあエドワードの昔話でもしようか？　六歳のころ、釣りをしていたらエドワードが大物が掛かったとはしゃいでね。二人して引き上げてみたら上流で公爵が脱いだ長靴だった。エドワードのがっかりした顔、今思い出しても笑っちゃうなあ」

「そんなことがあったんですか？」

　自分の知るクールなエドワードのイメージとはまるで違う。けれど子供らしくてとても微笑ましい。

「フィリップ。こんなところで立ち話をするほど暇だとは思わなかった」

「エドワードさま」

　隣にはいつの間にかエドワードが立っており、そっと肩を抱き寄せられる。

「え!?　エドワード、お前、もしや……」

「こちらはシエラ・リワゼル嬢。私の婚約者だ」

「やっぱりな！　こんな美人、ただならぬ関係だと思ったぜ」

「び、美人なんてとんでもありません」

　照れて俯くと、フィリップがさらに熱弁する。

「いやいや、シエラ嬢……といったかい？　遠くから見てもずいぶんな別嬪がいると思って驚いたんだよ。謙遜することなんてないって」

　肩を抱く力が急に強くなる。

「私の婚約者と紹介した先から口説くとはどういう了見だ」

「違うって！　俺はただ事実を述べてるの！　そんな顔で睨むなよ……」

　見れば、エドワードは冷ややかな視線をフィリップに向けていた。

「あの……フィリップさんはエドワードさまのご友人だったのですね。申し訳ありません、わたしがすぐに中へお通しすれば良かったのに……」

「いや、シエラは悪くない。こいつが警官らしい貫禄がないのが悪い」

「警官？」

　フィリップはその場でしゃきっと姿勢を正すと、敬礼してみせる。

「先月付でトスレア地方の配属となったフィリップ・ガーディナー警部であります。エドワード・ラルフレイス公爵にお目通りを願いたい。……なんてね」

　きりっとしたのは一瞬で、すぐにまたふにゃりと明るい笑顔に戻った。




　応接室に通されてからも彼の饒舌さは変わらず、初対面のシエラにすらすらと自己紹介してくれる。

　フィリップはガーディナー伯爵家の三男。エドワードとは同い年で、父親同士の仲がいいため生まれたころから交流があったらしい。つまり幼なじみだ。

　海軍に所属していたフィリップだが、警察機構の発展のため出向することになり、今はこの王都より北部の山間部にあるトスレア地方管轄の警部、という地位に収まっている。

「軍の所属にプライドを持ってて出向を嫌がるやつもいるけど、俺は助かったと思ったね。海軍に所属してからわかったんだけど、俺、船酔いするタイプなんだわ」

「そ、それは大変ですね」

「トスレア地方には海がないからラッキーだったよ！」

　これまでの過酷な労働をものともせず、フィリップはからりと笑っている。

「それで今日は前からエドワードと共同で調べていた事案について報告にきたってわけ。リワゼル家とバーク商会が立ち上げた炭鉱事業の不正について、ね」

「え……」

　突然実家の名前が出て、シエラは眉をひそめる。

「おい、なんでも軽々しく話すな。シエラはリワゼル家の娘だ。自分の家の醜聞疑惑など、聞いていて気持ちのいいものではないだろう」

「え？　……あ、シエラ・リワゼルって言ってたっけ！　すまん、シエラ嬢。忘れてくれ！」

　一体どういうことなのだろう。リワゼル家が取り仕切っている事業に不正があるなんて話は初耳だった。

（疑惑って言ってるけど……警部のフィリップさんまで一緒に調べているなんて、相当大事なんじゃ……）

　ふと、先日エドワードが事業の配当明細書を改めていたことが脳裏によぎった。あれも、きっと不正について調べていたのだ。

（わたしの家族はどこまで知っているの？　不正をしているのは事業運営を担うお父さまってこと？　お母さまやヒルダは──）

　知っていたのだろうか。だとしたら、なぜ自分だけがなにも知らないのか。

　そこまで考えて、当たり前だと自嘲したくなった。

　シエラはあの家に住んでいるだけで、家族だなんて思われていなかったのかもしれない。

　なにも口答えをしない都合のいい傀儡。シエラは彼らを心地良く過ごさせるための装置でしかなかった。

「シエラ、悪いが少し外してくれないか」

「え？」

「きみが聞いて楽しい話ではないと思う」

（本当にそれでいいの……？）

　どんなに迫害されていたとしてもシエラはリワゼル家の人間だ。不正が本当なら、なにも知らないでいるなんてできない。

（わたしはエドワードさまに恩返ししたいのよ。ちょっとでも役に立てる可能性があるのなら、きちんと向き合うべきだわ）

　シエラは深呼吸し、膝の上でぎゅっと拳を握りしめると、二人に真っ直ぐ向き直った。

「わたしも一緒に聞かせて欲しいです」

　覚悟を決めたシエラに、エドワードは顔を曇らせる。

「本当にいいのか？　きみを不快な気持ちにさせるだけだと思うが」

「構いません。わたしだけ知らずにのうのうと過ごすほうがいやなんです」

　それは混じりけのない本音だった。

「……わかった。ではガーディナー警部、報告を」

「ああ。と言っても、俺のほうはなんの手土産も用意できなかった。たしかに事業規模や内容に対して、共同出資者への分配が少ないという事実はある。けれど、炭鉱事業自体は滞りなく進んでいて、トスレアの町でも不審な動きを見たものはいなかった。そっちはどうだ？」

「バーク商会の会計も、調べた限りおかしい点はなかったな。まあ、帳簿そのものを見るのはさすがに断られて、一部の明細を確認するに留まったが」

「あの……そもそも不正とは、どのような内容なのでしょう」

　淡々と進む二人の会話は至って真剣で、友人同士というより公爵家当主と警部という趣が強い。やはり事態は重いのだろうと察しつつ、シエラはおずおずと質問する。

「ああ、この事業は共同出資、つまりほかの家や商会から資金を集めて事業を運営していく形態なんだ。運営の母体はリワゼル家とバーク商会なんだけど、出資者には利益が出たらそれを分配すると決めてある。だがどうもその分配額が少ないんで、俺たちが目を付けたってわけ」

　フィリップが口調を柔らかくして説明してくれる。

　事業が共同出資の形で経営されているのはシエラも元より知っていた。配当金があれほど少ないのは、先日明細を見てはじめて認識したが。

（出資者が多いとは聞いていたけど、それはつまり事業が軌道に乗っているってことだし、確かに配当金があんなに少ないのは変かもしれないわね）

「先日、私が一人で出かけた日があったろう。あれはバーク商会へその確認に行っていたんだ」

「そうだったのですね」

　たしかにエドワードが硬い表情で出かけて行った日があったのを思い出し合点がいく。

　フィリップは自分の管轄であり、炭鉱のあるトスレア地方での聞き込み。エドワードは取引先のバーク商会へ出向いて、会計資料の調査。手分けして捜査を続けていたが、めぼしい成果はなかったということらしい。

「規模のそこそこ大きな事業だから、不正があればすぐにわかると思ったんだけど、ちょっと甘かったみたいだなあ。俺の見立てでは、事業計画だけ大それたことを言っておいて、中身はスカスカ。人件費をけちって本来必要な人数を雇わず、だから結果も出なくて分配がぼろぼろ……ってところだと予想してたんだが」

「事業の不正では、そのパターンが多いからな。だからこそ、商会の会計記録のほうは目を付けられないと踏んでやりたい放題しているかと思ったんだが、こちらの見立ても違ったらしい」

　事業に不正があるのはたしかだが、手口がわからず行き詰まっているのだろう。

　二人は所見を述べたきり黙り込んでしまう。

（不正って、本当にそんなことを……？）

　共同出資者への分配が少ないと言っていたが、実家の面々に、お金に困った様子はない。

　もっとも、ヒルダはそれだけでは飽き足らずエドワードに次々おねだりをしていたわけだが。

（お父さまたちはいつも流行最先端のものを身につけていたわよね）

　誰かが、冨をひけらかすのは貴族ではなく成金だと言っていたっけ。リワゼル家の面々は確実に後者の出で立ちだった。

「お前もこの事業を成功させて、母上の墓前でいい報告をしたいだろうにな」

「え？」

　沈黙を破ってフィリップがしみじみとつぶやいた言葉に、シエラは目をしばたたかせる。

「いや、エドワードの母上は炭鉱事業の視察中に亡くなっただろう。それから前当主は事業を全部引き上げた。ラルフレイス家は炭鉱事業に二度と関わらないと言ってね。エドワードはそれを変えたいんだ」

「やめろ、フィリップ。余計なことを言うな」

「これ、言っちゃだめなやつか？　すまん！」

「まったく……」

　そっとエドワードの横顔を盗み見ると、なにか辛い記憶を思い出すように硬い表情だった。

（エドワードさまのお母さま、そうだったの……）

　彼の母が亡くなっているのは知っていたが、詳しい原因については聞いていなかった。

　この事業への出資は、シエラの想像以上の深い意味をもっていたらしい。

　シエラの立場を守りたくてというのも本当だろうが、事業の成功は、母の死に対する気持ちの区切りをつけるために必要なのかもしれない。

　フィリップは捜査についての話が終わったあとも、しばらく明るい口調で近況報告などをしていたが、ぼんやりとするシエラの耳にはなにも入って来なかった。

「──いやあ、悪いな。長居して」

　一人で喋り倒したフィリップは夕方近くになってようやく満足げな顔で玄関を出た。

「なにか進展があったら報告を頼む。こちらも新しくわかったことがあればすぐに連絡を入れる」

「数日は王都に滞在するから連絡ならそっちへよろしく」

　宿泊先をエドワードに伝えると、フィリップはシエラにそっと耳打ちする。

「シエラ嬢には、またエドワードの子供時代についてこっそり教えてあげよう。野良猫になつかれなくて拗ねた話とか」

「えぇ……？」

「どうもエドワードは動物に嫌われるタチでね。厨房から魚の骨を拝借して、猫をおびき寄せようと必死になっていたよ」

　またもやエドワードの新たなる一面だ。想像して思わずくすりと笑ってしまう。

「ふふっ、なんだかかわいい……」

「ん、やっと笑顔になったな！　美人はやっぱりそうでないと。今日は変な話に付き合わせて失礼した。では！」

　さっと片手を上げ、フィリップは颯爽と駆けていく。

　シエラは魚の骨を手にしてむくれる幼少期のエドワードを想像したらかわいくてたまらず、押さえようと思うほどに笑いが漏れて肩がぷるぷると震えた。

「フィリップさんて面白い方なんですね」

「……ああ」

　硬い返答のあと、エドワードはふいと踵を返して、部屋に戻っていく。

　彼の態度は妙に素っ気なかった。




　フィリップが帰ってからというもの、エドワードは自室に引っ込んでしまった。

　夕食時には顔を合わせたが、話はあまり弾まない。

　お互い日頃から口数が多いわけではないが、それでも穏やかにおしゃべりをしながらゆったりとした時間を過ごしているのに、今日はシエラがなにか言っても反応は薄く、相づちを打ったきり話を続けようとはしなかった。

「では、私はまだ執務があるから失礼する」

「あ……」

　エドワードは自分の食事が終わるとまた自室へ戻ってしまう。

　避けられていることは明白だった。

（わたし、なにかしてしまったかしら……）

　湯浴みを済ませ、寝支度を整えたシエラはエドワードの部屋の前で考え込んでいた。

　かれこれ十分ほどそうしており、ノックをしようとしてはその手を下ろす。

　迷惑がられるだろうと思ったら勇気がしゅるしゅるとしぼんでいった。

　やっぱり自室に戻ろう。話すのなら、また明日にすればいい。

（明日も同じだったら……？）

　彼が素っ気なかったら、さらに次の日と思うのだろうか。日を追うごとにエドワードとの溝がどんどん深まっていって、取り返しのつかないことになるかもしれないのに。

　もしも、エドワードの態度がずっとこのままだったら。

　考えただけで胸が張り裂けそうになる。

「いや……そんなの絶対いや……」

　ようやくエドワードの隣にいられるようになったのに、遠巻きに眺めるだけの毎日になんて戻りたくない。

　焦燥にも似た気持ちを抱いて、シエラは控えめに扉をノックする。すぐに扉ががちゃりと開いて、驚いた顔のエドワードが顔を覗かせた。

「シエラ？　どうしたんだ、こんな夜に」

　彼の顔を見たら怖じ気づきそうになった。拒否されたら──と思うと緊張で鼓動が早まる。けれど、話すならきっと今しかチャンスはないから。シエラは微かに震える声で告げた。

「一つ……わがままを言ってもいいですか」

「わがまま？」

「少しお話させてください」

　エドワードは怪訝な面持ちをふっと柔らかくする。

「そんなわがままならいくらでも。入ってくれ」

　寝台に浅く腰掛けたエドワードは、こちらへ、というようにぽんぽんと隣を叩く。シエラはおずおずと示された場所へ座った。

「わがままだなんて思わずに、私になにか話があるならいつでも言って欲しい。……ただ、きみがどんな内容であれわがままを言えるようになったのは、喜ばしいことだ」

　エドワードがこちらを見つめる目が優しい。

　彼の深い愛情を実感できてから、以前とはなにかが変わったと自分でも確信している。

　自分の心を素直に受け入れられる。凍てつく氷が春の陽で溶けるようゆっくりと、本来の柔らかな感情が戻ってきた。それは全部、エドワードのおかげで。

（だから、このままなんていや。エドワードさまと今までみたいに話せなくなるなんて──）

　素っ気なくされてからずっと考えていたが、理由は一つしか思い当たらなかった。

「エドワードさま、申し訳ありませんでした」

「ん？」

　深く頭を下げると、唐突な謝罪に思い当たる節がないのか、エドワードは再び不思議そうに目を眇める。

「リワゼル家の行いは謝っても許してもらえることではないとわかっていますが、それでも謝らせてください……っ」

「ちょっと待ってくれ。それは事業運営の不正について謝っているのか？　それなら謝罪は必要ない。シエラはなにも知らなかったのだろう？」

「ですが、エドワードさまにとってとても大切な事業だったのに……」

　肩に手を添えられ、頭を上げるよう促されるが、シエラは頑なに謝罪の姿勢を崩さない。

「ああ、フィリップの話を気にしているのか。たしかに私の母が炭鉱の視察中に落石事故に巻き込まれて亡くなったのは事実だ。間近で見ていた父はショックを受けて、以降ラルフレイス家は炭鉱事業から手を引いている。それを私の代で変えたいのも本当だ」

「じゃあ──」

「けれどシエラが謝る理由はどこにもない。違うか？」

　子供に言い聞かせるような穏やかな口調になるが、シエラの焦りはますます強くなる。

「……ですが、それではエドワードさまが素っ気ない理由がわかりません！」

「は？」

　エドワードはきょとんと目を丸くしている。

　彼が急に冷たくなった理由は、自分の家族が彼にとってとても重大な事業の邪魔をしているから──いくら考えても理由はそれしか思い浮かばなかった。

「それとも、わたしがほかになにかしてしまったのでしょうか」

「いや……」

　やっと顔を上げ、シエラはエドワードに詰め寄る。ここまで話したらもう怖いものはなかった。それよりも、彼を不快にした理由を一刻も早く取り除かねばという使命感でいっぱいになる。

　エドワードはどういうわけか気まずそうに視線を逸らしていた。

「もう一つ、わがままを言わせてください……っ。エドワードさまとこれまでのような関係でいたいです。あなたの隣にいられたら、わたしはそれだけで──」

「シエラ……」

　胸に熱い想いがこみ上げてきて言葉が詰まった。

　そんなシエラを見て、切なげに目を細めたエドワードがそっと頬を撫でてくる。

「そんなことで悩んでいたのか……だったら、謝るのは私のほうだ」

「どういう意味ですか？」

「きみにはなにも落ち度がないんだ」

　エドワードはどこか座りが悪そうに頬を赤らめている。

「すまない……嫉妬した」

「へ？」

　予想外の言葉に、シエラはぽかんとしてしまう。

「きみはフィリップと初対面だろう。なのにずいぶん楽しそうだから……ああいうしゃべりのうまい男のほうがいいのかと……」

　エドワードは大きくため息をつく。

「本当は言うつもりはなかったんだ。あまりに幼稚すぎると自分でもわかっている。きみは私の大人っぽいところがいい、と言ってくれたのに」

「……わ、わたしそんなこと言いましたか？」

　心当たりがまったくなくて当惑するシエラを、エドワードが横目でじろりと恨めしそうに見てくる。

「はじめて会ったときに言っていただろう。釣りのやり方や魚の種類を教えてやったら、エドワードさまは物知りで大人っぽいですね、と」

　おぼろげな記憶が蘇ってくる。

　話の流れで言った他愛ない一言だ。それをエドワードはずっと覚えてくれていた。

　たしかに、釣りの手さばきが華麗なエドワードを見て、シエラはひどく感心したのだ。同時に、三歳年上の彼がとても遠く思えた。

　けれど──。

（あのとき、怒らせるかもしれないから言わなかったけれど……エドワードさまを少しだけかわいいとも思ったのよね）

　川面を魚が跳ねて瞳をきらめかせる。

　冷静で落ち着いた彼に垣間見えたあどけない瞬間にこそ、シエラはときめきを覚えていた。

　一見すると冷たくも見える美しい少年に、自分と同じような、小さな出来事で心動かされる感性があるという事実が嬉しかった。

　今も、ばつが悪そうに頬を染め、口元を手で隠す彼はとてもかわいいと思う。

（それを言ったら、今度こそ怒らせてしまうかも）

　シエラはくすりと笑う。

「わたしがフィリップさんと話していたのは、エドワードさまについてですよ」

「私について？」

「幼いときのお話をしてくれたんです。楽しそうに見えたのなら、きっとエドワードさまのことを知れたからですね」

「そう……なのか」

　安堵したように口元を緩めるエドワードを見て胸が高鳴る。

（かわいいとも思うけれど、むしろ──）

　愛しい。

　久しく忘れていたそんな気持ちが思い起こされた。

「でも、たしかに意外です。エドワードさまがそんな些細なことで嫉妬だなんて……あ、もちろんがっかりなんてしていません。それだけわたしを想ってくれているのだなあと、なんだか嬉しくて」

「当たり前だ……っ」

　きつく抱きしめられ、シエラはそっと彼の胸元に頬をすり寄せた。

　大人っぽいエドワードも素敵だけれど、自分の前で嫉妬しむくれてみせる、そんな意外な一面ももっと好きだ。

（エドワードさまの色々な顔を見たい。わたしだけしか知らないエドワードさまを知りたい──）

　彼といるとどんどん欲張りになるらしい。

　一階から、時計の鐘の音が微かに響いてくる。普段ならもうとっくに眠る時間だ。

　このままだともっと一緒にいたいと願ってしまう。

　身じろぎすると抱きしめる力が強くなった。

「帰したくない」

　頭上から、切羽詰まった声が落ちてくる。

「でも一緒にいたら、わたしはもっとわがままになってしまいそうです……」

「構わない。私はシエラにすべてを捧げるつもりだ。なんだってねだればいいし、きみのわがままならたくさん聞きたい」

「じゃあ……キスして欲しいと、言っても……？　ん……ぅっ」

　たちまち敷布へ押し倒され身体が弾み、そのまま性急な口づけで塞がれる。

　ぬるりと入ってきた舌はシエラのそれを搦め捕り、誘うように根元からなぞり上げる。

「ふ、ぅ……っ」

　シエラも相手に応えようと精いっぱい自分の舌を伸ばして、先端をすり合わせる。

「そんなこと言われたら、止まれなくなる」

　言葉通り、エドワードにはいつもより余裕がない。

　浅く吐かれる息は熱く、氷の瞳は劣情で潤んでいた。

　求められる歓びに、シエラはキスでとろんとした瞳で彼を見つめ返す。

「シエラ……」

　掠れた声でそっと呼ばれ、首筋を舐め上げられた。

　そのまま、薄い皮膚をきつく吸われる。

「んっ」

　ちりっとした微かな痛みを、いくつも感じる。

　エドワードはわずかに場所を変え、そこを何度も吸っている様子だった。

（まるでエドワードさまに食べられているみたい）

　そんな甘く危険な妄想が膨らむ。

　一口、また一口。エドワードがシエラを摂取するたびに、シエラの肌も敏感になっていく。

「ふっ、ぁ……っ」

　はじめはくすぐったさの残っていた口づけも、すっかり快感に変わってしまい、嬌声が漏れ始める。

「シエラの肌は不思議と甘いな。砂糖菓子のようだ」

「ぁ……そ、れは、寝支度で使った香油の香りが……」

「いいや。シエラ自身の肌だ。甘くてずっと味わいたくなる」

「は……ぁんっ！」

　味わうようにまたじっとりと舌を這わされ、腰が微かに震える。瞬間、ナイトドレスの上からふにふにと膨らみを揉まれた。

「柔らかい」

「んんっ！」

　また舌を絡める深いキス。

　胸を弄る手つきは、すぐに大胆なものへと変わる。

　形の良い膨らみは、その柔らかさを堪能しながらぐにぐにと揉みしだかれる。

　締めつけの少ない下着をつけているから、エドワードの指の感触がリアルに感じられた。

　布の擦れるわずかにざらついた感触もはじめて体験するもので、身体の奥からじわじわと熱が高められていく。

「ふぅ、ん、んぅっ」

　胸の感覚に集中していると、拗ねるようにキスが苛烈になり、思考が白く散らされた。

　シエラの口内を好き勝手に動き回る舌は、それ自身が生き物のようで、こちらにも構えと告げている。

　なんとか負けじと彼の舌先をおずおずとつつけば、満足げに舐め上げられる。

「ん、く……っ」

「かわいい」

　舌先をたどたどしく動かしていると、軽く笑い混じりに言われる。

　必死でキスをしていたシエラがそっと目を開けると、目の前にはエドワードの美しい顔。その瞳はシエラを捉えて離さない。

（ずっと、見られてた？）

　拙いキスをして、エドワードから与えられる刺激に蕩け、自分はひどくだらしない顔になっているだろうに。

「み、ないで……」

「それは聞けないわがまま、だな」

　瞬間、伸ばしていた舌先をじゅうっと吸われ、腰がびくんと跳ねる。

「んんぅ……っ！」

　浮いた腰が、彼のそれと密着する。

　そこには存在を主張する硬いものがあった。

「っ……」

　思わず目をやれば、エドワードの中心が下衣を持ち上げていた。

　ゆったりとした寝衣を身につけているが、それでもなお、くっきりとその形がわかるほどだ。

「興奮、してますか……？」

「ずいぶん余裕の口振りだな」

「え、そんなことは……ひあっ！」

　胸元に指をひっかけられ、下着ごとナイトドレスを一気に引き下ろされる。

　弾みでふるんと震えながら、白丘がまろび出た。

「シエラのここも、すっかり立ち上がっている。おあいこだ」

「あ……」

　視線が胸の中心に落とされているのに気づいて、かあっと頬が熱くなった。

　直接触れてもいないのに、白い丘の中心で、突起が赤く色づいて芯を持っている。

「興奮するに決まっている」

　胸の先をぴんっと指先で弾かれる。

「ぁんっ」

「蕩けた顔も、甘い声も匂いも……シエラのすべてが、私を昂ぶらせる」

　切実さを帯びて上ずった声。必死で欲を抑えようとする彼のこの声が、シエラは好きだ。本能で求められているのだと胸が高鳴る。

　エドワードは敏感な胸の飾りを根元からきゅっと摘まむと、膨らみに唇を寄せた。

「首のほうは、悪いがスカーフでも巻いてくれ。それでも一応加減はしたつもりだが」

「え……んっ」

　甘い痛みのあと、白い肌にくっきりと赤い痕が残った。

（首にもこんな痕が……？）

　加減した、というような回数ではなかった気がするのだが。

　エドワードは今度こそ、無遠慮に口づけの痕を散らしていく。

　所有欲が丸出しの行為に胸が甘く疼いた。

「ぁ、っ、ふっ、あ……」

　時折きゅうっと胸の先端を摘ままれれば、奥底から湧き上がる熱が大きくなる。

　足をもぞもぞと落ち着かなく擦り合わせていると、そのあいだに無理やりエドワードの足が割って入ってくる。

「もしかして、こっちも触れられるのを待っていたか？」

「ひぁんっ！」

　膝で秘部をぐりっと擦られる。くちゅ、と湿った音がして、ぬるついたそこにドロワーズが張り付いた。

「すまないな。寂しい思いをさせたようだ」

「待っ……ぁあっ！」

　胸の赤い突起をぱくりと咥え込むと同時に、そのまま膝で秘所をぐりぐりと刺激された。

　先端を舌先でちろちろとくすぐられ、微細な刺激が身体中に広がる。

　濡れたドロワーズがあわいを滑るたび、ざらついた鈍い快感が下肢の力を抜いた。

　だらりと足を開いたまま、時折訪れる鋭い刺激にびくりと跳ねて翻弄される。

「ふぁっ、はっ、っ、ぅあ……っ」

　敏感なところに別々の刺激を受け、シエラはうわごとのような嬌声を上げ続ける。

「こんなもどかしい触れ方でもシエラはしっかりと反応してしまうんだな」

「やっ、だ、って……ぁ、あっ！」

　気づけば身体はひどく昂ぶっていて、肌は少し触れられただけでも敏感に反応した。

　エドワードがドロワーズの上から花芽をかりかりとひっかく。

「直接見なくてもぷっくり膨れているのがわかるな」

「や……、言わな……」

　濡れたシルクが秘芽に張りついて、張り詰めたシルエットを浮かび上がらせる。

「こう主張されるとどこを触ったらいいのかわかりやすくて助かるな」

「っ、ひぁっ、あ……っ」

　布を隔てたままでは快感をうまく受け取ることができない。もどかしい気怠さがずくずくとそこへ溜まっていく。

「シエラの身体はおねだりが上手だ。そう素直に求めてくれると私も嬉しい」

　エドワードの口元はにやりと孤を描き、悪戯っぽい流し目を送られる。

「え……」

　気づけばしどけなく足を開いていた。

　もっと触って、ここに直接刺激が欲しい。誘うように腰がくねり、彼の指先に自分の秘所を押しつけている。

「やっ、違うんです……っ」

　慌てて足を閉じようとするが、エドワードはそれをぐっと押さえて許さない。

「キスを求めたときのシエラは素直だったのに、残念だな」

「だ、だって、こんな格好、はしたなすぎます」

「言ったろう？　私の前ではどんなおねだりだってしていいんだ」

　シエラは真っ赤になった顔を両手で覆い隠す。

「でも、あなたには貞淑な女性だと思って欲しいから……」

　エドワードが嫉妬心を隠していたように、シエラだって、自分の中にある淫らな部分を隠したい。

　いやらしい女性ではなく、清楚でおしとやかな女性だと思われたい。そんな乙女心はおかしいだろうか。

　指の隙間からそっと覗くと、エドワードは愛しくてたまらないというふうに瞳を細めていた。

「きみのことはちゃんと清廉な女性だと思っているよ。その印象は出会ってからずっと変わらない。これからもそうだ。でも、だからこそ、そんな真っ白なシエラの乱れるところに昂ぶってしまう。男心ってやつだ」

（そう……なの？）

　たしかに、好きな人の新たな一面を知るのは嬉しいものだ。

「だからかわいい顔を見せてくれ」

「え……あっ」

　手をどけられ、頭上にまとめられる。

　エドワードは根元から胸の尖りをきつく吸うと、同時にぐりっと指の腹で花芽を押しつぶした。

「ひ、ぁあぁぁっ」

　がくんっ、と腰が跳ね、腿がぶるぶると震えた。

　鈍い快感が下腹を支配し、最奥が切なくうねる。

　頂点に達したと思ったのは一瞬だけで、身体の中にはまだ欲の炎が迸っていた。

「軽く達したか？」

　身体をよじらせているうちに、ナイトドレスはすっかり脱がされ、気づけばドロワーズ一枚の姿になっていた。

「白い肌が赤くなっている。綺麗だ」

「ん……」

　エドワードのほうも白皙の美しい顔を上気させ、微かに潤んだ瞳でこちらを見下ろしている。

　彼のほうがよほど綺麗だ、なんて思ってしまう。

　そのままエドワードは自分の身につけているものを脱ぐと乱雑に足元へ放った。

　均整の取れた美しい体躯の中心で、彼の欲望が屹立している。

「シエラの全部も見せてくれるね？」

　問われるままに小さく頷くと、ドロワーズをそっと足から引き抜かれる。

　自分の衣服を脱ぐときは違う、繊細な手つきだった。

「こんなに濡らして」

「ひ……んっ」

　しとどに濡れる秘裂に、エドワードが猛りの切っ先を押し当てて一度上下になぞる。

　ぐちゅっと大げさな水音が響いて、シエラは羞恥にぎゅっと目をつぶった。

「驚いた。入り口がひくひく震えて、中へと誘うようだ」

「言わな、でぇ……」

　シエラ自身も気づいていた。

　エドワードの熱杭を押し当てられたそれだけで、蜜路が悦びに震えて、脈動するようにうねっている。

「これならもう解す必要はなさそうだ」

「え──ひぁんっ!!」

　ひくつく秘裂に、切っ先が押し入ってくる。

　じっとりと濡れたそこは悦びに打ち震えながら、熱い芯をずぶずぶと飲み込んでいった。

「はぁ……っ」

　自分のナカが熱杭でみっしりと満たされている。

　痛みはないが、圧倒的な質量に切なげな吐息が漏れた。

「シエラ、もっと深いところできみと繋がりたい」

「え……きゃあっ」

　足を持ち上げられ、身体をぐるりと回転させられる。

　エドワードの雄芯が埋まったまま、気づけば、シエラは四つん這いの格好になっていた。

「なにを……」

　大きな手が太ももから腰までをするりと撫で、そのままがっしりと掴む。

　熱芯が一度ぎりぎりまで引き抜かれ、勢いよく最奥を突いた。

「ふぁっ！」

「シエラは奥が好きらしいからな」

「っ、あっ、んぅっ!!」

　立て続けに一番奥を突き上げられる。

　はじめての角度で繋がり、シエラの知らない部分を刺激していく。

「座ってシたときとはまた違う部分に当たっているのか？　シエラの声も、少し違うな」

「ひぅっ、わ、わからな……っ」

「痛いくらいに締めつけて、食いちぎられそうだ」

　規則的な律動は話すあいだも続けられ、全身の力が抜けたシエラはくたりと敷布へ上半身を預けた。

　お尻だけを高く突き上げる格好で、激しい抽送にただ揺さぶられるままになる。

　ざらついた敷布に、胸の先が擦れ、そこもじんじんともどかしい快感を拾い上げていた。

「ん、ぅ……っ」

　他方から与えられる刺激に耐えられず、なんとか上半身を支えようとする。けれど腕は力が入らず、すぐにまた、くたりと身体の力が抜けてしまう。

「こっちが留守で寂しかったのか？」

「え……は、ぁっ！」

　エドワードの手がするりと伸ばされ、胸の先端をきゅっと摘ままれる。

　途端にびりびりと痺れるような快感が全身に走った。

「やっ、それ、お、おかしくな……っ」

「ここに触れたらさらにきつく締まった。こんなに狭いと、もう……っ」

　エドワードの声に余裕がなくなっている。

　上ずった声に、肌の当たる音と湿った水音が重なる。

　奥を突かれるたびに、深いところへ引きずり込まれるような重い快感があり、そこに胸から感じる鋭い悦びが混じる。

「ふぁっ、あ、ぁ、っ、あぁっ！」

　あられもない声を上げていることにも気づかず、シエラは与えられる快楽を必死で受け止める。

「シエラ……っ！」

「んぅっ！」

　引き絞った声で名を呼ばれ、大きく腰を引いたあと、雄杭が最奥を突き上げた。

　彼の芯がどくどくと脈打つのが蜜壁から伝わってくる。

　自分の熱とは違う熱いものがもったりとお腹の中に広がっていった。

「はぁ、は……ぁ」

　荒い息を吐き、エドワードは繋がったまま横にごろりと転がった。

　自然と後ろから抱きしめられる格好になる。

　背中がエドワードの逞しい胸にぴたりと密着し、汗でしっとりと湿った彼の熱い肌を感じた。

　ぎゅうっと腕の中に閉じ込められると、彼の肌の香りが濃くなる。

（あ、これ、好き……）

　エドワードを全身で感じられて、これが永遠に続けばいいと願ってしまう。

　愛おしさでいっぱいになり、シエラはエドワードの腕をきゅっと抱きしめ返した。

「まだ、こうしていてくれますか？」

　彼の腕に頬ずりすると、ナカに埋まったままの雄芯がずくりと大きくなった。

「え……？」

「ああ、離すつもりはない」

　何度かエドワードが腰を揺すると、緩く芯を持っていた猛りがたちまち硬さを取り戻す。

　先ほどまでと同じ熱を帯びた雄杭で、シエラのナカはいっぱいになる。

「な、なんで……？」

「一度でシエラが足りるはずもない。まだずっと、きみを感じていたい。それに──」

　結合部をぐっと押し上げられる。鈍い快感で、たちまち身体の自由が利かなくなった。

「んぅっ！」

「シエラも足りないだろう？　まだ軽くしか達していないはずだ」

「やっ、そんな……っ」

　浅い律動が続き、肌の当たる音に湿った水音が混じってぱちゅぱちゅと鳴った。身体の熱はぐんぐん上がっていく。

　シエラはたしかにまだ激しい絶頂は迎えていない。律動のたび、深いところに灯る快楽の炎が苛烈さを増していった。

　この身は彼の熱をもっと受け入れたいと叫んでいる。

「はぁっ、エドワードさま……」

　緩く腰をぶつけられ、お腹の奥からじんじんと響くような快感が湧き上がってくる。

　けれどまだ絶頂までは届かない。

　それがもどかしくて気づけば腰を淫らにくねらせていた。

　内壁は、ねだるように蠕動している。

「シエラ？」

　こちらを覗き込むエドワードは先ほどの、獰猛なまでに欲情した瞳に、少しだけ余裕を取り戻していた。

　シエラがなにを求めているのか、本当はわかっている。けれど、言わせたい。

　そんな企みを秘めた顔だった。

「っ、もっと……欲し、です……」

　ことさらゆっくりと腰を引かれ、ともすればそのまま熱杭が抜き去られそうになる。

　シエラは羞恥で顔を真っ赤に染めながら、小さく白状した。

「求められるとは、こんなに嬉しいことなのだな」

「え──っ、ふぁあっ！」

　片足を持ち上げられ、先端まで抜かれた熱芯を突き込まれる。

　切っ先が一直線にシエラの深くを穿った。

（また、違うところが……！）

　さっきまでとは少しだけ角度が変わって、腰が悦びに戦慄いた。

「奥は全部気持ちいいんだな」

　満足げに頷くと、エドワードは深い律動を規則的に繰り返す。

「ふぁっ、あっ、あぁあぁぁっ！」

「素直な、いい声だ」

「んぅっ、あぁん……っ！」

「かわいいよ、シエラ」

　耳元にしっとりとエドワードの声が響く。

　身体の中心がぞくぞくしてまた彼の屹立を締めつければ、ずくっと大きくなった気配がする。

「私の声で感じるなんて、いじらしいな」

「や、ぁ、も……っ」

「ああ、そろそろ達するといい」

　エドワードはそっと花芽へと手を伸ばす。

「っ、だめ……ぇ、そこ、い、一緒に、したら……っ」

「大丈夫だ。きっと気持ちいい。私を信じてくれ」

「ふ、っ、──んぁあっ!!」

　赤く尖ってぷっくりと顔を覗かせた花芽をきゅっと摘ままれる。

　そのままくりくりと指を擦り合わせて刺激されると、全身に内側から雷を受けたような衝撃が走り、同時に蕩けて力が入らなくなった。

「やぁあぁぁっ！　だめ、っ、気持ちい……っ!!」

「シエラ、快楽のまま達するといい」

　ごりごりと隘路を擦り上げていた熱芯が勢いよく奥壁を穿つ。

　同時に秘玉をぐりっ、と押しつぶされ、シエラは全身を激しく痙攣させた。

「っ──────!!」

　秘所から、透明な液体がぷしゃっと飛び散った。

　なにかが溢れたことを理解しながら、そちらに気を回す余裕すら今のシエラにはなくて。

　声も出ないほどの絶頂に飲まれ、視界が白く霞む。身体を弓なりに反らし、びくびくと痙攣させてその衝撃を受け止めた。

　ずくずくと鈍く溜まっていた快楽が弾け、その頂点からシエラはなかなか帰ってこられない。

　隘路はさらに狭まり、エドワードの熱杭をきつく締めつける。

「潮まで吹くほど気持ち良かったんだな」

　愛おしげにつぶやくと、エドワードはシエラのこめかみにそっとキスを落とす。

　こつこつと浅く当てるだけの律動が数度繰り返され、シエラの身体は四肢をぴんと張り詰めさせ律儀に反応してしまう。

　息苦しいほどの快楽で、まなじりからは生理的な涙が一筋伝った。

「っ、ぅ、っは、は……っ」

　やっと痙攣が治まり、喘ぐように酸素を取り込む。

　ぐったりとするシエラの身体を後ろからエドワードがきつく抱きしめた。

「頑張ったな」

「エド、ワードさま……」

　隘路からエドワードの雄茎がずるりと抜かれ、中からはどろっと温かな液体が流れ出てくる。

　エドワードの白濁と、シエラの蜜が絡み合ったものだ。

　のろのろと後ろを振り向けば、唇を触れ合わせるだけのキスが何度も落とされる。

　軽やかなリップ音が気持ち良くて、シエラはまどろみの中に沈んでいった。





　　　　　◇






「会いにくるなんて、なんの用事よ」

　久しぶりに訪れたリワゼル家のタウンハウス。その応接室で、シエラはヒルダと向かい合っていた。

　ヒルダは相変わらず肌の露出が多いドレスを着ていた。目に痛いほどの真紅が彼女の気の強さを主張している。

　対するシエラは、淡いラベンダー色のデイドレスを身に纏っていた。胸元や腕はしっかりと布地に覆われているが、袖がぽわんと膨らんだかわいらしさのあるドレスだ。

　これもエドワードが選んで贈ってくれたものだった。ここのところ流行している新進気鋭のデザイナーが作ったもので、乳白色の繊細な刺繍があちこちに施されている。

　わずかに日が陰ってきた夕刻、ヒルダの顔に落ちる影は濃い。シエラのドレスが流行最先端のものだと気づいたのか、向けられた視線が刺すような鋭さを帯びる。

　以前なら、ヒルダの前にこんな明るい色のドレスを着てくることなんて考えられなかった。

（でも、今のわたしは違う）

　ひるみそうになるが、シエラは拳をぎゅっと握って、まっすぐに視線を合わせた。

　ヒルダと一度、しっかり話したい。

　そう決めたのはシエラ自身だ。

　はじめはエドワードも一緒に行くと言ってくれたのだが、それは頑として断った。

　今まで怖じ気づいて、正面から向き合うのを避けていた問題だ。だから自分だけでけりをつけたい。

　十六歳の月夜、エドワードにした宣言を、今果たさなければ。

「もしかして、謝りにきたの？　だったらさっさとしなさいよ」

　ヒルダはいつにもましてイライラしている。

　自分だけエドワードにこけにされ、蔑んでいたシエラが大事にされている状況が我慢ならないのだろう。

「謝ることなんてわたしにはないわ」

　一度深く呼吸すると、毅然とした口調できっぱりとそう告げた。

　絶対にあなたには屈しないと、態度からも伝わるように。

「な、なんですって!?」

「わたしはもう、あなたの代筆をやめるわ。これからは自分宛の手紙はちゃんと自分で返して」

「このっ……」

　どんなときも従順だった姉からの小さな反撃。

　ヒルダは言葉を失ったあと、顔を真っ赤にしてぶるぶると怒りに震えている。

「わたくしに楯突くつもり!?　身の程をわきまえなさいよ!!」

「ヒルダ、わたしたちは姉妹。対等なはずよ。だからもう、悪いとも思っていないことで謝らない。今までがおかしかったの。それを伝えにきたのよ」

「生意気を言うな!!」

　飾ってあった陶器の壺をヒルダが床に叩きつける。けたたましい音と共に、壺は粉々に砕け散った。

　シエラの心は妙に凪いでいた。

　今までならこれほどの癇癪を起こされたら頭が真っ白になってすぐに謝罪していた。ヒルダを機嫌良く過ごさせないといけないと思い込んでいた。

　けれど冷静になってみれば、ヒルダは小さな子供と同じだ。気にくわないことに当たり散らしているだけ。

「これからはあなたが手紙を書くのだから言っておくけれど、バーク商会への季節の挨拶はいつも間違っていたわ。きちんと調べて書かないとだめよ」

「うるさいっ！　わたくしに指図するな!!」

「どうした、何事だ！」

「まあっ、壺が……」

　騒ぎを聞きつけた両親が慌てて部屋へ入ってくる。

　途端にヒルダがわっと泣き出した。

「お父さま、お母さま……っ、お姉さまったらひどいのよ！　わたくしに意地悪するの！　早く謝らせて！」

　父親はすぐさま鋭い目でこちらを睨みつける。

「シエラ、ヒルダに謝りなさい」

「謝る理由は聞かないのですか」

「ヒルダが謝って欲しいと言っているんだ。そうすればいいだろう」

「シエラはお姉さんなのよ？　我慢しないと」

　ああ、この人たちもかつての自分と同じなのだ。思考を放棄して、ただこの場をやり過ごそうとしている。

　シエラは哀れなものを見つめる目で両親を見た。

「本当にヒルダを思うなら叱るのも優しさだわ。甘やかすばかりじゃこの子はいつまでたっても子供のままよ」

「子供ですって!?」

「お父さま、お母さま、楽なほうへ逃げるのはもうやめてください。なにが正しい選択かは、きちんと考えればきっとわかるはずですから。では」

　唖然とする父と母を尻目にくるりと踵を返せば、その背にヒルダの金切り声がぶつけられる。

「謝りなさい！　謝りなさいよ!!」

　シエラは振り向かずに、そのまま玄関を出て馬車に乗り込んだ。

　言わなければと思っていたことをやっと言えた。

　口汚く罵られても、シエラの心は晴れやかだった。




「おかえり、シエラ」

　ラルフレイス家のタウンハウスでは、エントランスホールで待ち構えていたエドワードが迎え入れてくれる。

「ただいま戻りました」

　にっこり笑えば、エドワードも強張っていた表情を緩めた。

「良かった。その様子だと大丈夫だったようだな」

「はじめてあの人たちに言い返しました。少しはわたしの考えが届くといいのですけれど」

「きみが傷つくようなことは言われなかったか？」

「以前のわたしなら傷ついていたかもしれません。でも、今はびっくりするくらい響かなくて。むしろどうして今まで黙って従っていたんだろうって思ったくらいです」

　自分なんかが家族に歯向かっていいはずがないと思い込んでいた。

　そんなくだらない呪縛から解放してくれたのは、エドワードだ。

「エドワードさまがいてくれると思ったら、すごく心強かったんです」

「だが単身で乗り込むのは大変だったろう。よく頑張ったな」

　いたわるように頭を撫でられて、心の中が暖かく満たされていく。

「さあ、疲れたろう。少し休むといい」

「あ、その前にお話が……」

「うん？」

「根拠のない話なのですが……」

　馬車の中で考えていたことがあった。

　ヒルダと話していてふと浮かび上がった違和感について。

「構わない。言ってくれ」

「わたしはずっとヒルダの手紙を代筆させられていました。それで気づいたのですが、季節の挨拶を間違っているのはバーク商会宛ての手紙だけなのです……」

「続けてくれ」

　自信なさげに話すシエラに、エドワードが続きを促す。その顔は真剣だった。

「先日事業に不正があるとお聞きしました。だからバーク商会への挨拶文だけ間違っているというのが、なんだかとてもひっかかってしまって……」

「どんな挨拶文だったかは記憶にあるか？」

「数ヶ月分なら……」

　執事に紙とペンを持ってきてもらうとホールスタンドの上でさらさらと書き付ける。

「たしかこんな感じだったかと」

「すごいな。よく覚えているものだ」

「自分で書いた内容は意外と記憶していますから」

　エドワードは挨拶文にじっと目線を落としている。

「大輪の花、降り積もる雪、長雨……たしかに時期と外れるな。それにどれも花、雪、雨について触れていて……三つの要素。三つ……」

　やはり違和感なんてあてにならなかったのだろうか。

　悩むエドワードを見て、なんだか申し訳なくなってくる。

「やっぱりヒルダの挨拶文に意味なんてなかったのかもしれません。会社とのやりとりでいい加減な文章はどうなのだろうと気がかりで、わたしが過敏になっていたのかも……」

「会社……そういえば、共同出資は大方爵位持ちの家からが多かったが、他の商会からというものもあったな。それも三つ」

「共同出資先をご存じなんですね」

「ああ、フィリップの協力もあって調べられた。そのときは気に留めなかったが……」

　エドワードの目がはっと見開かれる。

「シエラ、もしかしたら不正を暴けるかもしれない」

「本当ですか!?」

「ああ、きみのお手柄だ」

　頼もしい言葉にシエラはほっと胸をなで下ろした。







第四章 この幸せを、永遠に








「いやあ、公爵閣下が直々にいらっしゃるとは。おっしゃっていただければ直接出向きましたのに」

　子爵邸の応接室にて、シエラとエドワードはローテーブルを挟んでリワゼル子爵夫妻と対峙していた。

　嘘くさい笑みを貼り付けている両親に、エドワードは厳しい視線を向けている。

　少し離れたスツールにはヒルダも座っていた。先日生意気な口を利かれたことがまだ許せないのか、こちらを睨みつけている。

　ヒルダに直接話をしに来てから一ヶ月ほどが経った。あのとき彼女が叩き割った壺のあった場所には、別の新しい陶器が飾ってある。

「お母さま」

「え、ええ、そうね。……公爵さま、シエラをそろそろ家に帰して欲しいのです。あんまり滞在してもご迷惑になるでしょうし」

　ヒルダに促されて母が口を開く。

「迷惑だなんてとんでもない。シエラは私の婚約者だ。そちらに帰すつもりは一切ありませんので」

「でも、お姉さんのシエラだけが公爵さまのお屋敷で遊び呆けているなんて、妹のヒルダがかわいそうだわ。そうよ！　ヒルダも招待していただけませんこと？　この子はおしゃべり上手で、きっとお側にいて退屈しませんわ」

　ヒルダがまた癇癪を起こしたのだろうか。母の提案は妙に白々しい。

「彼女を屋敷に招くつもりはありません。本人にも伝えているはずですが」

　エドワードがちらりとヒルダを見遣る。

「あいにく、うるさい女性は嫌いなもので」

「なっ、なんですって……！」

　ヒルダが勢いよく立ち上がり、スツールががたんと倒れる。しかしエドワードは気にする素振りもない。

「今日はもっと大事な話をしに来ました。心当たりはあるかと思いますが」

「といいますと？」

　両親は顔を見合わせている。

「……リワゼル家とバーク商会が母体となって運営している炭鉱事業の件です」

「ああ、あれですか！　いやあ、ラルフレイス家からもご出資いただいて、本当に光栄です。これからも協力して事業を大きくしていきましょう」

　父親はからりと笑っている。

「なにか私に言うべきことがあるはずですが」

「言うべきこと？　さあ、出資のお礼以外には……」

　シエラは小さくため息をついた。

（よほど隠し通す自信があるのね……あの不正を）

　代筆の際、いつも気になっていた季節の挨拶の間違い。あれはやはり大きなほころびだったのだ。

　──まさか、挨拶文が暗号になっていたなんて。

　最盛しているはずの炭鉱事業でわずかな収益しか出ていないのが不自然で、フィリップは現場の稼働についての不正を、そしてエドワードは帳簿上での不正を調べていた。

　その二つにおかしなところはなく、表面上は、誠実に運営しているにも関わらず利益の少ない事業という印象だった。

　しかし本当におかしいのは分配先のほうだったのだ。

　出資者の中にあった三社の商会は、リワゼル家とバーク商会が作り上げた架空の会社だった。

　三社あったのは、一社に多額の分配金が支払われれば怪しまれるから。毎月ばらつきのある配当金を振り分ければ不自然さはカモフラージュできると踏んだらしい。

　どう割り振るかはリワゼル家が主導となって決定していたが、直接手紙に書いては検閲があったときにまずい。だから暗号を使ったのだ。

　たとえばＡ社への分配を多くするときには「大輪の花が美しい」。Ｂ社なら「雨が続いている」といったふうに。

　女性の字で書かれた手紙だ。内容は当たり障りのないものだし、これならもし検閲にあっても、浅薄な代筆を使ったと思われるだけで済む。

　読んだあとはさっさと捨ててしまえば証拠だって残らない。

　エドワードの説明を聞いて、父親の顔が段々と蒼白になっていく。

「そ、それは、面白い想像だ」

「想像ではない、事実だ。あなたが一番よくわかっているはず」

「しょ、証拠がない！」

「暗号と商会の帳簿を照らし合わせれば証拠になるでしょう」

「しかし商会のほうで手紙を保存しているかどうか……」

　元々手紙は破棄するよう言ってあるのだろう。父親はどこか安堵している。

「証拠は数ヶ月分あれば足りるでしょう。そこからある程度規則性も見つかりましたし、暗号は解析済みです」

　エドワードが取り出した書類の束を見て、父は唖然としていた。

「な……なぜ手紙の内容が写し取れたんだ……」

「覚えていたからです。手紙を書いていたのはわたしですから」

　シエラはきっぱりと告げる。

「ど、どうしてシエラが……？　ヒルダに手紙を書かせていたはずじゃ……。ヒルダ、お前、手紙は毎月ちゃんと書いていると言っていただろう」

「知らないわよ！　なんでわたくしがそんなちまちましたことしなくちゃいけないの！　雑用なんてお姉さまで充分なのに！」

「これだけは絶対にお前がやるよう何度も言ったはずだ！　それを……！」

　口汚く言い争う父と娘を、エドワードが机を拳でどんっと打ち、静かにさせる。

「言い逃れはできないとわかったろう。ただし今、ここに手紙の原本という確固たる証拠がないのも事実だ。──自首をするのなら、こちらはもう手を引く」

　父親は一瞬迷ったあと、愛想笑いをその顔に貼り付ける。

「公爵閣下、どうでしょう。ここは一つ、ラルフレイス家も事業運営に協力していただくというのは」

「……つまり、私も一緒に不正を働かないか、という誘いだな」

「不正だなんてとんでもない！　ただちょっと運営母体として収益を割り増しするだけです。ほかの出資者にもきちんと利益は出ますから」

「雀の涙ほどのな。そしてお前たちが私腹を肥やすだけで、いつまでたっても福祉へは金が回らない」

「それは──」

　迫力に押されて父が口ごもる。

「お父さま、自首してください」

　情けない姿に思わず口を挟んでいた。

「エドワードさまはそんな不正に荷担しません。恥を重ねる前に、せめてきっぱりと自首を──」

「やかましい！　お前が密告したからこんなことになったんだろう！」

「そうよ！　お姉さまが余計なこと言わなきゃ良かったのに」

「ヒルダ、お前も同罪だ！　手紙くらいなら頭の弱いお前でも書けるかと思ったのに……」

「なんですって！」

　再び、お互いをなじる言葉が部屋に満ちる。さめざめと泣く母は大きな宝石をいくつも身につけていた。まるで悲劇のヒロインのような態度だが、この不正を知らなかったはずがないのだ。

「シエラ」

　エドワードがちらりとこちらを窺い見る。

（まさか、これほどまでに愚かだったなんて……）

　目の前の人たちが見知った家族だと思えない。

　話せばわかる、改心するはず、と思っていたのに。

　自首をすれば刑はいくらか軽くなる。そうしようともせず、無意味に感情をぶつけ合うばかりで、悪びれる様子もない。

（一度、しっかりと罰を受けないとわからないのだわ）

　シエラはそう悟った。

「エドワードさま、もう無理です。自首するつもりはないのでしょう」

「では、いいか？」

「はい」

　覚悟の眼差しで、彼をまっすぐに見据える。

「わかった。──フィリップ！」

　エドワードが叫ぶと、応接室のドアが勢いよく開けられる。

「ようやくか。待ちくたびれたぜ」

　そこに立っていたのは警察官の制服を身に纏ったフィリップだった。

　突然の警察官の登場にリワゼル家の面々は唖然としている。

「話は隣の部屋から全部聞かせてもらった。自首しないなら、あとは逮捕のみだな」

「なっ、警察とはいえ、不法侵入だろう！」

「不法じゃありません。わたしがお通ししました。この家の人間が招いたのですから、彼は立派な客人ですよ」

　シエラは淡々と告げる。

　フィリップを中に入れるのは簡単だった。裏口から入って、使用人専用の通路で任意の部屋に出ればいいのだ。

　事情を説明すると、使用人たちは快く協力してくれた。皆、リワゼル家の横暴に辟易していたからだ。

「シエラ嬢、本当に構わんね？　きみの家族を逮捕するが」

　フィリップに気遣うように尋ねられて、シエラは強く頷く。

「ご面倒をおかけしますが、お願いいたします」

「か、勝手に話を進めるな！　この裏切り者！　お前がこんな親不孝な娘だと──っ」

　シエラを罵る父の胸ぐらをエドワードがぐっと掴む。

「裏切り者だと？　それが散々シエラを利用してきた人間の言うことか？　これ以上、私の婚約者を愚弄する気ならここで私刑を加えても構わないんだぞ」

「おいおい、エドワード。お前まで暴行罪で逮捕になるって。その辺にしておけよ」

「エドワードさま……」

　そっと彼の腕に触れると、エドワードは渋々父を解放する。

「すまない……きみを貶されて冷静でいられなかった」

「さて、このままだとエドワードまで連行しなくちゃいけなくなるし、そろそろ行かないとな。三人とも表に出ろ」

「うぅぅっ……」

「な、なんでわたくしまで!?」

　母は泣き崩れ、ヒルダは叫び声を上げる。

「どっちも不正を知ってて協力したんだろう。その格好を見りゃあ、恩恵を受けてるのは丸わかりだ。事情は署で聞く。おっと、逃げようなんて馬鹿なことを考えるなよ。表には俺の部下が控えている」

「くそ……」

　父が悔しそうに歯噛みする。

「追ってバーク商会にも捜査が入るしな。おおい、ちょっと手伝ってくれ！」

　フィリップが廊下に向かって叫ぶと、使用人玄関のほうで控えていた彼の部下が二人やってきて、うなだれる子爵家の一行を追い立てる。

　シエラは引きずられるようにして部屋から出て行く家族の背を見つめた。

　引き返せるチャンスは何度もあったはずだ。それを彼らはすべてふいにしてきた。

　罪を償う中で、少しでも自分の愚かさに気づけばいいのだが──。

「じゃ、俺も一度、署に行かないと。いやあ就任早々こんな手柄を立てられるなんて助かったぜ。シエラ嬢もまあ……気を落とすなよ！」

　変な同情のない明るさがむしろ清々しい。

　シエラは小さく微笑んだ。

「大丈夫です。わたしにはエドワードさまがいてくれますから」

　彼のほうを向くと、力強く頷いてくれた。




　家族の不正が暴かれ、逮捕されるという嵐のような日から、数日が経った。

　シエラは夜更けに一人、部屋のライティングデスクでペンを握っていた。

「親愛なるエドワードさまへ……」

　自慢の美しい文字でさらさらと便箋に書き付けると、手を止めしばし思案する。

　そのとき扉がノックされた。

「はい」

「シエラ、まだ起きているか？」

「エドワードさま？」

　涼やかな声に慌てて扉を開けると、寝衣にナイトガウンを羽織ったエドワードが立っていた。

　湯浴みをしたせいか髪の先がほんのりと濡れている。

「まあ、冷えてしまいます。どうぞ入ってください」

　彼を招き入れると、石鹸の香りがふわりと漂った。

「髪を拭いてもいいですか？　このままだとお風邪を召されるのではないかと心配です」

　シエラはエドワードを寝台に座らせると、清潔なタオルを手にして彼の後ろに回った。

　膝立ちになり、タオルを手のひらで挟んで髪の水気を拭き取っていく。

「もっと適当にごしごしやってくれればいい」

「ふふっ、せっかく綺麗な髪なんですから、痛まないようにしないと」

「そうか……」

「引っ張られて痛いところがあったら言ってください」

「大丈夫だ。とても心地がいい」

「良かった……」

　しばらくそうしていると、エドワードがぽつりと口を開く。

「部屋の明かりがついていたから気になってな。眠れないのは、家族について思い悩んでいるからか？」

「ち、違います！　寝ていないのはほかにやることがあったからで……家族については、自分でもびっくりするくらい気持ちが落ち着いているんです」

　愚かな選択しかできない身内にひどくがっかりはしたけれど、だからこそあれで良かったのだとも思う。

　彼らには内省の気持ちがないのだ。だから、迷惑を掛けてしまったのなら、誰かが裁かないといけない。

「反省して欲しいというわたしの言葉が届かなかったのは不甲斐なく思いますが……でもエドワードさまやフィリップさんの力を借りて彼らを告発できたのは、正しい選択だったと自信を持って言えます」

　このタウンハウスにきたばかりのシエラならそんなふうには言えなかった。

　家族の顔色ばかり窺って自分の意志が希薄だったからだ。

「エドワードさまにたくさん勇気をもらって、わたしは前に進めるようになったんです」

「勇気？」

「エドワードさまはなにがあってもわたしの味方だって思えたから、立ち向かおうとする勇気が出たんですよ」

「きみは強くなったな。眩しいくらいに」

　振り向いたエドワードが目を細める。

「ところで、寝ていなかった理由は……それか？」

「え？　……あっ」

　エドワードが横目で見る先には、書きかけの手紙があった。

「はい、その……エドワードさまへの感謝の気持ちを言葉にしたかったのですけれど……」

「けど？」

「書きたいことがありすぎて、うまく言葉にまとまらなくて」

「そんな大作なのか」

　シエラが恥ずかしそうに顔を赤らめると、エドワードが小さく吹き出す。

「気長に待つとしよう」

「でも、これだけは先に言わせてください。──エドワードさま、あなたが大好きです」

　言葉にしてはじめて、彼への気持ちを口にするのはこれが最初だと気づいた。

　嫌われているのではと思っていたから、ずっと封印してきた気持ち。

　臆面もなく告げることができるのがこんなに嬉しいだなんて。

　シエラは思わず破顔する。

　エドワードの透き通った青い瞳がはっと見開かれ、ほんのりと潤む。

「シエラ……っ」

「ひゃっ」

　そのまま後ろに押し倒され、同時に深い口づけが降ってくる。

「やっときみの口から聞けた……っ、私の愛しいシエラ……」

　角度を変えて何度も、時折唇を食みながら、漏れる声は微かに震えている。

「きみがそう言ってくれる日を、私は幼いころから待ちわびていた……」

　上ずった声に、シエラの胸も切なく締めつけられる。

「大好き……、ずっと、ずっと前から、エドワードさまのことが……っ」

　この初恋は諦めなければいけないのだと思っていた。

　しかし一度は封印すると決めた気持ちは、どんどん膨れ上がって大きくなっていった。

「もっと、言ってくれ……きみの声で、何度だって聞きたい……」

「んっ、あい、しています……っ、エド、ワ……っ」

　紡ぐ言葉はキスの波間に消えていく。

　一度身体を起こしたエドワードは、自分の身に纏っているものをバサバサと脱ぎ捨てていった。

「きみを五感全部で感じたい」

「わたしも……エドワードさまに触れたい、です……」

　指先でそっと胸板をなぞれば、指を搦め捕られて再びキスをされた。

「ん、む……ぅ」

　貪るような激しいキスについていこうとシエラも必死で舌を伸ばす。

「っ、ふ……！」

　キスに集中していると身体をまさぐられ、荒々しい手つきでナイトドレスが乱される。

　締めつけの少ないナイトドレスは襟ぐりにゴムのシャーリングが入っており、肩口から足先までするすると簡単に脱がされてしまう。

　ドロワーズまで一緒に取り払われ、気づいたときにはエドワードと同じ、一糸まとわぬ姿になっていた。

「シエラ……っ」

　エドワードはなにかに急かされているかのようにシエラの肌へ唇を這わせる。

　そして赤い痕をいくつも散らしていった。

　首筋、鎖骨、胸の膨らみ──。

「んっ」

　柔らかな唇の感触と、甘い痛み。シエラの肌は蕾が花開くがごとく、どんどん敏感になっていく。

「だめ……」

　みぞおちにまで痕を散らそうとするエドワードの頭をぎゅっと押し返す。

　顔を上げたエドワードはいぶかしげな表情をしていた。

「どうして止める？　私にシエラを隅々まで愛させてくれ」

「それは……嬉しいのですが、でもわたしも……エドワードさまを気持ち良くさせたいって、思ってて……」

　恥じらうシエラの言葉に、エドワードは目をしばたたかせる。

　シエラは身体を起こすと、彼と向かい合って横座りし、そっと鎖骨へ唇を寄せた。

「んっ」

　そのままぎゅっと押しつけたり、ちうちう吸ってみる。けれどほんのわずかに赤くなるだけで痕はすぐに消えてしまう。

「私にも証をくれるのか？　シエラのものだと」

　そう言って、愛おしげに微笑まれた。

「お、同じようにしたかったのですけれど、難しいですね……」

「女性の柔肌とは違うからな。もっと思い切り吸ってみるといい。なんなら噛んだっていいさ」

「そんな……」

　噛むなんてもちろんしないが、そのくらいの勢いで吸っていいということだろう。

　シエラは唇だけで肌を甘噛みしながらきつく吸い付く。

「あっ、ちゃんとつきました！」

「上手だ」

　そこにはくっきりと赤い痕が残った。

　満足げな声を上げると優しく頭を撫でられる。

　一瞬うっとりしてしまうが、本来の目的を忘れていることに気づいた。

（わたしが満足しても意味ないわ。エドワードさまを気持ち良くするんだから）

　シエラは慌ててエドワードの肩をとんと押し、彼を横たわらせた。

「大胆だな」

　くつくつと笑い混じりの声。

（まだ興奮してる、って感じじゃないわね）

　シエラはそっとエドワードの逞しい胸板に唇を寄せる。

　ちゅ、ちゅ、と何度か軽いキスをしてからきつく吸った。

「っ、ふ……」

　エドワードからわずかな吐息が漏れる。

　気持ち良かったのだろうかと期待して、ばっと顔を上げると、手で口元を覆い、肩を揺らしていた。

「……くすぐったかったですか？」

「ああ、少し。すまない、邪魔するつもりはなかったんだが」

「じゃあ……」

　シエラは、今度は彼の首筋にそっと舌先を伸ばした。

　硬く尖らせた舌でそこをつうっとなぞる。

「っ……！」

　ぴくん、とエドワードの身体が小さく跳ねる。

（これなら、気持ちいいのかしら？）

　何度か下から舐め上げ、時折ちろちろと細かく刺激する。

「っ、ぅ……」

　吐き出される息は熱く、混じる声も先ほどまでとは比べものにならないほど甘い。

　目の端を赤く染め、時折ぐっと歯を食いしばるエドワードはなんだか扇情的だった。

　ちらりと目をやれば、彼の中心では雄芯が腹につきそうなほどに屹立している。

　先端からはぷくりと透明な雫が滲んでいた。

　好奇心のままに、シエラは指先でそこに触れた。

「っ、だめだ」

　エドワードがぱしりと腕を掴んで止める。

「痛かったですか？」

「いや、そうではない。だが、そんなのしなくていい。無理をするな」

「無理なんて。わたしがエドワードさまに触れたいんです」

　真剣な目で彼を見つめた。自分の手で、彼に気持ちいいと思ってもらいたいのだ。

「きみが前向きになってくれたのは良かったが、まさかこういう方向までとは……」

　シエラの熱意に根負けしたのか、押さえていた手をそっと熱杭に導かれる。

「こういうふうに触れることはできるか？」

　両手で雄茎を握り込まされ、その上からエドワードの手が添えられる。

（熱くて、どくどくいってる……）

　自分のナカで迎え入れたことはあってもこうして手で触れるのははじめてだった。

　ぎゅっと力を込めれば、そこは別の生き物のように高い温度で、時折脈動が感じられた。

　はじめて見たときにはエドワードの一部と思えないほど奇妙な形をしていると思ったが、自分が与えた刺激で昂ぶっているところは愛おしさすら覚える。

「あとはこうやって、上下に……」

　エドワードはそのまま上下に擦り上げる仕草を教え込んでいく。

　手の中でますます彼の猛りが硬さを増した。

　先端から溢れた液体が手のひらへ流れてきて、そのうち粘性の水音が部屋に響く。

　滑りが良くなった雄芯をシエラは刺激し続ける。

「っ、は……ぁ」

　なにかに耐えるように、エドワードは顔をしかめ熱い息を吐いた。

　彼の姿にシエラの胸も高鳴る。

「気持ちいい、ですか……？」

「……」

　ぎゅっと目をつぶったエドワードは答えない。

（我慢しているエドワードさま、なんだかかわいい。拒否しないのは……もっと、ってこと？）

　シエラは意を決すると、ぬらぬらと光る切っ先へそっと唇を寄せた。

　──ちぅ。

　軽く吸えば、雄芯はどくどくと脈動する。それが手のひらに伝わってきた。

「シエラ!?」

「今のは気持ち良かったですか？」

　舌先を尖らせると、雫の滲む場所をそっと舐める。

「っ、だめだ……、本当に……」

　上ずった声は、彼が快感を得ている証拠で。

　やめたくない、なんて思ってしまう。

　自分がエドワードを気持ち良くできたのが嬉しかった。

「このままだと格好悪いところを見せることになる……」

「え？」

　意外な言葉に目をぱちくりさせた。

「きみの前では格好つけさせてくれ……」

「エドワードさまはいつだって素敵ですよ？」

「いや──」

「それに、今みたいなエドワードさまもわたしは好きです。なんだかかわいいなって」

「かわいい？」

　エドワードはむっとしたように目を眇める。

「心外だ。かわいいはきみにしか似合わない言葉だ」

「そんなことありません。エドワードさまは時折すごくかわいらしいところを見せてくれるじゃないですか。──わたしはそれを、愛しいと思うんです」

　思わずふわりと笑みがこぼれた。

「シエラ……」

　弱いところなんて滅多に見せない彼だから、完璧じゃない部分を垣間見ると嬉しくなる。

　だってそれは自分しか知らない顔だから。婚約者として彼の隣に並べる自分だけの特権だ。

「どんなエドワードさまだって見たいんです。新しい一面を発見すると嬉しくなって、だから──」

「ん、それは同意だ」

「ひぁっ！」

　ぐっと腰を持ち上げられ、ぐらりとバランスを崩しそうになるのを慌ててこらえた。

　エドワードは自分のほうへシエラの腰を引き寄せたらしい。

　つまりシエラの眼前には先ほどまでと同じでエドワードの猛った芯があり、反対にエドワードの目の前には自分の秘所が大写しになっているということ。

　寝そべったエドワードの顔に跨がっているのだ。シエラは羞恥で耳まで真っ赤に染めた。

「なっ、な、な、なんで……っ」

「愛しい人のすべてをかわいがりたい。それはお互い同じということだ。私だって、シエラが新しい一面を見せてくれると嬉しくなる。その驚きと恥じらいが混ざった顔も、すごくかわいい」

　言うなり、秘裂を下から舐め上げられた。

「ひぁんっ！」

「シエラ、まだ触れていないのにここが濡れているのはなぜ？」

「え!?　わ、わからな……」

「私のを触って、淫らな想像をしたのではないか？」

「っ……！」

　エドワードの艶っぽい姿を見て、お腹の奥が落ち着かなかったのは事実だ。

　けれどまさかわかるほど濡れていたなんて。

「シエラはここもとても綺麗な色をしている。ほんのりと桃色で、けれど少し開いてやると真っ赤に熟れた果実のようだ」

「や、待っ……！」

　閉じた花びらをぐっと割り開かれ、顔を覗かせた粘膜をじっとりと舌で探られる。

　襞を一つずつなぞるように舐められて、腰から力が抜けそうになった。

（だめ……力を抜いたら、エドワードさまのお顔に押しつけてしまう……）

　無理に力を入れようとして、下肢がぶるぶると震えた。

　蜜路への深いキスは止む気配がなくて、シエラは思い切って眼前にある熱心の先端をぱくりと咥え込む。

「んんっ、ふ……っ」

　大きすぎて口の中になんて全然収まらないけれど、彼の真似をしながら舌先で輪郭をなぞる。

　雫の溢れる孔をぐりぐりと抉るように刺激すれば、エドワードの腰も小さく跳ねた。

「やっぱりここが気持ちいいんですね」

「秘密だ」

　エドワードはやはりシエラに攻め立てられて羞恥を覚えているらしい。

「シエラ、どっちが先に相手を絶頂させられるか、競争しようか」

「勝ったらどうするんですか？」

「相手の言うことを一つ聞く」

「……じゃあ、わたしが勝ったら、エドワードさまは素直に気持ちいいところを教えてください」

「勝つ気満々だな」

　俄然やる気が出てきたシエラは再び屹立を口に含むと、張り出した傘の部分をなぞるように何度も舌を往復させた。

「く……」

　また、エドワードの腰が跳ねる。

（ここも気持ちいいみたい）

　これなら勝負は時間の問題だろう、なんて考えたとき、蜜孔にぐっと舌がねじ込まれた。

「んぁっ！」

「反撃はさせてもらう」

　隘路をぐにぐにと蠢きながら的確にシエラのイイところを刺激していく。

　ざらついた蜜壁を生温かなものがずりずりと這う。指とも熱杭とも違う感覚に、シエラはただ翻弄されるばかりだ。

「ふぁっ、ま、って……ぇ、そんな……っ」

「悪いけど、勝たせてもらうぞ」

　顔を覗かせた花芽をじゅうっときつく吸い上げられた。

「ふぁああぁぁ────っ!!」

　エドワードの舌をきゅうきゅうと締めつけ、シエラは呆気なく達してしまった。

　全身が大きく戦慄き、目の前が真っ白になる。

　ぶわりと汗が噴き出して、隘路が切なく蠕動した。

「っ、ふぅ……っ」

　シエラは悩ましげにかぶりを振って身悶えた。

　絶頂の波が引いて行くと脱力感が襲ってくる。あれほど気にしていたのに、今はそんな余裕もなくて、秘所をエドワードの顔に押しつけるようにしてその場にぐったりと身体を沈めた。

「いい眺めだ」

「やんっ、ふっぁ」

　まだ敏感な秘芽へ、エドワードの舌先が伸ばされる。

「まっ、待ってくださ……、今されたら……っ」

「また達する、か？」

　じゅう、と蜜ごと啜られ、がくがくと腰が揺れる。

　絶頂の余韻がまだ残って敏感になっていたそこには強すぎる刺激だった。

「ふっ、ぁぁあっ！」

「ずいぶん達しやすい身体になってしまったな」

「はぁっ、は、……んんっ」

「そこで休まれたらどうしても触れたくなってしまうな。きみの秘めた部分はまだ私を誘って膨れているんだ」

　秘玉にふっと息を吹きかけられただけで下肢がぶるりと震えた。

「や、も、許して……、これ以上、されたら……」

　脱力したシエラを、エドワードは仰向けにさせた。

「やりすぎたか？」

「反撃されたら敵いません……」

　むぅと膨れると、エドワードはどこか得意げに頷く。

「それでいい。まだシエラの前では格好いい男でいたい」

「もう……」

　意地を張るのがなんだかかわいい、なんて言ったらまた拗ねて反撃されてしまう。シエラはその気持ちをそっと心の引き出しにしまっておく。

「エドワードさまの勝ちですから、なんでも言うことを聞きます」

「……その言い回しはなんだかクるな」

「え？」

　エドワードの静謐な瞳はギラギラと光って欲情していた。

「では、ひたすら私に愛されてもらおうか」

「は……ひゃぁんっ！」

　とろとろにふやけた蜜口へ、熱杭が一気に突き込まれる。

「っ、は、シエラのナカは何度入ってもたまらないな……っ」

「んう……っ」

　彼の熱いものが息苦しいほどにシエラを内側から隙間なく押し上げてくる。

　エドワードは浅い律動を何度か繰り返した。

「ぁあっ、あっ」

「いい声だ」

「っ、これじゃ罰ゲームになりません……っ」

「ふふ、別に罰を与えたいわけじゃないからな。私はシエラが気持ち良さそうによがるのを見られたら満足だ」

「ひぅっ！」

　軽く肌を当てるような律動で、穿たれるたびに蜜が飛び散る。

　いつの間にか指を絡められており、そのまましっかりとシーツに縫い止められていた。

「全部だよ」

「っ、え……？」

「私の気持ちいいところ、教えて欲しいと言っていただろう。シエラに触れていると、どこも気持ち良くてたまらない」

「エドワードさ──ぁんっ」

　それ以上追及するのを禁じるように、一段深いところを突き上げられた。

　触れるところから幸せが、愛おしさが溢れてくる。

　それは、シエラも同じで。

　胸がきゅんと甘く狭まった。

「本当に、きみのナカはきついな……っ」

　ゆるゆると腰を動かされるたびに、熱芯の張り出したところが襞を擦り上げていく。

　その感覚がたまらなくて、もっと欲しいとねだるように、シエラの隘路は蠕動していた。

「もう少し強くするぞ」

　掠れた余裕のない声でエドワードが言う。

「あっ、あ、んあぁっ！」

　腰をがっしりと押さえられ、がつがつと貪る抽送を繰り返される。

　最奥を抉られると快感の波が押し寄せて頭が真っ白になった。

　シエラは揺さぶられるままに、甘い声を上げ続ける。

「っ、ぁ、だめ……っ、エドワードさま……ぁ」

「そんなに締めつけて……心配しなくてもいなくなったりしないさ」

　エドワードが腰を引くと、隘路は引き止めるようにきゅうきゅうとうねり奥へと誘おうとする。そして突き込まれれば喜びにざわめいた。

　深いところに刺激を受ければ快感と共に、多幸感で胸が満たされる。

「エドワードさま……っ」

「シエラ、かわいいよ。そんなに蕩けた顔をして……私にしか見せない顔が愛おしい」

　未だ欲情して光る目の端を赤く染め、口元には押さえられない笑みが浮かんでいる。愛されている実感に胸がきゅんと切なくなった。

　律動に合わせて揺れる胸をぐにぐにと揉みしだかれ、赤い先端を根元からきゅっと摘ままれる。

「ひぃ、あんっ！」

「っ、また締まった……！」

　エドワードの猛りは一層大きさを増し、パンパンに張り詰めている。

「エドワードさま、好き……だいすき……」

「っ、シエラ……」

　うわごとのようにつぶやくと、言葉を詰まらせたエドワードが深いキスを落とす。

　互いをきつく抱きしめながら、エドワードは最奥を攻め立てる抽送をやめない。

　大きく腰を引き抜かれ、勢いよく奥壁を突かれる。

「っ、あぁぁ────っ!!」

　深いところで快楽が弾け、蕩けて力の入らなくなった下肢がぴんっと突っ張った。

　蜜路がきゅうきゅうとうねり、敏感になった肌がざわざわと粟立つ。

　エドワードは律動をやめてはくれなくて、切っ先が最奥を穿つたびに、どろりとした快感の海に引きずり込まれる。

「んっ、ふ、っ、すき……っ」

「愛している、シエラ……！」

　がつりと激しく腰を打ち付けられ、シエラは再び深い絶頂の渦に飲まれる。エドワードも同時に達したことをナカで脈動する雄芯から感じた。

　大好きでしかたない。苦しいくらいに愛おしい。

　言葉はすべてキスに飲み込まれてしまったけれど、互いの気持ちはぴたりと重なっている。シエラの心にはそれがじんわりと染み込んでいった。







エピローグ








　──一年後。

　あれから、リワゼル家の面々は司法の裁きを受け、牢へ幽閉されたのち、子爵という爵位は剥奪されると決まった。

　また、バーク商会の会長も数年の幽閉と共に、多額の罰金を支払うよう刑が下された。

　商会の運営自体には罰が及ばなかったが、悪評が立ち、そのまま商売を続けるのは難しくなったらしい。

　ラルフレイス家は、不正の発覚した炭鉱事業も含めてすべての事業を買収し、直接の運営権を得た。

　会計に不正はあったが、事業自体は大きな問題もなく進められており、働き口を失うのではと危惧していた労働者たちからもとても感謝された。

　会計の小さな不正はその労働者たちにも及んでいて、賞与や超過勤務の手当が彼らには出ていなかったようである。エドワードは彼らに正規の金額を支払い、環境を改善した。

　結果、念願だった福祉に回すための利益はすぐに得ることができて、エドワードは新しく学校を建てるのだと忙しそうにしている。

　シエラもその話には乗り気で、現地の視察にも同行した。

「シエラ、手紙が来ている」

　窓際の揺り椅子で編み物をしていたシエラのもとへエドワードがやってくる。

　二人の薬指には同じデザインの指輪がはめられていた。

　半年ほど前に式を挙げ、シエラは正式にエドワードの妻として迎えられたのだ。

　現在は領地の本邸に二人で住んでいる。

「わたしにですか？」

「いや、私たちに、だな。連名になっている」

　送り主はフィリップだった。

　シエラが手紙を開き、その後ろからエドワードも覗き込む。

　文字を追っていくと、彼らしい軽妙な語り口の文章につい笑ってしまった。

「大変ですね、フィリップさんも」

「まあ、あいつの性格ならどこでもやっていけるだろうが」

　二人は顔を見合わせて微笑んだ。

　手紙にはリワゼル家の不正を暴いたことへのお礼と、その手柄によって栄転したことが書かれている。

　彼は王立海軍で中尉の称号を賜り、しばらくは海の上で暮らすそうだ。

　おかげでバケツが手放せない日々がはじまると、冗談なのだか本気なのだかわからない調子で綴られていた。

「船酔いが克服できるといいですね」

「毎日船にいるのならさすがに大丈夫だろう。今度は戻ってきてからの陸酔いが心配だ」

　そのとき、胎内からの小さな衝撃にはっとしてシエラはお腹に手を当てる。

「あ、今動きましたよ」

「本当か!?」

　シエラのお腹はふっくらと大きくなっている。

　ここには、エドワードとの愛の証しが宿っていた。

「お、起きているのか？　聞こえるか？」

　エドワードもそっとシエラのお腹に手を当て、おずおずと話し掛ける。緊張したような硬い顔つきに、シエラは小さく肩を揺らした。

「ふふっ、あなたのお父さまですよ」

　二人して話しかけるとまたぽこぽこと蹴る感触がある。

「聞こえているみたいですね」

「そうか……」

　胎動があったのは今日がはじめてではないが、そのたびにエドワードは新鮮に嬉しそうな顔をしてくれる。

　生まれる前だというのに、我が子の一挙一動を見逃すまいと身構えているらしい。

　きっと、子供が生まれたらもっとかわいがってくれるだろう。そんなエドワードを想像すると自然と笑みがこぼれてしまう。

「本当に元気ね。この子も笑っているのかしら」

　腰をさすっていると、エドワードは心配そうな顔を向けてくる。

「大丈夫か？　寝ていたほうがいいんじゃないのか？」

「このくらい平気ですよ。少し張っただけなので。それよりももう完成しそうだから仕上げてしまいたくて」

　シエラが編んでいたのは赤ちゃんに履かせる靴下だ。

　最近は編み物にはまっていて、こうしてもっぱら我が子のために色々とこしらえている。

　赤ちゃんのものが準備できたら次はエドワードへもなにか編もうかと密かに考えていた。

「膝掛けをもってくるか？　それともなにか温かい飲み物を？　身体を冷やしては絶対にいけないぞ。長時間座っているのも良くない。適度に立って歩かないと、血の巡りが悪くなるからな」

　エドワードはそわそわと落ち着かない。

「エドワードさまってこんなに心配性だったんですね」

　妊娠してから知った彼の新たな一面は、シエラの心をほっこりと温めてくれる。

「これほど大事にしてくれてるんですもの。ちゃんと元気な子が生まれますよ」

「子だけじゃない。きみの身体が心配なんだ。妊婦はいつも通りの体調とはいかないんだから、本当に無理をしてはいけない」

　大事にされている。その実感が胸に迫ってくる。

「では、お言葉に甘えて張りが収まるまで少し横になりますね」

「ああ、それがいい」

「エドワードさまも隣にいてくれますか？」

「もちろんだ」

　手を差し伸ばされ、それに掴まって立ち上がる。

　シエラはエドワードの耳元でそっと囁く。

「添い寝のときには、キスもしてくれますか？」

　たちまち唇は優しく塞がれてしまう。

「ん……、そ、添い寝のときって……」

「そんなかわいいおねだりをされたら、我慢なんてできない」

　エドワードは大真面目な顔で言う。

「赤ちゃんが見ていますよ？」

「しかたないだろう。シエラが私の愛しい人だということは永遠に変わらないのだから」

　くすくす肩を揺らすと、また軽やかなキス。

　この幸せはきっと、いつまでも続く。そんな予感でシエラの胸はいっぱいになった。





終わり









あとがき








　はじめまして、真ま波なみトウカと申します。

　濃蜜ラブルージュ様では一作目となる今作をお読みいただきありがとうございました！

　このお話は心に傷を負い、心を閉ざしたシエラの再生の物語です。

　一見クールなエドワードの一途な愛で、シエラの凍てついた心が溶かされていく……そんなお話にしたいなと思って書き始めました。

　段々と強く、明るくなっていくシエラに共感してもらえたらとても嬉しいです。

　同時に、シエラと結ばれたことで人間味のある一面を見せるようになったエドワードをかわいいと思ってもらえたらなと。




　イラストを担当してくださったのは三みつ廼や先生です。

　思わず抱きしめたくなる儚くも美しいシエラ！　クールを装いながら、シエラは渡さんという意志のこもった瞳のエドワード！

　いただいたイラストが想像以上に美しすぎて飛び上がりました！

　作品を読んでイラストを描いてくださったとのことで、作中の重要アイテムをちりばめたイラストにしていただきました。

　作品に対する温かな感想もいただき、本当に感激でした。

　三廼先生ありがとうございました！




　ご縁をくださった担当編集様にも心から感謝申し上げます。

　修正時の的確な指示に加えて、いい部分まで細かくコメントをつけてもらえてとても励みになりました。

　最後に、この作品が世に出るにあたって尽力していただいたすべてのみなさまに感謝申し上げます。

　そしてなにより、ここまで読んでくださった読者様には最大限の感謝を。

　読んでいる時間が楽しいものであったなら嬉しいです。

　ではまたどこかでお会い出来ることを願っています！






真波トウカ










【著者紹介】

２０２０年『完璧な騎士様は初恋をこじらせすぎている』にてデビュー。ハッピーエンドの溺愛ものが大好物です！







濃蜜ラブルージュＦ＋

妹いもうとに譲ゆずって婚こん約やく解かい消しょうするはずが、なぜか冷れい酷こく公こう爵しゃく様さまの溺でき愛あいがはじまりました!?
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